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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装
備の説明が記載されている場合が
あります。また、車の仕様変更に
より、内容がお車と一致しない場
合がありますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様の車の装
備と一致しない場合があります。

l トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがあり
ます。

l 車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因となったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

l ハンドルの改造は絶対にしない
でください。ハンドルにはSRS
エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそ

れがあります。
l 次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.7
も参照してください。

l フロントウインドウガラス、お
よび運転席・助手席のドアガラ
スに着色フィルム（含む透明
フィルム）などを貼り付けない
でください。視界をさまたげる
ばかりでなく、不正改造につな
がるおそれがあります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故
や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。
トヨタ純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してトヨタ
は保証いたしません。

故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて
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電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

本車両には、車両の制御や操作に
関するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されており、各
機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録しま
す。
･ エンジン回転数／電気モーター
回転数

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像情報
車両には複数のカメラがついて
います。どのカメラが画像を記
録しているかは、トヨタ販売店
にお問い合わせください。

グレード・オプション装備により
記録されるデータ項目は異なりま
す。
なお、コンピューターは会話など
の音声や車内の映像は記録しませ
ん。
l データの取り扱いについて

トヨタおよびトヨタが委託した第
三者はコンピューターに記録され
たデータを車両の故障診断・研究
開発・品質の向上を目的に取得・
利用することがあります。
なお、次の場合を除き、トヨタお
よびトヨタが委託した第三者は取
得したデータを第三者へ開示また
は提供することはありません。
･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合
･ トヨタが訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま
す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRSエアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDRは車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり
ます。
EDRは次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が

車両データの記録について

イベントデータレコーダー
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発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDRは衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータとEDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDRで記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両またはEDRへ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両またはEDR
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
l EDRデータの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDRで記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ

ぼす可能性があります。
l EFI コンピュータ
l EyeSight
l ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

l SRSエアバッグ
l シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

保証および点検整備については、
別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

下記サイトより取扱説明書（デジ
タル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサ
リーパーツの取扱説明書をご使用
前にお読みいただき、記載された
内容に従って正しくお使いくださ
い。商品の使用方法や安全にお使
いいただく上での注意点を記載し
ております。なお、デジタル配信

RF送信機の取り付けについて

保証および点検について

アクセサリーパーツ・用品につ
いて
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により印刷や輸送にともなうCO2 
排出量の低減が見込まれます。持
続可能な社会を構築するためにト
ヨタはこれからも取扱説明書のあ
り方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲
載サイト：
お持ちのスマートフォンやタブ
レット、携帯電話等にてQR コー
ドを読み取りいただくか、URL よ
り閲覧してください。
URL:https://manual-accessori
es.toyota/CAWeb/index.html

なお、紙面で必要な場合はサイト
より印刷いただくか、トヨタ販売
店にご相談ください｡
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、して
いただきたい操作を示し
ています。

フタが開くなど、操作後
の作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・
場所を示しています。

してはいけません、この
ようにしないでくださ
い、このようなことを起
こさないでくださいとい
う意味です。
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n 名称から探す
l五十音順さくいん：P.346
lアルファベット順さくいん：P.345

n 取り付け位置から探す
lイラスト目次：P.11

n 症状や音から探す
lこんなときは（症状別さくいん）：
P.342

l車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.344

n タイトルから探す
l目次：P.2

検索のしかた
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラス
トと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマット

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n運転席にフロアマットを敷くとき

lトヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

l運転席専用のフロアマットを使用す
る

l固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

l他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

lフロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない
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まっすぐ座り、運転操作時に体
が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（P.87）
ペダルがしっかりと踏み込め、
ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（P.87）
ヘッドレストの中央が耳のいち
ばん上のあたりになるようにす
る（P.91）
シートベルトを正しく着用する
（P.23）

警告
n運転する前に

lフロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

lエンジン停止およびシフトレバーが
P（オートマチック車）またはN
（マニュアル車）の状態で、各ペダル
を奥まで踏み込み、フロアマットと
干渉しないことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢について

警告
n安全な運転のために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（P.23）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切な子供専用シートをご用意く
ださい。（P.38）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー・ドアミラーを正
しく調整してください。（P.94, 
95）

警告
l走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

l背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

lフロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

l公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

l他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

l飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

l運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

l長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する

ミラーを調整する
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nシートベルトの着用について

l全員がシートベルトを着用する

lシートベルトを正しく着用する

lシートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

lお子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

l背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

l肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

l腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

n妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.24）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。
ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

n疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

nお子さまを乗せるとき

P.46
nシートベルトの損傷・故障について

lベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

lシートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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l 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

l 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

l 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

l ねじれがないようにする

知識
nお子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

lシートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合った子供専用シートを使用
してください。（P.38）

lシートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識
nシートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

警告
lプレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

lもし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート、シートベルトを交換してく
ださい。

lプリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、トヨタ販売店以外でしな
いでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用する

着け方・はずし方
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フロント席のシートベルトを着用
するときは、ベルトをガイドに通
してください。フロント席のシー
トベルトをガイドに通しておくと
シートベルトが引き出しやすくな
ります。
リヤシートへ乗り降りするときは、シー
トベルトガイドからシートベルトをはず
します。

前方・側方から強い衝撃を受けた
とき、シートベルトを引き込むこ
とで適切な乗員拘束効果を確保し
ます。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識
nシートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは一度し
か作動しません。玉突き衝突などで連続
して衝撃を受けた場合でも、一度作動し
たあとは、その後の衝突では作動しませ
ん。

シートベルトガイド

警告
nシートベルトガイドを使うときは

lベルトがねじれたり、ひっかかった
りしたままで使用しないでください。

l使用・不使用に関わらず、確実にボ
タンを留めてください。

lぶらさがったり、無理に引っぱった
りしないでください。

シートベルトプリテンショナー
（フロント席）

警告
nプリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合は、シートベルトを再使用すること
ができないため、必ずトヨタ販売店で
交換してください。
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※SRSエアバッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの略で、乗員補助
拘束装置の意味です。

n SRSエアバッグシステムについて

 フロントSRSエアバッグ
運転席SRSエアバッグ／助手席SRSエアバッグ

車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動
し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部や胸部などへの衝撃
をやわらげる装置です。

SRSニーエアバッグ
運転席SRSエアバッグと同時に作動し、前方に移動する運転者の下肢への衝撃をやわ
らげる装置です。また、下肢の動きを受けとめることで姿勢の変化をおさえ、身体全体
の保護効果を高めます。

 SRSサイドエアバッグ＆SRSカーテンシールドエアバッグ
SRSサイドエアバッグ

車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動
し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に胸部や腰部への衝撃
をやわらげる装置です。

SRS※エアバッグ

SRSエアバッグシステム
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SRS カーテンシールドエアバッグ
車両側方、または車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受
けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗員の主
に頭部への衝撃をやわらげる装置です。

知識
n作動条件

すべてのSRSエアバッグはエンジンス
イッチがONのときのみ作動可能になり
ます。

nSRSエアバッグが作動すると

lSRSエアバッグは膨らんだ後、ただち
にしぼんで視界を妨げません。（SRS
カーテンシールドエアバッグを除く）

lSRSエアバッグは効果を発揮するため
に瞬時に膨らみます。このため、展開
中のエアバッグと接触して打撲やすり
傷、やけどなどを受けることがありま
す。

lSRSエアバッグが作動すると、作動音
とともに白煙が発生しますが、車両火
災ではありません。また、人体への影
響もありません。ただし、残留物が付
着した場合は、すみやかに水で洗い流
してください。まれに皮ふに刺激を感
じる場合があります。

lSRSエアバッグは一度膨らむと再使用
できません。トヨタ販売店で交換して
ください。

警告
nSRSエアバッグについて

SRSエアバッグシステムに関して次の
ことを必ずお守りください。
守らないと、衝突などのとき効果が十
分に発揮されず、命にかかわる重大な
傷害につながるおそれがあります。

lシートベルトを正しく着用し、シー
ト位置・ハンドル位置を調整して正
しい運転（乗車）姿勢をとる。
SRSエアバッグシステムはシートベ
ルトを補助する装置です。SRSエア
バッグシステムだけでは身体の飛び
出しなどを防止できないばかりか、
エアバッグ本体からの衝撃を受けて
しまいます。

l膝の上に物を抱えるなど、乗員と
SRSエアバッグの間に物を置いた状
態で走行しない。
SRSエアバッグが膨らんだときに物
が飛ばされたり、SRSエアバッグの
正常な作動を妨げるおそれがありま
す。

lシートカバーを前席シートに取り付
けたり、敷いたりしない。

lSRSエアバッグシステム構成部品の
周辺を強打したり衝撃を加えたりし
ない。

lSRSエアバッグ格納部が破損した
り、ひび割れたりした場合は、トヨ
タ販売店で交換してください。
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警告
nお子さまを乗せるとき

お子さまを乗せるときは次のことをお
守りください。守らないと、命にかか
わる重大な事故につながるおそれがあ
ります。

l走行中にシートから立ち上がらない。 
SRSエアバッグが作動したときの衝
撃で重大な傷害を受け、死亡につな
がるおそれがあります。 

lお子さまをひざの上に抱いたり、背
負ったりした状態で乗車しない。
SRSエアバッグが作動したときの衝
撃で重大な傷害を受け、死亡につな
がるおそれがあります。

l12歳以下または身長150cm以下の
お子さまが乗車するときは、必ず
チャイルドシートを使用する。
6歳未満のお子さまはチャイルド
シートの着用が法律で義務付けられ
ています。
チャイルドシートの使用方法は、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書をご覧ください。

l助手席にチャイルドシートを絶対に
取り付けない。
事故などで助手席SRSエアバッグ
が膨らんだとき、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡するおそれが
あります。

lSRSエアバッグが膨らんだ直後は、
SRSエアバッグの構成部品に触れな
い。
構成部品が大変熱くなっていますの
で、触れるとやけどをするおそれが
あります。
SRSエアバッグが作動すると、ガス
排出穴からガスが抜けてただちにし
ぼみ始めます（SRSカーテンシール
ドエアバッグ、SRSニーエアバッグ
を除く）。排出穴からのガスに直接触
れた場合に、やけどをするおそれが
あります。

l大きな衝撃を受けた場合、SRSエア
バッグの作動の有無にかかわらず、
必ずトヨタ販売店で点検を受ける。
SRSエアバッグが正常に作動せず、
命にかかわるような重大な傷害につ
ながるおそれがあります。
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ハンドル部に格納されたSRSエ
アバッグおよびハンドル下のパネ
ル部に格納されたSRSニーエア
バッグが瞬時に膨らみ、その後し
ぼみます。

助手席インストルメントパネル部
に格納されたSRSエアバッグが、
瞬時に膨らみ、その後しぼみます。
助手席SRSエアバッグは、助手
席に同乗者がいなくても運転席
SRSエアバッグと同時に作動しま
す。

運転席SRSエアバッグ・SRS
ニーエアバッグ

警告
n運転席SRSエアバッグ・SRSニーエ
アバッグについて

運転席SRSエアバッグ・SRSニーエ
アバッグに関して次のことを必ずお守
りください。
守らないと、システムが正常に作動せ
ず衝撃を受け、命にかかわる重大な事
故につながるおそれがあります。

lハンドルを交換したり、センター
パッド部にステッカーなどを貼らな
い。
SRSエアバッグシステムが正常に作
動しなくなります。

lSRSエアバッグ格納部に身体（手、
顔、足、胸など）を近づけない。

助手席SRSエアバッグ

警告
n助手席SRSエアバッグについて

助手席SRSエアバッグに関して次の
ことを必ずお守りください。
守らないと、システムが正常に作動せ
ず衝撃を受け、命にかかわる重大な事
故につながるおそれがあります。

lSRSエアバッグ格納部に身体（手、
顔、足、胸など）を近づけたり、も
たれかからない。
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運転席、助手席各シートに格納さ
れたSRSサイドエアバッグおよ
び左右のフロントピラー、ルーフ
サイドに格納されたSRSカーテ
ンシールドエアバッグが瞬時に膨
らみ、その後しぼみます。膨らむ
のは衝撃を受けた側のみです。
SRSサイドエアバッグとSRS
カーテンシールドエアバッグは、
乗員がいなくても作動します。

警告
lインストルメントパネルの上面また
はその周辺にステッカー類を貼った
り、アクセサリー、ナビゲーション
システムや芳香剤などを置かない。
SRSエアバッグシステムが正常に作
動しなくなったり、作動時にこれら
の物が飛び、命にかかわるような重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

lフロントウインドウガラスにアクセ
サリーなどを取り付けたり、イン
ナーミラーにワイドミラーを取り付
けない。
SRSエアバッグシステムが正常に作
動しなくなったり、作動時にこれら
の物が飛び、命にかかわるような重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

SRSサイドエアバッグ・SRS
カーテンシールドエアバッグ

警告
nSRSサイドエアバッグ・SRSカーテ
ンシールドエアバッグについて

SRSサイドエアバッグ・SRSカーテ
ンシールドエアバッグに関して次のこ
とを必ずお守りください。
守らないと、システムが正常に作動せ
ず衝撃を受け、命にかかわる重大な事
故につながるおそれがあります。

lフロントシート背もたれのSRSサイ
ドエアバッグ格納部に身体（手、足、
顔）を近づけたり、ドアにもたれか
かるような姿勢で座らない。

l後席からフロントシートの背もたれ
を抱え込むような姿勢はしない。
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運転席、助手席SRSエアバッグ
および運転席SRSニーエアバッ
グは車両前方から乗員が重大な傷
害を受けるおそれのある大きな衝
撃を受けた場合に作動し、シート
ベルトが身体を拘束する働きと併
せて、前席乗員の頭部や胸部、下
肢などへの衝撃をやわらげる装置
です。
車体の衝撃吸収構造により、衝突
時のエネルギーは車体がつぶれる
ことで吸収または分散され、車体
の損傷が大きくても乗員への衝撃
は大きくならない場合もあります。
したがって、車体の損傷が大きく
てもSRSエアバッグが必ずしも
作動するとは限りません。
n 作動するとき
l 次のようなときに作動します。
約20 km/h ～約 30 km/h 以上
の速度で厚いコンクリートのよう
な壁に正面衝突したとき、または
これと同等以上の衝撃を受けたと
き

l 走行中路面などから車両下部に
強い衝撃を受けたときも作動す

警告
lSRSサイドエアバッグ格納部周辺に
物を置いたり、カップホルダーなど
のアクセサリー用品を取り付けない。
SRSサイドエアバッグが作動したと
きこれらが飛び、命にかかわるよう
な重大な傷害につながるおそれがあ
ります。

lドアにもたれかかったり、フロント
ピラー・センターピラー・リヤピ
ラーおよびルーフサイド部や天井に
近づかない。
SRSカーテンシールドエアバッグが
作動したときに頭部などに強い衝撃
を受け、命にかかわるような重大な
傷害につながるおそれがあります。
特にお子さまを乗せるときには注意
してください。

lフロントウインドウガラス、ドアガ
ラス、フロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー、ルーフサイド部
などSRSカーテンシールドエア
バッグ展開部周辺にアクセサリーや
ハンズフリーマイクなどを取り付け
ない。
SRSカーテンシールドエアバッグが
作動したときに、飛ばされて危険で
す。

lフロントピラー、リヤピラー、ルー
フサイド部などSRSカーテンシー
ルドエアバッグ展開部は、強く叩く
など過度の力を加えない。

運転席、助手席SRSエアバッグ
および運転席SRSニーエアバッ
グが作動するとき、しないとき
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ることがあります。
深い穴や溝に落ちたり、縁石に衝
突したときや、ジャンプしたり、
道路上の突起にボディ下面を強く
ぶつけたとき

n 作動しにくいとき
l 次のように、部分的に衝撃を受
けたときや車両前方から衝撃が
加わらなかったときは作動しに
くくなります。

･ 電柱などに衝突したり、トラックの荷
台にもぐり込んだとき

･ 片側衝突（オフセット衝突）したり、
斜め前方へ衝突したとき

･ 駐車している車両など、衝突の衝撃に
より移動または変形するものに衝突し
たとき

l また、次のような場合はSRSエ
アバッグがまれに作動すること
もありますが、本来の効果は発
揮されません。

後ろから衝突されたり、横方向か
ら衝突されたり、横転や転覆した
とき

n 作動しないとき
次のようなときは作動しません。
一度SRSエアバッグが作動した



33

1

1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

後の衝突

SRSサイドエアバッグは、シート
ベルトが身体を拘束する働きと併
せて、前席乗員の主に胸部や腰部
への衝撃をやわらげる装置です。
SRSサイドエアバッグは、車両側
方から乗員が重大な傷害を受ける
おそれのある大きな衝撃を受けた
場合、作動します。
SRSカーテンシールドエアバッグ
は、シートベルトが身体を拘束す
る働きと併せて、前席と後席乗員
の主に頭部への衝撃をやわらげる
装置です。
SRSカーテンシールドエアバッグ
は、車両側方、または車両前方か
ら乗員が重大な傷害を受けるおそ
れのある大きな衝撃を受けた場合、
作動します。
SRSサイドエアバッグおよび
SRSカーテンシールドエアバッグ
の作動・非作動は、衝撃の大きさ
や衝撃を受けた部位、衝突方向な
どの条件により変わります。
n 作動するとき
l 次のようなとき衝撃が大きいと

作動します。
側面に真横から衝突されたとき

l 次のような場合も、衝突の部位、
衝撃の大きさによっては作動す
ることがあります。

片側衝突（オフセット衝突）のと
き

n 作動しにくいとき
l 次のようなとき、衝撃の大きさ
によっては作動しないこともあ
ります。
衝突した物が変形したり移動し
た場合、また、衝突した物の形
状や衝突の状態によっては、衝
突時の衝撃が弱められるため、
SRSサイドエアバッグ・SRS
カーテンシールドエアバッグは
作動しにくくなります。

･ 車両側面に斜めから衝突されたり、客
室以外に側面から衝突されたとき

SRSサイドエアバッグ、SRS
カーテンシールドエアバッグが
作動するとき、しないとき
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･ 電柱などに衝突したり、側面にバイク
が真横から衝突したとき

l 次のような場合はSRSサイドエ
アバッグ・SRSカーテンシール
ドエアバッグがまれに作動する
ことがありますが、本来の効果
は発揮されません。

横転や転覆したり、停車中や走行
中の車に正面から衝突したり、後
ろから衝突されたとき

n 作動しないとき
次のようなときは作動しません。
一度SRSサイドエアバッグ、

SRSカーテンシールドエアバッグ
が作動した後の衝突

SRSエアバッグ警告灯、SRSエ
アバッグシステム（プリテンショ
ナー付シートベルト含む）で兼用
しています。
システムの異常を検知すると警告
灯が点灯し、割り込み画面を表示
します。（P.299）
エンジンスイッチをONにすると
点灯し、約6秒後に消灯します。

SRSエアバッグ／プリテンショ
ナー警告灯
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警告
nSRSエアバッグ／プリテンショナー
警告灯

警告灯が次のようになったときはシス
テム異常が考えられますので走行しな
いでください。軽微な衝撃でSRSエ
アバッグが作動したり、衝突したとき
などにSRSエアバッグが正常に作動
せず、命にかかわるような重大な傷害
を受けるおそれがあり危険です。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

lエンジンスイッチをONにしても点灯
しないとき

lエンジンスイッチをONにして6秒以
上経過しても、点灯しているとき

l走行中に点灯したとき

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n走行中の留意事項

トランクを閉じてください。
トランクが閉じているのに車内で排気
ガス臭がするときは、ドアガラスを開
けて空気を入れかえ、すみやかにトヨ
タ販売店で点検整備を受けてください。

n駐車するとき

l車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

l長時間エンジンをかけたままにしな
いでください。やむを得ないときは、
開かれた場所に車を停め、排気ガス
が車内に入ってこないことを確認し
てください。

l降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンをかけたままにしないでくだ
さい。まわりに積もった雪で排気ガ
スが滞留して、車内に侵入するおそ
れがあります。



36 1-1. 安全にお使いいただくために

警告
n排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。

l お子さまにも必ずシートベル
トを着用させてください。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、適切なチャイルド
シートをご用意ください。
（P.38）

l 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。

l パワーウインドウを誤操作し
ないように、ウインドウロッ
クスイッチ（P.98）をご使
用ください。

l 小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・ト
ランクやシートなど、体を挟
まれるおそれがある装備類を
操作させないでください。

警告
nお子さまを乗せるときは

lお子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

l車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（P.38）
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知っておいていただきたいこと：
P.38
チャイルドシートを使用するとき
は：P.39
シート位置別チャイルドシートの
適合性について：P.40
チャイルドシートの取り付け方
法：P.44
･ シートベルトで固定する：P.45
･ ISOFIX ロアアンカレッジで固
定する：P.46

･ トップテザーアンカレッジを使
用する：P.48

l チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。

l お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。

l お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。

l すべてのチャイルドシートがす
べての車両に適合するわけでは
ありません。チャイルドシート
の使用・購入の際は、あらかじ
め取り付けるシート位置との適
合性を確認してください。
（P.40）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。

シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてください。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

目次

知っておいていただきたいこと

警告
nお子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。

lトヨタでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

lお子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。
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n 助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

助手席にチャイルドシートを取り
付けることはできません。

警告
nチャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

lチャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（P.40）。本書のチャイルドシー
ト固定方法およびチャイルドシート
に付属の取扱説明書をよくお読みの
上、確実に取り付け、使用方法をお
守りください。

lチャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

lチャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、トランク内に容易に動かな
いように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは

警告
nチャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l助手席にチャイルドシートを取り付
けないでください。事故などで助手
席SRSエアバッグがふくらんだと
き、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

助手席側のサンバイザーに図のような
ラベルが貼られています。このラベル
は、助手席にチャイルドシートをうし
ろ向きに取り付けてはいけないという
ことを示しています。ただし、この車
の助手席には、チャイルドシートを取
り付けることはできないため、前向き
であってもチャイルドシートを使用し
ないでください。
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n シート位置別チャイルドシート
の適合性一覧表について

シート位置別チャイルドシートの

警告

警告
lチャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRSエアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

lお子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。

l運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

l助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について
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適合性（P.42）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付
け可能な座席位置を記号で表して
います。また、お子さまに合った
推奨チャイルドシートについても
選択することができます。
次に記載されている、「シート位置
別チャイルドシートの適合性を確
認する前に」も併せて確認してく
ださい。
n シート位置別チャイルドシート
の適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認
する
UN(ECE) R44※1 に適合した
チャイルドシートを使用してく
ださい。
適合したチャイルドシートに
は、次の認可マークが表示され
ています。
チャイルドシートに付いている
認可マークを確認してくださ
い。

法規番号の表示例

UN(ECE) R44 認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範

囲が記載されています。
2 チャイルドシートのカテゴリー
を確認する
チャイルドシートのカテゴリー
が次のどのカテゴリーに該当す
るのか、チャイルドシートの認
可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイル
ドシートに付属の取扱説明書を
確認頂くか、または販売業者へ
確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎
用）」

･ セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
･ リストリクティッド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

※1UN(ECE) R44は、チャイルドシー
トに関する国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。



42 1-2. お子さまの安全

n シート位置別チャイルドシート
の適合性

n チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

※取り付ける際には助手席のシート位置を一番前、背もたれを直立の位置に調整して助

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

チャイルドシートの取り付けに
適していません。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式が搭載可能な
着座位置（有 /無）

有 有

アイサイズ着座位置（有 /無） 無 無

搭載可能な横向きチャイルドシートの治具
（L1/L2）

 

搭載可能なうしろ向きチャイルドシートの治
具（R1/R2X/R2/R3）

 R1※

搭載可能な前向きチャイルドシートの治具
（F2X/F2/F3）

F2X F2X

搭載可能なジュニアシートの治具（B2/B3）  
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手席には座らないでください。

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ
ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

チャイルドシートの隣の席を使用
するときは、肩部ベルトが確実に
肩を通り、腰部ベルトが腰骨ので
きるだけ低い位置に密着すること
を確認してください。チャイルド
シートの隣の席に座ったときに、
チャイルドシートの種類によって
は、乗員の体またはシートベルト
がチャイルドシートと干渉するた
めシートベルトが正しく着用でき
ず、十分な効果を発揮できない場
合があります。その場合は、他の
席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡に

つながるおそれがあります。
l リヤシートにチャイルドシート
を取り付けるときは、お子様や
チャイルドシートがフロント
シートと干渉しないようにフロ
ントシートを調整してください。

l サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート
ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してださい。

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート
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l シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、
シートを前方に動かします。

l ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル
ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱説
明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.45
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n シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.41, 42）
1 チャイルドシートにシートベル
トを取り付け、プレートをバッ
クルに“カチッ”と音がする
まで挿し込む。ベルトがねじれ
ていないようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

2 チャイルドシートにシートベル
トの固定装置が備わっていない
場合は、ロッキングクリップ
（別売）を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
トヨタ販売店にご相談ください。（ロッキ

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.46

テザーベルトを固定する P.48

固定方法 ページ

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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ングクリップ品番：73119-22010）

3 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認し
てください。（P.46）

n チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

n ISOFIXロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ席に ISOFIX ロアア
ンカレッジが装備されています。
（ロアアンカレッジが装備されてい
ることを示すボタンがシートに付
いています）

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lお子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

lシートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

lチャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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n ISOFIXロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.41, 42）
1 チャイルドシートをシートに取
り付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

2 取り付けたチャイルドシートを
前後左右にゆすり、固定されて
いることを確認する（P.46）

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

l ISOFIXロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。
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n トップテザーアンカレッジにつ
いて

この車はリヤ席にトップテザーア
ンカレッジが装備されています。
テザーベルトを固定するときに使
います。

トップテザーアンカレッジ
テザーベルト

n テザーベルトをトップテザーア
ンカレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
フタを開けてトップテザーアンカ
レッジにフックを固定し、テザー
ベルトを締める
テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（P.46）

フック
テザーベルト

知識
nトップテザーアンカレッジを使用する
とき

はずしたフタはなくさないように、保管
しておいてください。

また、チャイルドシートを取りはずした
後は、はずしたフタをもとの状態にもど
してください。

トップテザーアンカレッジを使
用する

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lテザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

lテザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外に掛けないでください

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。
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1-3. 盗難防止装置

エンジンスイッチをOFFにする
と、システムの作動を知らせるた
めにインジケーターが点滅します。
登録されたキーを携帯し、エンジンス
イッチをACCまたはONにするとシス
テムが解除され、インジケーターが消灯
します。

知識
nメンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

nシステムが正常に作動しないとき

lキーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

lキーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではエンジンを始動できま
せん。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
nエンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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n ドアを施錠する前の確認
オートアラームの思わぬ作動、お
よび盗難を防ぐため、次のことを
必ず確認してください。
l 車内に人が乗っていないか
l ドアガラスが閉じているか
l 車内に貴重品などを放置してい
ないか

n オートアラームを設定するには
ドア・トランクを閉め、スマート
エントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンを使って施錠
します。
30秒以上経過すると、自動的に
設定されます。
オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

インジケーター点灯中にドアの解錠操作
やエンジンスイッチをACCにすると、
オートアラームは設定されません。

n オートアラームを解除／停止す
るには

次のいずれかを行ってください。
l スマートエントリー＆スタート
システム・ワイヤレスリモコン
を使ってドアまたはトランクを
解錠する

l エンジンスイッチをACCまたは
ONにするか、エンジンを始動
する

1 全てのドアが閉まっていること
を確認する

2 エンジンスイッチをONにする

3 ドアロックスイッチの を押
すと同時に運転席ドアを開け、
約10秒間保持する

次のように作動 /非作動が切りかわりま

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検
知した場合に音と光で警報する
機能です。

施錠されたドアまたはトランク
が、スマートエントリー& ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコンを使わずに解錠されたり
開けられると、オートアラーム
が作動します。

オートアラームを設定／解除／
停止する

オートアラーム作動 /非作動の
切りかえ
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す。

知識
nオートアラームについて

特定条件で作動し警報などで周囲に知ら
せる装置であり、盗難を防止するもので
はありません。

nメンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

nトランクの開閉について

lトランクを開けたままで設定操作をし
た場合、オートアラームは設定されま
せん。トランクを閉め、30秒以上経過
すると設定されます。

lオートアラーム設定時、スマートエン
トリー& スタートシステムまたはワイ
ヤレスリモコンを使ってトランクを解
錠すると、オートアラームが待機状態
になります。トランクを閉めて30秒
以上経過すると、再度オートアラーム
が設定されます。

nオートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動

することがあります。オートアラームを
解除・作動を停止する操作を行ってくだ
さい。

lメカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

l車内に残った人が、ドア・トランクを
開けたり、ロックレバーで解錠したと
き

l施錠後、バッテリーあがりなどでバッ
テリーの充電や交換をしたとき
（P.321）

オートア
ラームの状
態

ホーン
マルチイン
フォメー
ション表示

非作動 2回吹鳴 “AL OFF”

作動 1回吹鳴 “AL ON”

注意
nオートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・オーバーヘッドコンソールの警告灯／表示灯でお車の状況を
お知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.293）

（黄色）

ブレーキ負圧系警告灯※1

（P.293）

（赤色）

高水温警告灯※1（P.293）

充電警告灯※1（P.293）

油圧警告灯※1（P.294）

エンジン警告灯※1

（P.294）

SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯※1

（P.294）
ABS＆ブレーキアシスト警告
灯※1（P.294）
パワーステアリング警告灯※1

（P.294）
燃料残量警告灯※1

（P.294）
オートマチックトランスミッ
ション油温警告灯★

（P.295）

半ドア警告灯（P.295）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯※1, 2

（P.295）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンをかけると消灯します。点灯し
ない場合や点灯したままのときはシス
テム異常のおそれがあります。トヨタ
販売店で点検を受けてください。

※2助手席シートベルト警告灯はオーバー
ヘッドコンソールに表示されます。

※3オーバーヘッドコンソールに表示され
ます。

システムの作動状況を表示します。

リヤ席シートベルト非着用警
告灯※1, 3（P.295）
BSD／ RCTA警告灯★

（P.296）

SRH警告灯★（P.296）

RAB・クリアランスソナー警
告灯（P.296）

スリップ表示灯※1

（P.296）
LEDヘッドランプ警告灯
（P.296）
オートヘッドランプレベラー
警告灯（P.297）

マスターウォーニング※1

（P.297）
EyeSight 警告表示灯
（P.297）

タイヤ空気圧警告灯★ , ※1

（P.297）

警告
n安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABSや SRSエアバッグなど安全装置
の警告灯がエンジンスイッチをONに
しても点灯しない場合や点灯したまま
の場合は、事故にあったときに正しく
作動せず、重大な傷害を受けたり、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.119）

尾灯表示灯（P.122）

ハイビーム表示灯（P.123）

ハイビームアシスト表示灯
（P.125）

リヤフォグランプ表示灯★

（P.128）
EyeSight 一時停止表示灯
（P.213）
プリクラッシュブレーキOFF
表示灯※1, 2（P.150）

（白色／緑色）

定速クルーズ表示灯
（P.183）

（白色 /緑色）

全車速追従機能付 /追従機能
付クルーズコントロール表示
灯（P.156，171）
READY表示灯★（P.156，
171，183）
先行車表示灯（P.156，
171）

先行車表示灯※4（P.156，
171）
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l 走行モード表示
 ノーマルモード時

 TRACKモード時

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンをかけると消灯します。点灯し
ない場合や点灯したままのときはシス
テム異常のおそれがあります。トヨタ
販売店で点検を受けてください。

※2システムがOFF のときに点灯します。
※3エンジン冷却水温が低いときに点灯し
ます。

※4マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

※5外気温が約3°C以下のときに点灯し
ます。

自車表示灯※4（P.156，
171，183）
車間設定表示灯（P.161，
176）

車間設定表示灯※4

（P.161，176）
車線逸脱警報OFF 表示灯※1, 
2（P.198, 200）
BSD／ RCTA OFF 表示灯★
※2（P.215）
SRH OFF 表示灯★※2

（P.124）
RAB OFF 表示灯／一時停止
表示灯★※1, 2（P.205）
クリアランスソナーOFF 表示
灯／一時停止表示灯※2

（P.205, 206）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（P.224）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（P.224）
TRC OFF 表示灯※1, 2

（P.224）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※4

（P.109）
ヒルスタートアシストコント
ロール作動表示灯（P.221）

（青色）
低水温表示灯※3

低温表示灯※5（P.57）

セキュリティ表示灯（P.49, 
50）
シフトアップ／ダウン可能表
示灯★（P.116）
シフトアップインジケーター★

（P.119）

スノーモード表示灯★

（P.220）
スポーツモード表示灯★

（P.220）

スノーモード表示灯★

（P.220）
スポーツモード表示灯★

（P.220）
TRACK表示灯
（P.225）



57

2

2-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

n 計器類の位置
 ノーマルモード時

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.62）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.299）

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。
エンジンが冷えているときは、レッドゾーンが低く表示されます。

外気温
外気温度を -40°C～ 50°Cのあいだで表示します。

時計
水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

スピードメーター

計器類

メーターの表示について
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シフトポジション・ギヤ段表示（P.113, 118）
オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.60）

 TRACKモード時

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.62）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.299）

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。
エンジンが冷えているときは、レッドゾーンが低く表示されます。

外気温
外気温度を -40°C～ 50°Cのあいだで表示します。

時計
水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

スピードメーター
シフトポジション・ギヤ段表示（P.113, 118）
オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.60）
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n REV インジケーター
設定したエンジン回転数に到達す
ると、シフトポジション・ギヤ段
表示部が橙色に点灯し、ブザーが
鳴ります。また、レッドゾーンに
入るとシフトポジション・ギヤ段
表示部が赤色に点灯します。
初期設定は非表示になっています。表示
／非表示を切りかえることができます。
（P.333）

REVインジケーターの表示を開始するエ
ンジン回転数は、マルチインフォメー

ションディスプレイの で設定するこ

とができます。

知識
n外気温表示について

l次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

l“--”が表示されたときは、システム故
障のおそれがあります。トヨタ販売店
で点検を受けてください。

n液晶ディスプレイについて

P.62

nカスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ

の で、計器類の表示を変更できます。

（P.67）

警告
n低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
nエンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

lタコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

lエンジンが冷えているときは、レッ
ドゾーンが低くなるためエンジン回
転数に注意してください。

l水温計の表示が点滅したときは、
オーバーヒートのおそれがあるので、
ただちに安全な場所に停車してくだ
さい。完全に冷えたあと、エンジン
を確認してください。（P.323）
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n 表示項目
l オドメーター
走行した総距離を表示します。

l トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま
す。トリップA・トリップBの2種類
で使い分けることができます。

リセットするには、リセットしたい方の
トリップメーターを表示中に表示切りか
えボタンを長押しします。

n 表示の切りかえ
スイッチを押すごとに表示が切り
かわります。また、トリップメー
ター表示中にスイッチを押し続け
ると、走行距離を0にすることが
できます。

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯
しているときに、インストルメン
トパネル照度調整ダイアルでメー
ターおよびインストルメントパネ
ル照明などの照度を調整できます。

1 明るくする
2 暗くする

知識
n減光制御について

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯すると、
メーターおよびインストルメントパネル
照明などは減光されます。ただし、イン
ストルメントパネル照度調整ダイアルを
上側いっぱいにまわした状態では、ヘッ
ドランプまたは車幅灯が点灯してもこれ
らの照明は減光されません。

nオートディマーキャンセル機能

昼間やランプを早めに点灯させたいとき
など周囲が明るいときには、自動で減光
をキャンセルします。このとき、インス
トルメントパネル照度調整ダイアルを回
しても明るさを調整することはできませ
ん。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

マルチインフォメーションディス
プレイの から、時計の設定を変
更できます。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

画面やスイッチ類の明るさを調
整するには

時計の調整をするには
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n 分を00にする

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計”を
選択する

3 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“：00”を
選択する

“はい”を選択すると分を00
に合わせることができます。
l 0 ～ 29分は切り下げられます。
（例えば、1：00 ～ 1：29は
1：00になります。）

l 30 ～ 59分は切り上げられま
す。
（例えば、1：30 ～ 1：59は
2：00になります。）

n 詳細設定

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計”を
選択する

3 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時刻合わせ
”を選択する

4 メーター操作スイッチの ま

たは を押して変更したい項
目を選択する

5 メーター操作スイッチの ま

たは を押して表示内容を変
更する

次の内容を変更することができま
す。

l AM／PM※

l 時
l 分
※表示形式が“12H”に設定されてい
る場合のみ変更できます（P.333）
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n ディスプレイの表示
 通常表示
メニューアイコンを選択し、走行
に関するさまざまな情報を表示し
たり、車両設定を変更することが
できます。
また、状況に応じて注意喚起やア
ドバイスなどを割り込み表示しま
す。

 TRACKモード専用表示
TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにすると、
TRACKモード専用表示を固定表
示します。（P.150）

水温計（P.57）

油温計
エンジンオイルの温度を表示します。
表示される数値は参考として利用してく
ださい。

最速ラップタイム
操作方法はP.66を参照してください。

現在のラップタイム
操作方法はP.66を参照してください。

n メニューアイコン

メーター操作スイッチの または

を押すとメニューアイコンが表
示されます。

知識
n液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧

ドライブインフォメーショ
ン（P.63）

スポーツインフォメーショ
ン（P.64）

運転支援機能情報
（P.67）

運転支援機能設定
（P.67）

設定（P.67）

警告メッセージ（P.299）
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メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。
各コンテンツ特有の操作方法につ
いては、それぞれのコンテンツの
説明を参照してください。

／ ：メニューの切りかえ

／ ：表示項目の切りか
え・ページ送り・カーソル移動
短押し：決定
長押し：リセット／Gの表示範
囲切りかえ
ひとつ前の画面にもどる

n 表示項目

メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、 また

は を押すことで次の項目を表示
することができます。
l ドライブインフォメーション1
l ドライブインフォメーション2
l ドライブインフォメーション3
l ドライブインフォメーション4
n ドライブインフォメーション1
表示される数値は参考として利用
してください。

電圧計
電圧の状態を表示します。
電圧計は実際のバッテリー電圧とは異な
ります。

油温計
エンジンオイルの温度を表示します。

n ドライブインフォメーション2
表示される数値は参考として利用
してください。

警告
n運転中の使用について

lマルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

lマルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

n低温時の画面表示について

P.57

表示を切りかえるには

ドライブインフォメーション
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瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費
リセットしてからの平均燃費を表示しま
す。

を長押しすると、平均燃費はリセッ

トされます。

航続可能距離
現在の燃料残量で走行できる、およその
距離を表示します。
表示される距離は過去の平均燃費をもと
に算出されるため、表示される距離を実
際に走行できない場合があります。
燃料給油量が少量の場合、表示が更新さ
れないことがあります。給油の際はエン
ジンスイッチをOFF にしてください。
万一、エンジンスイッチをOFF にせず
給油した場合、表示が更新されないこと
があります。

n ドライブインフォメーション3
表示される数値は参考として利用
してください。

平均車速
リセットしてからの平均車速を表示しま
す。

走行時間
リセットしてからの走行時間を表示しま
す。

走行距離
リセットしてからの走行距離を表示しま
す。

を長押しすると、平均車速・走
行時間・走行距離はリセットされ、
0に戻ります。
n ドライブインフォメーション4
（タイヤ空気圧警報システム装着
車）

タイヤの空気圧を表示します。
（P.265）

n 表示項目

メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、 また

は を押すことで次の項目を表示
することができます。
l Gモニター
車両にかかるGの動きを確認するのに適
しています。

スポーツインフォメーション
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l Gモニター（ピークホールド表
示）

車両にかかった最大Gの大きさや方向を
確認するのに適しています。

l パワー・トルクカーブ
l ストップウォッチ
n Gモニター
車両にかかる前後左右のG（加速
度）を表示します。また、Gモニ
ターの周囲にはステアリング操作
量・アクセル開度量・ブレーキ液
圧が表示されます。
表示画面については路面状況、気
温、車速などによって実際の車両
状態と異なる場合があります。表
示画面は参考として利用してくだ
さい。

現在のG値（前後左右に分解し
た値）
アクセル開度量
ブレーキ液圧
ステアリング操作量

を長押しすると、Gの表示範囲
を切りかえることができます。
n Gモニター（ピークホールド表
示）

車両にかかる前後左右のG（加速

度）を表示します。また、Gモニ
ターの周囲にはステアリング操作
量・アクセル開度量・ブレーキ液
圧が表示されます。
表示画面については路面状況、気
温、車速などによって実際の車両
状態と異なる場合があります。表
示画面は参考として利用してくだ
さい。

最大Gの軌跡

を長押しすると、軌跡をリセットす

ることができます。

現在のG値（前後左右に分解し
た値）
アクセル開度量
ブレーキ液圧
ステアリング操作量

n パワー・トルクカーブ
表示される曲線図は実際に発生す
るトルク・出力をあらわすもので
はありません。表示画面は参考と
して利用してください。
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出力曲線
トルク曲線
現在のエンジン回転数

実際のエンジン回転数に応じて、左右に
スライドします。

n ストップウォッチ
ラップタイムを計測することがで
きます。
 トップ画面

最速ラップタイム
計測タイムをリセットすると、表示が
「--’--”--」に戻ります。

 計測画面

最速ラップタイム
現在のラップタイム
計測開始からの合計タイム
過去のラップタイム

最大50ラップまで記録します。

メーター操作スイッチの操作ガ
イド

l 表示画面の切りかえ方
トップ画面から計測画面への切りかえ

: を押してください。

計測画面からトップ画面への切りかえ

: を押してください。

l 計測画面の操作方法

：計測開始／停止

：ラップ

：計測タイムのリセット

：過去のラップタイムのページ送

り

l 計測タイムのリセット

計測停止後、 を押してください。

l 他のコンテンツへの切りかえ方

を押してトップ画面に戻ることで、

他のコンテンツへ切りかえることができ
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走
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関
す
る
情
報
表
示

るようになります。

他のコンテンツを表示しているときでも、
タイムの計測は継続されます。ただし、
計測開始／停止やラップなどの計測操作
を行うことができなくなります。

知識
nGモニターの表示について

l車両や使用環境によって、ブレーキペ
ダルを一杯に踏み込んでもブレーキ液
圧の表示が最大にならない場合があり
ます。

lバッテリー端子の脱着をしたときは、
一時的にステアリング操作量が表示さ
れなくなりますが、しばらく走行する
ことで表示されます。

nストップウォッチのタイム計測につい
て

タイム計測中にエンジンを停止すると、
タイム計測は停止し、計測停止時点まで
のタイムが記憶されます。

クルーズコントロールの作動状況
を表示します。（P.151, 166, 
182）

n 変更できる項目
l LDW（車線逸脱警報）
l PCB（プリクラッシュブレー
キ）

l BSD/RCTA（後側方警戒支援
システム）★

l RAB（自動[被害軽減]ブレーキ）
★

l  （クリアランスソナー）

l SRH（ステアリング連動ヘッド
ランプ）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n 変更できる項目（メーター表示）
l 時刻表示
P.60

l 言語
表示される言語を変更することができま
す。

l 初期演出
エンジンスイッチをONにしたときの
オープニング演出の表示・非表示を変更
することができます。

l GSI（シフトポジション表示）★

シフトポジションとシフトアップインジ
ケーターの表示・非表示を変更すること
ができます。

l REVインジケーター
･ REVインジケーターの作動・非作動を
変更することができます。
･ ブザーの作動・非作動を変更すること
ができます。
･ REV インジケーター（橙色）が表示さ
れるエンジン回転数を変更することが
できます。

l 初期化
メーターの表示設定をもとにもどすこと
ができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転支援機能情報

運転支援機能設定

設定
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n 変更できる項目（機能の切りか
え・車両設定）

P.333

知識
n設定画面の操作について

l一部の項目を除き、車両走行中は設定
画面を操作することができません。設
定を変更するときは、安全な場所に停
車して操作してください。

l警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

警告
nディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動　（P.79）

･ ワイヤレス機能の作動　（P.71）

メカニカルキー
キーナンバープレート

知識
n航空機に乗るとき

航空機にキーを持ち込む場合は、航空機
内でキーのスイッチを押さないでくださ
い。また、かばんなどに保管する場合で
も、簡単にスイッチが押されないように
保管してください。スイッチが押される
と電波が発信され、航空機の運行に支障
をおよぼすおそれがあります。

n電池の消耗について

l電池の標準的な寿命は1～2年です。

l電池残量が少なくなると、エンジンを
停止した際に車内から警告音が鳴り、
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

l電子キーを長時間使用しないときは、
節電モードに設定することで、電池の
消耗を抑えることができます。

（P.80）

l電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。（P.272）
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない
･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

l電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の1ｍ以
内に電子キーを置かないでください。
･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器
･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

lスマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

n電池が切れたとき

P.272

nキー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

キー

キーについて
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n電子キーの取り扱いについて

キーには次のワイヤレス機能が搭
載されています。

ドアを施錠する（P.73）

ドアガラスを閉める※

（P.73）
ドアを解錠する（P.73）

ドアガラスを開く※（P.73）
トランクを開ける（P.78）

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

メカニカルキーを取り出すには、
解除ボタンを押してキーを取り出
してください
メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス

注意
nキーの故障を防ぐために

l落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

l温度の高いところに長時間放置しな
い

lぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

lキーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

l分解しない

l電子キー表面にシールなどを貼らな
い

lテレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品や、低周波治
療器などの電気医療機器の近くに置
かない

nキーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してください。
10cm以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

nスマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.318

n電子キーを紛失したとき

P.317

ワイヤレス機能について

メカニカルキーを使うには
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タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（P.318）

知識
nメカニカルキーを紛失したとき

P.317



73

3

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた
運
転
す
る
前
に

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

n スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。
施錠操作後3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル表面のロックセン
サー部（ハンドルのくぼみ部）
にふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

n ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。
押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。※

2 全ドアを解錠する

押し続けるとドアガラスが開きます。※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

知識
nドア連動ドアガラス開閉機能

ドアを開閉しやすくするために、ドアガ
ラス全閉時はドアの開閉に連動して、ド
アガラスが少し開閉します。

ただし、バッテリーがあがったり、はず
れているときは開閉しません。
（P.323）

n作動の合図

スマートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンによるドアの施錠・
解錠を、ブザーと非常点滅灯の点滅で知
らせます。（施錠は1回、解錠は2回）

n解錠操作のセキュリティ機能

スマートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンによる解錠操作後、
約30秒以内にドアを開けなかったとき
は、盗難防止のため自動的に施錠されま
す。セキュリティ機能で施錠されたとき、
電子キーの位置によって室内の作動範囲
内に電子キーがあると検知されると、再
度解錠されることがあります。

nドアハンドル表面のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル表面のロックセンサー部に
指でふれても施錠できないときは、ての
ひらでロックセンサー部にふれてくださ
い。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

ドア

車外から解錠／施錠するには



74 3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

n半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態で、ス
マートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンを使ってドアを施錠
しようとすると、ブザーが鳴ります。ド
アを完全に閉めてから、もう一度施錠し
てください。

nオートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（P.50）

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのある状況

P.80

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠ができます。（P.318）

キーの電池が消耗しているときは、電池
を交換してください。（P.272）

nバッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（P.318）

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

n ドアロックスイッチを使用する

警告
n事故を防ぐために

運転中はすべてのドアを確実に閉め、
施錠してください。
ドアが確実に閉まっていないと、不意
にドアが開き車外に放り出されるなど、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

nドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い
場所・強風など、周囲の状況を確認し、
予期せぬ動きにも対処できるよう、ド
アハンドルを確実に保持してドアを開
閉してください。

nドア連動ドアガラス開閉機能

ドアガラスの上端を持ってドアを閉め
ないでください。ドアガラスで指など
を挟むおそれがあります。

nワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリ
モコンによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラスに
挟まれたり巻き込まれたりするおそれ
があります。

車内から解錠／施錠するには
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1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する
n ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する

知識
nキーを使わずに外側から施錠するとき
は

1 ロックレバーを施錠側にする
2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

エンジンスイッチがACCまたはONの
ときや、車内に電子キーが放置されてい
るときは施錠されません。

キーが正しく検知されずに施錠される場
合があります。

nキー閉じこみ防止機能

車内に電子キーが放置されているとき、
ドアが施錠されないようにします。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

トランク

トランクオープナースイッチや
スマートエントリー＆スタート
システム、ワイヤレスリモコン
を使って開けることができます。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n走行する前に

l走行前にトランクが閉まっているこ
とを必ず確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。
また、排気ガスが車内に侵入し、重
大な健康障害や死亡につながるおそ
れがあり危険です。

lトランクの中でお子さまを遊ばせな
いでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
や窒息などを引き起こすおそれがあ
ります。

lお子さまにはトランクの開閉操作を
させないでください。
不意にトランクリッドが開いたり、
閉めるときに手・頭・首などを挟ん
だりするおそれがあります。

n走行中の留意事項

トランク内には絶対に人を乗せないで
ください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや衝
突したときなどに、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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警告
nトランクの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害につながるおそれがあ
り危険です。

lトランクを開ける前に、トランク
リッド上の雪や氷などの重量物を取
り除いてください。開いたあとに重
みでトランクリッドが突然閉じるお
それがあります。

lトランクを開閉するときは排気ガス
に触れないようにしてください。エ
ンジンをかけたままのときは、排気
ガスの熱でやけどをするおそれがあ
ります。

lトランクを開閉するときは、十分に
周囲の安全を確かめてください。

l人がいるときは、安全を確認し動か
すことを知らせる「声かけ」をして
ください。

l強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
トランクリッドが風にあおられ、勢
いよく開いたり閉じたりするおそれ
があります。

l半開状態で使用すると、トランク
リッドが突然閉じて重大な傷害を受
けるおそれがあります。特に傾斜地
では、平坦な場所よりもトランクの
開閉がしにくく、急にトランクが開
いたり閉じたりするおそれがありま
す。必ずトランクが全開で静止して
いることを確認して使用してくださ
い。

lトランクを閉めるときは、トランク
リッドで指などを挟まないよう十分
注意してください。

lトランクリッドにトヨタ純正品以外
のアクセサリー用品を取り付けない
でください。トランクリッドの重量
が重くなると、開いたあとに突然閉
じるおそれがあります。

nトランクダンパーステーについて

lステーに手をかけない

lステーを分解しない
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n トランクオープナースイッチを
使用して開く

トランクオープナースイッチを長
押しする

n スマートエントリー＆スタート
システムを使用して開く

電子キーを携帯し、トランクオー
プンスイッチを押す
すべてのドアが解錠されている場
合は、電子キーを携帯していなく
てもトランクを開くことができま
す。ただし、走行中（車速が5 
km/h 以上）はロック状態となる
ため、次にドアを開くまではトラ
ンクを開けることはできません。

警告
lステーを火の中に入れない

lトランクダンパーステーを持ってト
ランクを閉めたり、ぶら下がったり
しないでください。
手を挟んだり、トランクダンパース
テーが破損したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

注意
nトランクの使用にあたって

トランクを閉めるときにはトランクを
上から強く押しつけないでください。
トランクがへこむことがあります。

nトランクダンパーステーについて

トランクにはトランクリッドを支える
ためのダンパーステーが取り付けられ
ています。
ダンパーステーの損傷や作動不良を防
ぐため次のことをお守りください。

lビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

lロッド部を軍手などでふれない

lトランクリッドにトヨタ純正品以外
のアクセサリー用品をつけない

lステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

トランクを開閉するには
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n ワイヤレス機能を使用して開く
スイッチを押し続ける
ブザーが鳴ります。

知識

nトランクランプ★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

トランクを開けたとき、トランクランプ
が点灯します。

nトランク内キー閉じ込み防止機能につ
いて

lすべてのドアが施錠されている場合、
トランク内に電子キーを置いたままト
ランクを閉めると、警告音が鳴ります。
この場合はトランクオープンスイッチ
で開けることができます。

lすべてのドアが施錠されている状態で、
予備のキーをトランクに入れたときも、
キー閉じ込み防止機能が働き、トラン
クを開けることができます。盗難防止
のため、車から離れるときは必ずすべ

ての電子キーを携帯してください。

lすべてのドアが施錠されている状態で
トランク内に電子キーを置いても、電
子キーが置かれた場所や、周囲の電波
状況によっては、トランク内の電子
キーを検知できないことがあります。
この場合は、キー閉じ込み防止機能が
働かず、トランクを閉めたときに施錠
されてしまいます。トランクを閉める
ときには、必ず電子キーの所在を確認
してください。

lドアがひとつでも解錠されている場合
は、キー閉じ込み防止機能は働きませ
ん。この場合は、車内のトランクオー
プナースイッチでトランクを開けてく
ださい。

nスマートエントリー&スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.272）

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）
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知識
nアンテナの位置

車外アンテナ

車室内アンテナ

トランク外アンテナ

トランク内アンテナ

n作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

ドアハンドルから周囲約4080cm以
内で電子キーを携帯している場合に作動
します。（電子キーを検知しているドアの
み作動します）

トランクの解錠時

トランクオープンスイッチから周囲約
4080cm以内で電子キーを携帯して
いる場合に作動します。

エンジン始動時またはエンジンスイッ
チ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

n警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤動作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、車内や車外で警告音が鳴った
り、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されることがあ
ります。メッセージが表示された場合は、
状況に応じて適切に対処してください。
（P.299）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

l車外から警告音が“ピー”と5秒鳴る
とき

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者が携帯してくだ
さい。

l ドアを施錠・解錠する
（P.73）

l トランクを施錠・解錠する
（P.77）

l エンジンを始動する
（P.109）
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l車外から警告音が“ピー”と２秒鳴る
とき

l車内から警告音が“ポーン、ポーン”
と鳴り続けるとき

n節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

l次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約2m以内に電子キーを10分
以上放置した

･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

l14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、

運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

n電子キーの節電モードについて

節電モードに設定すると、電子キーによ
る、電波の受信待機を停止し、電子キー
の電池の消耗を抑えることができます。

電子キーの を押しながら、 を2回

押し、電子キーのインジケーターが４回
光ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー＆
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

n機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、エンジ
ンイモビライザーシステムが正常に作動
しない場合があります。

l電子キーの電池が消耗しているとき

l近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

l無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器を携帯していると
き

状況 対処方法

どちらかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムもしくは、ワイヤレス
機能で施錠しようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

状況 対処方法

全ドアが施錠されている
状態で電子キーをトラン
ク内に置いたままトラン
クを閉じた

トランク内か
ら電子キーを
取り出した後、
トランクを閉
じる

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
をACCにした（エンジ
ンスイッチがACCのと
き運転席ドアを開いた）

エンジンス
イッチをOFF
にしたあと、
運転席ドアを
閉める

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
をOFF にした

運転席ドアを
閉める
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l電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDやDVDなどのメディア

l近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

l電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

lリヤガラスに金属を含むフィルムなど
が貼ってあるとき

l充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

l純正用品以外の部品を取りつけたとき

lコインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

lドアハンドルに電子キーを近づけて操
作する

lワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（P.318）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムでエンジンが始動できない場合は、
P.319を参照してください。

nご留意いただきたいこと

l電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。
･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎる、
または地面の近くや高い場所にある場
合
･ トランクの解錠時に電子キーが地面の
近くや高い場所にある、またはリヤバ
ンパー中央に近付きすぎた場合
･ エンジン始動時またはエンジンスイッ
チの切りかえ時に電子キーがインスト
ルメントパネルやフロア上・リヤシー
ト後方のパッケージトレイ上・ドアポ
ケット、またはグローブボックス内な
どに置かれていた場合

lインストルメントパネル上面・ドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知されて車外からのド
アロックが可能になる場合があり、電
子キーが車内に閉じ込められるおそれ
があるため注意してください。

l電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外では、解錠できま
せん。

l車外でもドアガラスに近い位置に電子
キーがあるときは、エンジンの始動が
可能になる場合があります。

l電子キーが作動範囲内にある場合、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（解錠された場合で
も、ドアの開閉操作がなければ約30
秒後に自動的に施錠されます）

l車両に近い位置に電子キーがあるとき
にワイヤレスリモコンなどで施錠を行
うと、スマートエントリー＆スタート
システムによる解錠ができなくなるこ
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とがあります。（ワイヤレスリモコンで
解錠すると復帰します）

l手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

lロック操作は、連続で３回まで有効で、
４回目以降はロック動作しません。

lキーを携帯して洗車などで水をドアハ
ンドルにかけた場合、施錠／解錠動作
をくり返すことがあります。その場合
は次のような処置をして、洗車などを
してください。

･ 電子キーを車両から2ｍ以上離れた場
所に保管する（電子キーの盗難に注意
してください）

･ 電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.80）

l車内にキーがあるときに、洗車機で洗
車するなどして水をドアハンドルにか
けた場合、警報がマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、車外
のブザーが吹鳴することがあります。
その場合は全ドアを施錠すれば警報は
表示されなくなります。

lロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着した場合、センサーが反応しない
場合があります。反応しない場合は表
面に付着した氷や雪、泥を取り除いて
再度操作してください。

lすばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

l作動範囲内に他の電子キーがあるとき
は、ドアハンドルを握ってから解錠す
るまでの時間が少し長くなる場合があ
ります。

n長期間運転しないとき

l盗難防止のため、電子キーを車両から

2m以上離しておいてください。

lあらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。（P.83）

l電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.80）

nシステムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります。）

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき

lドアの施錠・解錠：P.318

lエンジンの始動：P.319

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にしたとき

lドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（P.73, 
318）

lエンジンの始動・エンジンスイッチの
モード切りかえ：P.319

lエンジンの停止：P.111
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次の場合、スマートエントリー＆
スタートシステムを非作動にする
ことができます。
l 植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパル
スジェネレータおよび植込み型
除細動器の機器を装着されてい
る方がお車に乗車するとき

l 長期間お車を使用しないとき、
またはスマートエントリー＆ス

タートシステムを使用しないと
き

l やむを得ず電子キーを車室内や
お車の周辺に保管したいとき

スマートエントリー＆スタートシ
ステム非作動中は、ワイヤレスリ
モコンで施錠・解錠してください。
エンジンを始動するときは、電子
キーをエンジンスイッチにふれる
必要があります。（P.319）
n スマートエントリー＆スタート
システムの作動を停止させると
き

スマートエントリー＆スタートシ
ステムの作動を停止するには、ド
ア開閉による方法とワイヤレスリ
モコンによる方法があります。
 ドア開閉による方法
1 運転席に座りドアを閉める

2 ドアロックスイッチの を押
す

3 手順 2の操作後、5秒以内に
運転席ドアを開ける

4 手順 3の操作後、5秒以内に
ドアを開けたままドアロックス
イッチの を2回押す

5 手順 4の操作後、10秒以内に
運転席ドアの開閉操作を2回行
う

6 手順 5の操作後、10秒以内に
ドアを開けたままドアロックス
イッチの を2回押す

7 手順 6の操作後、10秒以内に
運転席ドアの開閉操作を1回行
う

警告
n電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

l植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（P.79）から約22cm以内に近付
かないようにしてください。電波に
より植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

l植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。
（P.83）

スマートエントリー＆スタート
システムを非作動にするには
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8 手順 7の操作後、5秒以内に
ドアを閉める

ブザーが約2秒間鳴り、スマートエント
リー＆スタートシステムが非作動になり
ます。

 ワイヤレスリモコンによる方法
1 運転席のドアを開け、ロックレ
バーを前側に押す

2 ワイヤレスリモコンの およ

び を同時に5秒以上押す

ブザーが約2秒間鳴り、スマートエント
リー＆スタートシステムが非作動になり
ます。

n スマートエントリー＆スタート
システムの作動を復帰させると
き

選択した手順をもう一度行うと、
スマートエントリー＆スタートシ
ステムの作動を復帰させることが
できます。
このときブザーが鳴ります。

知識
nドア開閉による方法について

手順 4および手順 6では、ドアロックス
イッチを確実に押してください。スイッ
チを押す間隔が短い場合、機能が停止し
ないときがあります。

nワイヤレスリモコンによる方法につい
て

ワイヤレスリモコンによる方法は暗証
コード式スマートエントリーの暗証番号
を登録すると使用できます。（P.84）

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動を復帰させるときは

どちらの作動停止方法を行ったか分から
なくなった場合、エンジンスイッチを押
してください。

lワイヤレスリモコンによる方法でス
マートエントリー＆スタートシステム
を非作動にした場合、室内ブザーが鳴
ります。

lドア開閉による方法の場合、ブザーは
鳴りません。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

5ケタの暗証番号を登録しておく
と、トランクオープンスイッチを
押すことにより電子キーを使わず
にすべてのドアと給油扉を解錠す
ることができます。

注意
nスマートエントリー＆スタートシス
テムの作動を停止させるとき

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器の機器を装
着されている方は、必ずドア開閉によ
る方法で機能停止または復帰させてく
ださい。
ワイヤレスリモコンによる方法は誤操
作により機能が復帰する可能性があり
ます。

暗証コード式スマートエント
リーで解錠する
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n 暗証番号の登録方法
1 エンジンスイッチをOFFにす
る

2 全てのドア（トランク含む）を
閉める

3 ワイヤレスリモコンの を押
し続ける

このとき全てのドアと給油扉が施錠され
ます。

4 手順 3の状態のまま5秒以内
にトランクオープンスイッチを
押し続ける

5秒以上経つとブザーが鳴ります。

5 ワイヤレスリモコンの とト
ランクオープンスイッチから手
を離す

6 ブザーが鳴ってから30秒以内
にワイヤレスリモコンの を
押す

ブザーが止まります。

7 暗証番号を登録します。トラン
クオープンスイッチを１ケタ目
に設定したい数字の回数分押す

例：32468の場合、３回押します。

8 ブザーが1回鳴るのを待ち、次
の数字の回数分押す

例：32468の場合、２回押します。

9 手順 8を繰り返し、5ケタの
数字を入力する

10ブザーが断続的に鳴ってから約
30秒以内に再度番号確認のた
め、手順 7から手順 9までの
操作を行う

登録が完了すると、全てのドアと給油扉
が施錠から解錠になります。

n 解錠方法
手順 7から手順 9と同じ手順でト
ランクオープンスイッチを押して
ください。

知識
n暗証番号の登録について

l盗難防止のため、5ケタとも同じ数字や
12345の登録はできません。また、
お車の登録番号や簡単なものは避けて
ください。

l0を登録するときは10回トランクオー
プンスイッチを押してください。

l登録操作を間違えた場合は、一度ドア
またはトランクをワイヤレスリモコン
で解錠し、登録をキャンセルしてくだ
さい。
その後手順 1から登録操作を始めてく
ださい。ただし、手順 10で押し間違
えた場合は、再度ブザーが鳴ってから、
手順 10をもう一度やり直すことがで
きます。

l暗証番号を消去するときは、同じ手順
で22222を登録します。

l新しい暗証番号を登録したら必ず解錠
することを確認してください。

lワイヤレスリモコンによる方法でス
マートエントリー＆スタートシステム
を停止している場合、暗証コード式ス
マートエントリーの暗証番号は消去で
きません。（P.83）

l次の場合は、同じ手順で暗証番号を登
録しなおしてください。
･ 暗証番号を忘れてしまった
･ 暗証番号を変更したい

l暗証番号は定期的に変更してください。

l他人にお車を貸したときは、暗証番号
が変更または消去されていないか確認
してください。変更または消去されて
いるときは、新しい暗証番号を登録し
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なおしてください。

n解錠方法について

l電子キーが作動エリア内にあるときは
スマートエントリーの動作が優先され
ます。

l解錠中に操作を間違えた場合は、5秒以
上待って最初からやり直してください。

l連続5回操作ミスをするとブザーが約2
秒間鳴り、5分間操作を受け付けませ
ん。
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3-3. シートの調整

前後位置調整
リクライニング調整
シート全体の上下調整（運転席
のみ）
シートバックの前倒し

リヤシートへ乗り降りするには、
ウォークインレバーかリクライニ
ング調整レバーを操作します。
n 乗り降りする前に
シートベルトガイドからシートベ
ルトをはずしてください。
（P.25）
n 乗り降りするとき
 運転席側

ウォークインレバー または、リ
クライニングレバー を引く
背もたれが前倒しされます。

リヤシートへ乗り降りしにくい場合は、
シートを前に移動させてください。

 助手席側

ウォークインレバー または、リ
クライニングレバー を引く
背もたれが前倒しされます。

シートを前後に移動させることができま
す。

n 乗り降りしたあとは
背もたれを起こし、シートを固定
させてください。
助手席のみ：背もたれを起こした位置で
シートの前後位置が固定されます。

知識
nシートダストカバーについて

納車時のシートダストカバー（シート汚
れ防止用のポリエチレン製カバー）は必
ず取り外してから使用してください。

フロントシート

調整のしかた

リヤシートへの乗り降り
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警告
nシートを調整するとき

l同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。
とくにシートをうしろに下げるとき
は、リヤシートの乗員の足を挟んだ
りしないように注意してください。

lシートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

l足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

l背もたれは必要以上に倒さないでく
ださい。
必要以上に倒しすぎると、事故のと
きに体がシートベルトの下にもぐり、
腹部などに強い圧迫を受けたり肩部
ベルトが首にかかるなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

l背もたれをもどすときは、背もたれ
を押さえながらリクライニング調整
を行ってください。

lシート調整後はシートがきちんと固
定されていることを確認してくださ
い。

n走行中は

l絶対に前後位置調整やウォークイン
レバーまたはリクライニング調整レ
バーを操作しないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

nリヤシートへの乗り降りについて

lリヤシートへ乗り降りするときは、
可動部や結合部に手や足などを挟ま
ないように注意してください。

lリヤシートへ乗り降りするときは、
シートレールにつまづいて転倒しな
いよう注意してください。

lリヤシートへ乗り降りしたあとは、
必ずフロントシートを固定させてく
ださい。

nリヤシートからのフロントシート操
作について

フロントシートに乗員がいるときは操
作をしないでください。

注意
nシートを調整するときは

ヘッドレストが天井にあたらないよう
に注意してください。ヘッドレストや
天井が損傷するおそれがあります。

nフロントシートへの乗り降りについ
て

乗り降りするときに身体が座面のサイ
ドサポート部にあたり、シートに擦り
傷がつくことがあります。
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1 フロントシートを前方に移動す
る（P.87）

2 背もたれを倒す
 ロック解除ボタン
ボタンを押してロックを解除し、
背もたれを前方に倒す
ロックが確実に解除されるまで、ボタン
を下に押し込んでください。

もどすときは、背もたれを起こして固定
します。

 ロック解除ストラップ
トランク内のストラップを引き、
背もたれを前方に倒す
もどすときは、背もたれを起こして固定
します。

知識
nシートダストカバーについて

納車時のシートダストカバー（シート汚
れ防止用のポリエチレン製カバー）は必
ず取り外してから使用してください。

リヤシート

リヤシートは折りたたむことが
できます。

背もたれを前に倒す

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n背もたれを前倒しするときは

l走行中に前倒しをしない

l平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーをオート
マチック車ではP、マニュアル車で
はNにする

l倒した背もたれの上やトランクに人
を乗せて走行しない

lお子さまがトランクに入らないよう
注意する
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警告
n背もたれをもとの位置にもどしたあ
とは

lシートを押して固定し、前後に軽く
ゆさぶり確実に固定されていること
を確認する。
シートが確実に固定されていないと
きは、ボタンの奥に赤色が見えます。
赤色が見えていないことを確認して
ください。

lシートベルトを挟み込まないように
背もたれをもとにもどしてください。

nリヤシートベルトを使用する前には

シートベルトが背もたれに挟まれてい
たり、背もたれ固定フックに回り込ん
でいないか必ず確認してください。
シートベルトが背もたれに挟まれてい
たり、背もたれ固定フックに回り込ん
でいるとシートベルトが着用できない、
または衝突したときなどにシートベル
トが十分な効果を発揮せず、重大な傷
害につながるおそれがあります。
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1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しなが
ら操作します。

知識
nヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げる
ヘッドレストが天井にあたって取りはず
しにくいときは、シートの高さや角度を
かえてください。

ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げる

さらに下げるときは、解除ボタン を押
しながら操作してください。

ヘッドレスト

ヘッドレストはフロントシート
に装備されています。

警告
nヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

lヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

lヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

lヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

ヘッドレストを取りはずすには

ヘッドレストを取り付けるには
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3-4. ハンドル位置・ミラー

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハン
ドルを固定してください。

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告
n走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

nハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていること
を確認してください。
固定が不十分だと、ハンドルの位置が
突然かわり、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。また
固定が不十分だとホーンが鳴らない場
合があります。

n走行前の確認

ハンドルやその周辺に物を置いたり、
ひもやケーブルなどを引っかけたりし
ないで下さい。スイッチの誤操作を引
き起こす原因になるおそれがあるだけ
でなく、SRSエアバッグシステムが正
常に動作しなくなるおそれがあります。

ホーン（警音器）
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運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

レバーを操作することで、後続車
のヘッドランプによる反射光を減
少させます。

通常使用時
防眩時

インナーミラー

後方を十分に確認できるように
ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整のしかた

警告
n走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

防眩機能
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知識
n寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチをまわす

左
右

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

右
下
左
上

知識
n鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき

nミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
n走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lミラーの調整をしない

lドアミラーを格納したまま走行しな
い

l走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

調整するには
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曇りを取ることができます。（P.236）

スイッチを押してドアミラーを格
納する。
もう一度押すと、もとの位置に戻ります。

警告
nミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

ドアミラーを格納・復帰するに
は

警告
nミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチでドアガラスを開閉でき
ます。
スイッチを操作すると、ドアガラ
スを次のように動かします。

1 閉める
2 自動全閉※

3 開ける
4 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識
n作動条件

エンジンスイッチがONのとき

nエンジン停止後の作動

エンジンスイッチをACCまたはOFFに
したあとでも、約40秒間ドアガラスを
開閉できます。ただし、そのあいだにド
アを開閉すると作動しなくなります。

n挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、ドアガ
ラスに異物が挟まると、作動が停止し、
少し開きます。

n巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

nドアガラスを開閉することができない
ときは

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。
1 すべてのドアが閉まっていることを確
認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 パワーウインドウスイッチを自動全開
の位置で押し続け、ドアガラスを全開
にしたあと､さらにスイッチを約1秒
間押し続ける

4 パワーウインドウスイッチを自動全閉
の位置で引き続け、ドアガラスを全閉
にしたあと､さらにスイッチを約1秒
間引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

nドアロック連動ドアガラス開閉機能

ワイヤレスリモコンでドアガラスを開閉
できます。※（P.73）
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。
スイッチを押すと、助手席のドア
ガラスが作動不可になります。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nドアガラスを開閉するとき

l運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（P.98）

lドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

lワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスを操作するときは、ドアガラス
に人が挟まれるおそれがないことを
確認してから操作してください。ま
たお子さまには、ワイヤレスリモコ
ンによる操作をさせないでください。
お子さまや他の人がドアガラスに挟
まれたり巻き込まれたりするおそれ
があります。

l車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

n挟み込み防止機能

l挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

l挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

n巻き込み防止機能

l巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

l巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などが巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）
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4-1. 運転にあたって

n エンジンをかける
P.109
n 発進する
 オートマチック車
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする
（P.113）
2 パーキングブレーキを解除する
（P.120）
3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する

 マニュアル車
1 クラッチペダルを踏んだまま、
シフトレバーを1速にする
（P.117）
2 パーキングブレーキを解除する
（P.120）
3 クラッチペダルから徐々に足を
離し、同時にアクセルペダルを
ゆっくり踏み発進する

n 停車する
 オートマチック車
1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトレバーを
Pにします。（P.113）

 マニュアル車
1 クラッチペダルを踏んだまま、
ブレーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトレバーを
Nにします。（P.117）

n 駐車する
 オートマチック車
1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏み、車を完全
に停止させる

2 パーキングブレーキをかけて
（P.120）、シフトレバーをP
にする（P.113）

パーキングブレーキ表示灯が点灯してい
ることを確認します。

3 エンジンスイッチを押してエン
ジンを停止する

4 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

5 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に
応じて輪止め※を使用してください。

 マニュアル車
1 クラッチペダルを踏んだまま、
ブレーキペダルを踏み、車を完
全に停止させる

2 パーキングブレーキをかける
（P.120）

パーキングブレーキ表示灯が点灯してい
ることを確認します。

3 シフトレバーをNにする
（P.117）

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に
応じてシフトレバーを1速またはRに

運転にあたって

安全運転を心がけて、次の手順
で走行してください。

安全に走行するには
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し、輪止め※を使用してください。

4 エンジンスイッチを押してエン
ジンを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

6 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

n 上り坂で発進する
 オートマチック車
1 パーキングブレーキをかけ、シ
フトレバーをDにする

2 アクセルペダルをゆっくり踏む
3 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
し発進する

 マニュアル車
1 パーキングブレーキをかけ、シ
フトレバーを1速にする

2 アクセルペダルを軽く踏み、同
時にクラッチペダルから徐々に
足を離す

3 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
し発進する

知識
n上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（P.221）

n雨の日の運転について

l雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

l雨の降りはじめは路面がよりすべりや

すいため、慎重に走行してください。

l雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

n走行中のエンジン回転数について
（オートマチック車）

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況
に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

l車両が上り坂、または下り坂を走行し
ていると判断したとき

lアクセルペダルを離したとき

lカーブを走行しているとき

lブレーキペダルを強めに踏んだとき

nエンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

アクセルペダルとブレーキペダルが同時
に踏まれたとき、エンジン出力を抑制す
る場合があります。

nエンジン始動後の音について

エンジン始動後しばらくは、環境性能を
確保するため、吸排気音が大きくなり、
振動が増す場合がありますが、異常では
ありません。

n運転標識の取り付け

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミ部分に取
り付けることはできません。

nオーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

l暑い日に長い上り坂を走行する

l高速走行直後に急減速や急停止をする
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n高摩擦ブレーキパッド（スポーツブ
レーキパッド）装着車について

l車速、制動力や車両を取り巻く環境
（気温、湿度など）によってはブレーキ
ノイズが発生することがあります。

lブレーキダストが出やすく、ブレーキ
パッドの寿命が短い場合があります。

lブレーキパッドの貼り付きがすること
があります。

l低温、雪、水などの影響でブレーキの
効きが低下することがあります。

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

n発進するとき（オートマチック車）

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。

n運転するとき

l踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。
排気管や排気ガスは高温になり、可
燃物が近くにあると火災になるおそ
れがあり危険です。

lマニュアル車では、クラッチペダル
を一気に離す操作はしないでくださ
い。車両が飛び出して、思わぬ事故
につながるおそがあり危険です。

l通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、操作力
補助がなくなり、ハンドルとブレー
キの操作が困難になります。安全を
確認した上で、すみやかに道路わき
に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.284を参照してください。

l急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードをおとしてくだ
さい。フットブレーキを連続して使
いすぎると、ブレーキが過熱して正
常に機能しなくなります。
（P.113, 117）

l走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。
運転を誤るおそれがあります。

lすべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。
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警告
l渡河などの水中走行はしないでくだ
さい。
電装品のショートやエンジンの破損
など、重大な車両故障の原因になる
おそれがあります。

nすべりやすい路面を運転するとき

l急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

l急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

l水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

nシフトレバーを操作するとき

lオートマチック車では、シフトレ
バーを前進側のシフトポジションに
入れたまま惰性で後退したり、Rに
入れたまま惰性で前進することは絶
対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効き
が悪くなったり、ハンドル操作が重
くなったりして、思わぬ事故や故障
の原因となるおそれがあります。

lオートマチック車では、車両が動い
ているあいだは、シフトレバーをP
に入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーをRに入れないでくださ
い。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l走行中にシフトレバーをNにすると、
トランスミッションとエンジンの動
力伝達が解除され、エンジンブレー
キが効かなくなります。

lオートマチック車では、アクセルペ
ダルを踏み込んだまま操作しないよ
うに気を付けてください。
シフトレバーがP またはN 以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

lシフトレバー周辺にものを置かない
でください。誤操作の原因になりま
す。

l掃除等により、シフトブーツを引き
出した際は、もとに戻してください。
シフトブーツが引き出されたままだ
と、シフトレバーが操作しにくくな
るおそれがあります。
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警告
n継続的にブレーキ付近から金属的な
摩擦音（キーキー音）が発生したと
き

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。摩擦音が発生した状態で走行を
続けていると、ディスクローターの損
傷につながる場合があります。

ブレーキパッドやディスクローターな
どの部品は、役割を果たすと共に摩耗
していきます。摩耗の限界をこえて走
行すると故障を引き起こすばかりでな
く、事故につながるおそれがあります。

n停車するとき

l空ぶかしをしないでください。
シフトレバーがP（オートマチック
車）またはN以外にあると、車が急
発進して思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

lオートマチック車では、車が動き出
すことによる事故を防ぐため、エン
ジン回転中は常にブレーキペダルを
踏み、必要に応じてパーキングブ
レーキをかけてください。

l坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

l停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

n駐車するとき

l炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶や炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火したりする

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートしたりす
る原因になる

lライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしたりすると、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たりしたときにライターの操作部が
誤作動し、火災につながるおそれが
あり危険です。

lフロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

lシルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につな
がるおそれがあり危険です。
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警告
l車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトレバーを
P（オートマチック車）に入れ、エ
ンジンを停止し、施錠してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーをPにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

lエンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

n仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にシフトレバーを動かしたり、ア
クセルペダルを踏み込んだりして、事
故やエンジンの異常過熱による火災が
発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nブレーキをかけるとき

lブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

lブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付かないでください。
また、下り坂や急カーブを避けてく
ださい。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

l万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。ペダルを踏むたびに、ブ
レーキのアシスト力の蓄えを使い
切ってしまいます。

lブレーキシステムは2つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

n万一脱輪したとき

駆動輪が宙に浮いているときは、むや
みに空転させないでください。駆動系
部品の損傷や、車両の飛び出しによる
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

注意
n運転する前は

エンジンルーム内や車両の下に、小動
物（猫やねずみなど）がいないことを
確認してください。エンジン始動時に、
小動物が巻き込まれてファンやベルト
が損傷するおそれがあります。
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注意
n運転しているとき（オートマチック
車）

l運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

l坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

n運転しているとき（マニュアル車）

l運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

lクラッチペダルを確実に踏み込んで
いない状態で、シフトレバーを操作
しないでください。クラッチやトラ
ンスミッションが損傷するおそれが
あります。

lクラッチの摩耗・損傷を防ぐため、
次のことをお守りください。
クラッチが摩耗・損傷すると、アク
セルを踏んでも車両が加速しにくく
なったり、最悪の場合車両が発進で
きなくなったりします。その場合は
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

･ シフト操作時以外は、クラッチペダ
ルから足を離して運転する

･ 1速以外での発進は避ける

･ 坂道発進時など、必要以上に半ク
ラッチのままで走行しない

･ クラッチペダルで車速を調整しない

･ シフトレバーをN以外に入れたまま
停止するときは、クラッチペダルを
踏み込んでブレーキを使用する

l車両が完全に停止してからRに入れ
てください。
クラッチ・トランスミッション・ギ
アに損傷を受けるおそれがあります。

lクラッチペダルを一気に離す操作は
しないでください。トランスミッ
ションを損傷するおそれがあります。

n駐車するとき（オートマチック車）

必ずパーキングブレーキをかけシフト
レバーをPにしてください。パーキン
グブレーキをかけシフトレバーをPに
しておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進したりするおそれがありま
す。

n部品の損傷を防ぐために

lパワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

lディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

lオートマチック車では5秒以上空ぶ
かしをしないでください。
ブレーキペダルを踏んでいるまたは
輪止めをしている状態で、シフトレ
バーがP またはN 以外にあると、ト
ランスミッションフルードの温度が
上昇し、オーバーヒートするおそれ
があります。
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注意
n走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

lハンドルがとられる

l異常な音や振動がある

l車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.300, 309を参照してください。

n冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

lエンスト

l電装品のショート

l水を吸い込んでのエンジン破損

lグリースが洗い流されたり、グリー
スに泥などが混入したりすることに
よる、潤滑不良やゴム製部品・機械
部品の故障

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときや、泥や砂に埋
もれてしまったときは必ずトヨタ販売
店で次の点検をしてください。

lブレーキの効き具合

lエンジン・トランスミッション・ク
ラッチ・ディファレンシャルなどの
オイルやフルードの量および質の変
化

lプロペラシャフト・クラッチフォー
ク・各ベアリング・各ジョイント部
などの潤滑不良

荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
n積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

l燃料が入った容器

lスプレー缶

n荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、クラッチペダ
ル（マニュアル車）・ブレーキペダル・
アクセルペダルを正しく操作できな
かったり、荷物が視界をさえぎったり、
荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

lできるだけ荷物はトランクに積んで
ください。

l次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ パッケージトレイ

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

l室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

l後席のシート背もたれを折りたたん
で荷物を積むときは、荷物を積み重
ねないでください。
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警告
l後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

lトランクに人を乗せないでください。
乗員用には設計されていません。乗
員は、適切にシートベルトを着用さ
せ、座席に座らせてください。
お守りいただかないと、急ブレーキ
や衝突の際に、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

n荷物の重量・荷重のかけ方について

l荷物を積み過ぎないでください。

l荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤや駆動系部品に負担をか
けるだけでなく、ハンドル操作性やブ
レーキ制御の低下により思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する

2 シフトレバーがP（オートマ
チック車）もしくはN（マニュ
アル車）の位置にあることを確
認する

3 ブレーキペダル（オートマチッ
ク車）もしくはクラッチペダル
とブレーキペダル（マニュアル
車）をしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に および とメッセージが表示さ

れます。
表示されないと、エンジンは始動しませ
ん。

4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

エンジンが始動するまで最大10秒間ス
ターターが回転します。

オートマチック車：完全にエンジンが始
動するまでブレーキペダルを踏み続けて
ください。
マニュアル車：完全にエンジンが始動す
るまでクラッチペダルとブレーキペダル
を踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも

エンジンを始動できます。

知識
nエンジンが始動しないとき

lエンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（P.49）
トヨタ販売店へご連絡ください。

l始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

nバッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
でエンジンを始動することができません。
エンジンを始動するには、P.320を参照
してください。

n電子キーの電池の消耗について

P.70

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.80

nご留意いただきたいこと

P.81

nステアリングロック機能

lエンジンスイッチをOFFにしたあとに
ドアを開閉すると、ステアリングロッ
ク機能によりハンドルが固定されます。
エンジンスイッチを操作すると、ステ
アリングロックは自動で解除されます。

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、エンジンの始動ま
たはエンジンスイッチのモード
を切りかえることができます。

エンジンをかけるには
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lステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ

スプレイに と“ハンドルのロック

が解除されていません ハンドルを左右
に回しエンジンスイッチON”が表示
されます。シフトレバーがP（オート
マチック車）もしくはN（マニュアル
車）にあることを確認して、ハンドル
を左右にまわしながらエンジンスイッ
チを短く確実に押してください。

l短時間にエンジンの始動・停止をくり
返すと、モーターのオーバーヒート防
止のために作動制限することがありま
す。その場合は操作を控えてください。
10秒程度でもとの状態にもどります。

n電子キーの電池交換

P.272

nエンジンスイッチの操作について

lスイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやエンジンの
始動ができない場合があります。

lエンジンスイッチOFF後、すぐに再始
動した場合は、エンジンが始動しない
場合があります。エンジンスイッチ
OFF後の再始動は、数秒待ってから操
作してください。

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にしたとき

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にしたときは、P.318 を参照し
てください。

nバッテリー交換などでバッテリー端子
を再接続した直後は

エンジンが始動しないことがあります。
その場合はエンジンスイッチをONにし、
10秒以上経過してからエンジンを始動し
てください。エンジン始動直後はアイド
リングが不安定になることがありますが、
異常ではありません。

警告
nエンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n走行中の警告

エンジンの停止などで車両滑走状態に
なったときは、車両が安全な状態で停
止するまでドアを開けたり、ロック操
作をしたりしないでください。ステア
リングロック機能が作動し、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意
nエンジンを始動するとき

lエンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

lもしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、た
だちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

lオートマチック車：エンジン始動操
作時はシフトレバーを操作しないで
ください。
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 オートマチック車
1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかけて
（P.120）、シフトレバーをP
の位置にする

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯していることを確認します。

3 エンジンスイッチを押す
エンジンが停止し、メーター表示が消え
ます。

4 ブレーキペダルから足を離して
メーターの“アクセサリー”
や“イグニッション ON”の
表示が消灯していることを確認
する

 マニュアル車
1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかける
（P.120）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯していることを確認します。

3 シフトレバーをNにする
（P.117）
4 エンジンスイッチを押す
エンジンが停止し、メーター表示が消え
ます。

5 ブレーキペダルから足を離して
メーターの“アクセサリー”

や“イグニッション ON”の
表示が消灯していることを確認
する

ブレーキペダル（オートマチック
車）もしくはクラッチペダル（マ
ニュアル車）を踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ
を押すごとにモードが切りかわり

注意
nエンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のお
それがあります。すみやかにトヨタ販
売店にご連絡ください。

エンジンを停止するには

警告
n緊急時のエンジン停止方法

l走行中にエンジンを緊急停止したい
場合には、エンジンスイッチを2秒
以上押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してください。（P.284）
ただし、緊急時以外は走行中にエン
ジンスイッチにふれないでください。
走行中にエンジンを停止してもハン
ドルやブレーキの操作は可能ですが、
操作力補助がなくなり、ハンドルと
ブレーキの操作が困難になります。
安全を確認した上で、すみやかに道
路脇に停車してください。

l走行中にエンジンスイッチを操作す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表
示され、警告ブザーが鳴ります。

lオートマチック車：走行中にエンジ
ンを緊急停止したあと、走行中にエ
ンジンを再始動させる場合は、シフ
トレバーをNにし、エンジンスイッ
チを押してください。

lマニュアル車：走行中にエンジンを
緊急停止したあと、走行中にエンジ
ンを再始動させる場合は、クラッチ
ペダルを踏み、エンジンスイッチを
押してください。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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ます）

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。

2 ACC
オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
メーターに“イグニッション ON”が
表示されます。
※オートマチック車：シフトレバーがP
以外のときはACCになり、OFF にな
りません。

知識
n自動電源OFF機能

オートマチック車：シフトレバーがPに
あるとき、20分以上ACCか 30分以上
ON（エンジンがかかっていない状態）に
したままにしておくと、エンジンスイッ
チが自動でOFFになります。

ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではありま
せん。エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACC、またはONに
したまま長時間放置しないでください。

マニュアル車：20分以上ACCか 30分
以上ON（エンジンがかかっていない状
態）にしたままにしておくと、エンジン
スイッチが自動でOFF になります。
ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではありま
せん。エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACC、またはONに
したまま長時間放置しないでください。

シフトレバーがP以外でエンジン
を停止させた場合、エンジンは停
止しますが、エンジンスイッチの
モードはOFFにはなりません。次
の手順でOFFにしてください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する

2 シフトレバーをPの位置にする

注意
nバッテリーあがりを防止するために

lエンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACCまたはON
にしたまま長時間放置しないでくだ
さい。

lエンジンがかかっていないときに、
メーターの“アクセサリー”また
は“イグニッション ON”の表示が
消灯していない場合、エンジンス
イッチがOFFになっていません。エ
ンジンスイッチをOFF にしてから車
両を離れてください。

シフトレバーがP以外でエンジ
ンを停止したとき（オートマ
チック車）
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3 メーターに“アクセサリー”
が表示されていることを確認
し、エンジンスイッチを短く確
実に押す

4 メーターの“アクセサリー”
または“イグニッション 
ON”の表示が消灯しているこ
とを確認する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDポジションを使用してください。

※2マニュアルモードは任意のギヤ段に固
定して走行することができます。

知識
nリバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

n全車速追従機能付クルーズコントロー
ルを使って走行しているとき

定速走行中であってもダウンシフトする
ことができます。ダウンシフト後も設定
した速度を保持します。（P.115, 
116）

注意
nバッテリーあがりを防止するために

シフトレバーがP以外でエンジンを停
止させないでください。シフトレバー
がP以外でエンジンを停止させた場
合、エンジンスイッチがACCとなる
ため、そのまま放置するとバッテリー
あがりの原因となります。

オートマチックトランス
ミッション★

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P 駐車またはエンジンの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D
通常走行※1

一時的なマニュアルモード
走行（P.115）

M マニュアルモード走行※2

（P.116）
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n停車したときのギヤ段について

暖機中のアイドリング回転数が高いとき、
かつ路面がすべりやすい状態のときは、
自動的に2速での停止・2速からの発進
となる場合があります。

nAI-SHIFT

lAI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行
状況により、自動的に適切なギヤ段に
切りかえます。
AI-SHIFT は、シフトレバーをDポジ
ションにしているとき自動的に作動し
ます（パドルシフトスイッチを操作し
たりシフトレバーをMポジションにす
ると機能が解除されます）。

lG AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走
行状況により、自動的にスポーツ走行
に適切なギヤ段に切りかえます。
G AI-SHIFT は、シフトレバーをDポ
ジションでドライブモードセレクトス
イッチをスポーツモードにしていると
き自動的に作動します（ドライブモー
ドセレクトスイッチをノーマルモード
にするか、シフトレバーをMポジショ
ンにすると機能が解除されます）。

nバッテリーを脱着したとき

P.321

：エンジンスイッチがONの状
態で、ブレーキペダルを踏んだま
ま操作します。
ＰとＤのあいだの操作は、ブレーキペ
ダルを踏み、車を完全に止めてから行っ
てください。

知識
nシフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防ぐシステムです。
エンジンスイッチがONでブレーキペダ
ルを踏んだ状態でなければ、シフトレ
バーをPからシフトできません。

nシフトレバーをＰからシフトできない
とき

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。

ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。ただし一時的な処置として、次
の方法でシフトレバーをシフトすること
ができます。

警告
nすべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

シフトレバーの動かし方
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転

シフトロックの解除のしかた：
1 パーキングブレーキをかける
2 エンジンスイッチをOFFにする
3 ブレーキペダルを踏む
4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

5 シフトロック解除ボタンを押す

ボタンを押しているあいだは、レバーを
シフトできます。

P.220

シフトレバーをＤの位置で走行
中、パドルシフトスイッチを操作
することにより任意のギヤ段を選
択することができます。この場合、
メーターにMとギヤ段が表示され
ます。（エンジン回転数がレッド
ゾーン近くまで上昇したときは、
自動的にシフトアップします。）

1 シフトアップ
2 シフトダウン
M1からM6レンジのあいだで選択され
ているギヤ段がメーターに表示されます。

知識
nDポジションでの一時的なマニュアル
モード走行の自動解除

次のとき、自動的にDポジションでの一
時的なマニュアルモード走行が解除され
ます。

l車速が低いとき

lアクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

lアクセルペダルを大きく踏みこんだと
き

警告
nシフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。
誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

走行モードの選択

一時的なマニュアルモード走行
について
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lシフトレバーをD以外にしたとき

lパドルシフトスイッチの“+”側を一定
時間以上押し続けたとき

nシフトダウン制限警告ブザー

シフトダウン不可能な車速（シフトダウ
ンすることによりエンジン回転数がレッ
ドゾーンに入る場合）でシフトダウン操
作をした場合、ブザーが鳴り、運転者に
シフトダウンできないことを知らせます。

シフトレバーをMポジションにす
ると、マニュアルモードに切りか
わります。
シフトアップ／ダウン可能表示灯
が点灯しているあいだ、シフトレ
バーまたはパドルシフトスイッチ
の“－”側または“＋”側の
操作で思い通りのギヤ段を選択し、
運転することができます。
低すぎる車速でシフトアップ操作を行っ
た場合は変速しません。

シフトアップ可能表示灯
シフトダウン可能表示灯

1 シフトアップ
2 シフトダウン
シフトレバーまたはパドルシフトスイッ
チを操作するごとに1速ずつ変速しま
す。
M1からM6の中で選択したギヤ段が
メーターに表示されます。

Mポジションでは、次の場合を除
いてシフトレバーまたはパドルシ
フトスイッチを操作しない限り、
変速しません。
l 車速が低下した場合（シフトダ
ウンのみ）

l エンジンオイルが高温で、エン
ジン回転数がレッドゾーン近く
まで上昇した場合

知識
nシフトダウン制限警告ブザー

シフトダウン不可能な車速（シフトダウ
ンすることによりエンジン回転数がレッ
ドゾーンに入る場合）でシフトダウン操
作をした場合、ブザーが鳴り、運転者に
シフトダウンできないことを知らせます。

警告
n誤操作を防ぐために

パドルシフトスイッチにアクセサリー
などをかけないでください。
パドルシフトスイッチが不意に動くお
それがあります。

マニュアルモード走行
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n シフト操作のしかた

1 クラッチペダルをしっかり踏む
2 シフトレバーを希望のシフト位
置に入れる

シフト操作は一段ずつ行ってください。

3 クラッチペダルから徐々に足を
離す

シフトレバーがRに入りにくいときは、
シフトレバーをNに入れ、クラッチペダ
ルを踏み直してから、再度シフト操作し
てください。

n Rへのシフト操作
プルカラーを引き上げながら、Ｒ
に入れます。

警告
n誤操作を防ぐために

パドルシフトスイッチにアクセサリー
などをかけないでください。
パドルシフトスイッチが不意に動くお
それがあります。

マニュアルトランスミッ
ション★

操作のしかた
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知識
n各シフトの速度限界

エンジンを過回転させないために各シフ
ト位置での速度が次に記載してある数値
をこえないようにしてください。

nリバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴
り、Ｒにあることを運転者に知らせます。

選択したシフトポジションをメー
ター内に表示します。
表示／非表示を切りかえることができま
す。（P.333）

シフト位置 最高速度（km/h）

1 46

2 76

3 108

4 138

5 167

注意
n損傷を防ぐために

シフト操作時は次のことを必ずお守り
ください。
お守りいただかないと、エンジン、ト
ランスミッションやクラッチを損傷さ
せるおそれがあります。

lクラッチペダルを踏まずにシフトレ
バーを操作しないでください。

lRへシフトするとき以外は、プルカ
ラーを上へ引かないでください。

lRへシフトするときは、車が停止し
た状態でおこなってください。

lシフト操作時以外は、シフトレバー
から手を離してください。

lエンジンを過回転させないよう、シ
フト操作は一段ずつ行ってください。

lクラッチペダルを一気に離す操作は
しないでください。

シフトポジション表示
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転

知識
nシフトポジション表示について

次の場合、メーター内に表示されません

lシフトレバーがNの位置にあるとき

l車速が約10km/h 以下のとき（シフト
レバーがRの位置以外）

lクラッチペダルを踏んだとき

燃費効率の良い運転ができるよう
に、シフトアップインジケーター
が点灯し、シフトアップのタイミ
ングをお知らせします。
表示／非表示を切りかえることができま
す。（P.333）

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中で保持※）

レバーを離すまで左側方向指示灯が点滅
します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中で保持※）

レバーを離すまで右側方向指示灯が点滅
します。

4 右折
※2または 3の位置にレバー操作し、す
ぐに離したときは方向指示灯が3回点
滅するように設定できます。
（P.333）

n 右左折後に方向指示灯の点滅が
停止しない場合や、点滅を中止
させたいとき

レバーを元の位置へ戻してくださ

シフトアップインジケーター

方向指示レバー

操作のしかた
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い。

知識
n作動条件

エンジンスイッチがONのとき

n表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

ウインカーの LEDが切れると方向指示灯
の点滅が速くなります。点滅が速くなっ
たときは、お近くのトヨタ販売店で LED
を交換してください。（P.276）

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

1 パーキングブレーキをかけるに
はブレーキペダルを踏みなが
ら、パーキングブレーキレバー
をいっぱいまで引く

2 パーキングブレーキを解除する
には、レバーを少し引上げ、ボ
タンを押しながら完全に下まで
もどす

知識
n駐車するとき

P.100

nブレーキ警告灯が点灯したとき

P.293

n冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.229

パーキングブレーキ

操作のしかた
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
n走行モードを切りかえたとき（オート
マチック車）

走行モードを切りかえたときに約1秒間、
アクティブサウンドコントロールの音が
止まりますが故障ではありません。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

注意
n駐車するとき

車から離れるときは、パーキングブ
レーキをかけ、シフトレバーをP
（オートマチック車）もしくはN（マ
ニュアル車）にし、車が動かないこと
を確認してください。（P.100）

n走行前の注意

パーキングブレーキを完全に解除して
ください。
パーキングブレーキをかけたまま走行
すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。

アクティブサウンドコント
ロール★

アクティブサウンドコントロー
ルは、ダイナミックなエンジン
サウンドを実現します。特にス
ポーツモード★ (P.220) で走
行するときは、よりエンジンサ
ウンドが大きくなります。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作
すると、ランプが点灯します。

1  ヘッドランプ・車幅灯・尾
灯・デイタイムランニングラン
プ★・番号灯・インストルメン
トパネルランプを自動点灯・消
灯（エンジンスイッチがONの
とき）

2  ヘッドランプ・車幅灯・
尾灯・番号灯・インストルメン
トパネルランプを点灯※1

3  上記ランプを点灯

4  消灯（停車していると

き）※2
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1周囲の明るさにかかわらず車幅灯・尾
灯・番号灯・インストルメントパネル
ランプが点灯し、周囲の明るさに応じ
て、走行中はヘッドランプが点灯しま
す。

※2スイッチを の位置から の位置

へ操作し手を離すと、自動的に の

位置へ戻ります。
もう一度同じ操作をしたときまたは車

を発進すると、 の位置で点灯する

ランプが自動的に点灯します。

知識

nデイタイムランニングランプ★

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、エンジン始動後、
パーキングブレーキを解除して、ランプ

スイッチを にすると、デイタイムラン

ニングランプが自動で点灯します。（車幅
灯より明るく点灯します。）
デイタイムランニングランプは夜間の使
用を意図したものではありません。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

n自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

nライトセンサー

次の場合、自動点灯・消灯機能が正常に
働かないおそれがあります。

lセンサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウ
インドウガラスに貼り付けた場合

l周囲の明かりが自然光以外の場合

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプ
などを点灯できます。

操作のしかた
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運
転

nランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチをACCまたはOFFに
して運転席ドアを開けるとすべてのラン
プが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジン
スイッチをONにするか、一度ランプス

イッチを にするか の位置にしてか

ら または の位置にします。

nオートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数、荷物の量などによる車の姿勢
の変化にあわせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

nランプ消し忘れ警告ブザー

ヘッドランプ・尾灯が点灯している状態
で運転席ドアを開けると、ランプ類の消
し忘れを警告するブザーが鳴ります。

nワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが で

ワイパーを作動してしばらくすると、自
車が他車から見やすくなるようにヘッド
ランプが自動点灯します。

周囲の明るさによっては、ワイパー連動
ヘッドランプ点灯機能が作動しないこと
があります。

n節電機能

車両のバッテリーあがりを防止するため、
エンジンスイッチがOFF の状態でヘッド
ランプまたは尾灯が点灯している場合、
節電機能が働き約20分後にすべてのラ
ンプが自動消灯します。ドアを開閉した

とき、節電機能はいったん解除され、再
度節電機能が働き、約20分後すべての
ランプが自動消灯します。

nウェルカムランプ（乗車時）

ランプスイッチが の位置で車両周辺が

暗いとき、電子キーを携帯して車両に近
づく、またはワイヤレスリモコンでドア
を解錠すると、車幅灯が自動で点灯しま
す。車幅灯は約30秒後に自動で消灯し
ます。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ

ランプスイッチが でレバーを前に押

して離すとハイビームアシストがONに
なります。ハイビームアシスト作動中は、
状況に合わせて自動でロービーム／ハイ
ビームを切りかえます。再度レバーを前
に押して離すとハイビームアシストが
OFFになり、ハイビームになります。
（P.125）

注意
nバッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプ類を
長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには
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手動で切りかえたいときは の位置で、

レバーを前に押して離すとハイビームに
なり、レバーは元の位置に戻ります。
手前に引いて離すとロービームになりま
す。

2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

知識
nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

エンジンスイッチをOFFにしてか
ら車幅灯を約3分間点灯させるこ
とができます。
エンジンスイッチをOFFにしたあ
と、ランプスイッチが の位置
で、レバーを手前に引いて離しま
す。

以下の操作で車幅灯が消灯します。
l エンジンスイッチをONにした
とき

l ランプスイッチを操作したとき

l ランプスイッチを再度手前に引
いて離したとき

l ドアを施錠した後、再度スマー
トエントリ＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンを使っ
て施錠したとき

l 運転席ドアを開けて閉じてから
約30秒経過したとき

知識
nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

SRH（ステアリング連動ヘッドラ
ンプ）は、車両の前進時にハンド
ルの操作や車速に合わせてヘッド
ランプの光軸を自動で調整し、
コーナーや交差点で進行方向を照
らして視認性を高める機能です。
車速が8km/h 以上のときに作動します。

n SRHをOFF にするとき
メーターでSRHをOFF に設定で
きます。 （P.333）
SRHをOFFにすると、SRH OFF 表示
灯が点灯します。

ウェルカムランプ（降車時）

SRH（ステアリング連動ヘッド
ランプ）★
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転

n SRH警告灯について
SRHに異常があるときは点灯し、
マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージを表示します。
すみやかにトヨタ販売店で点検を
受けてください。 （P.299）

知識
nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

ランプスイッチを にし、レバー
を前方へ押す
レバーは操作したあと、すぐにもとの位
置にもどります。

ハイビームアシストが作動すると、ハイ
ビームアシスト表示灯が点灯します。

ハイビームアシスト

ハイビームアシストは、フロン
トウインドウガラス上部に設置
されたステレオカメラにより前
方車両のランプや街路灯などの
明るさを判定し、自動的にハイ
ビームとロービームを切りかえ
ます。

警告
n安全にお使いいただくために

ハイビームアシストを過信しないでく
ださい。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、安全運転を心がけ、
必要に応じて手動でハイビームとロー
ビームを切りかえてください。

nハイビームアシストの誤作動を防ぐ
ために

荷物を積み過ぎないでください。

ハイビームアシストを使うには
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知識
nハイビームとロービームの自動切りか
え条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

l次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約20km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

nステレオカメラの検知について

lEyeSightが故障または一時停止してい
るときは、ハイビームアシストは作動
せずにロービームとなります。ハイ
ビームにするときは手動で操作してく
ださい。

l次のような状況では、ハイビームが自
動でロービームに切りかわらない場合
があります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

l前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

l街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

l次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります
･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき
･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）
･ 乗車人数や荷物の量
･ ステレオカメラ認識範囲の制約による
反応遅れ

lハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

l次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。
･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき
･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき
･ ステレオカメラが変形しているときや、
汚れているとき
･ ステレオカメラが極端に高温になって
いるとき
･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき
･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき
･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき
･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき
･ カーブが多い道路を走行しているとき
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･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ エンジン始動直後
･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
は他の運転者・付近の歩行者の迷惑に
なると思われるとき

n ロービームへの切りかえ

ランプスイッチを の位置にする

ハイビームアシスト表示灯が消灯します。

ハイビームアシストにもどすには、ラン

プスイッチを の位置にします。

n ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
ハイビームアシスト表示灯が消灯し、ハ
イビーム表示灯が点灯します。

ハイビームアシストにもどすには、再度
レバーを前方に押します。

手動制御に切りかえるには
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤフォグランプを点灯する

手を離すと の位置までもどります。

再度操作すると、消灯します。

知識
n使用条件

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るときに使用できます。

nリヤフォグランプについて

lリヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

l雨や霧などで視界が悪いときに後続車

に自分の車の存在を知らせるために使
用します。

視界が悪いとき以外に使用すると後続車
の迷惑になる場合があります。
必要なとき以外は使用しないでください。

リヤフォグランプスイッチ
★

雨や霧などの悪天候下で後続車
両に自車の存在を知らせること
ができます。

操作のしかた
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次のように レバーを操作す
ると、ワイパーまたはウォッ
シャーが作動します。 を選択し
たときは、車速に応じてワイパー
が自動で作動します。

1 間欠作動

2 低速作動

3 高速作動

4 一時作動

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

5 間欠ワイパーの作動頻度（減）
6 間欠ワイパーの作動頻度（増）

7 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

知識
n作動条件

エンジンスイッチがONのとき

nウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

ワイパー＆ウォッシャー

レバー操作でワイパーを作動さ
せたり、ウォッシャーを作動さ
せたりすることができます。

注意
nフロントウインドウガラスが乾いて
いるとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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警告
nウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

nノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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4-4. 給油のしかた

l ドアとドアガラスを閉め、エン
ジンスイッチをOFFにしてくだ
さい。

l 燃料の種類を確認してください。

知識
n燃料の種類について

l無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオ
ク）

nエタノール混合燃料について

エタノール混合燃料（エタノールの混合
率3% 以下、含酸素化合物の含酸素率
1.3% 以下）も使用することができます。

給油口の開け方

給油する前に

警告
n給油するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

l給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。
また、給油口に静電気を除去してい
ない人を近付けないでください。静
電気を帯電した人が給油口に近付く
と、放電による火花で燃料に引火す
るおそれがあります。

lキャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

l気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

l喫煙しないでください。

l給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

l継ぎ足し給油をしないでください。

l正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意
n給油するとき

l燃料をこぼさないでください。塗装
が損傷する可能性があります。

l無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイ
オク）が入手できないときは、無鉛
レギュラーガソリンを使用すること
もできますが、次のような状態にな
るおそれがあります。

･ エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

･ エンジンの出力が低下する
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1 ドアが解錠された状態で、給油
扉の車両後端の中央部分を押す

“カチッ”と音がするまで押し、手を
離すと給油扉が少し開きます。その後、
手で全開にします。

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ハンガーにかける

知識
n給油扉を開くとき

ロックレバーでドアを解錠しても給油扉
を開くことができません。

スマートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンまたはドアロックス
イッチでドアを解錠してください。
（P.73, 74）

n給油扉が開かないとき

P.318

1 キャップを“カチッ”と音が
するまでまわして閉める

手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

注意
lその他の燃料（粗悪ガソリン・軽
油・灯油・高濃度アルコール含有燃
料）を使用しないでください。その
他の燃料を使用すると、次のような
状態になるおそれがあります。

･ エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

･ エンジンの出力が低下する

･ エンジンの始動性が悪くなる

･ 排気制御システムが正常に機能しな
い

･ 燃料系部品が損傷する

給油口を開けるには

給油口の閉め方
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2 給油扉を閉め、給油扉の車両後
端の中央部分を“カチッ”と
音がするまで押す

ドアを施錠すると給油扉も施錠されます。

知識
n給油扉を閉めるとき

給油扉を閉める前にドアを施錠すると、
給油扉を閉めることができません。ドア
を解錠してから給油扉を閉めてください。

警告
nキャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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4-5.EyeSight

※EyeSight は、株式会社ＳＵＢＡＲＵ
の登録商標です。

知識
EyeSight は、プリクラッシュブレーキ
が作動したときに次のデータを記録・蓄
積します。会話などの音声は記録しませ
ん。

lステレオカメラの画像情報

l先行車との車間距離

l車速

lハンドルの操舵角

l進行方向に対しての横方向の動き

lアクセルペダルの操作状況

lブレーキペダルの操作状況

lクラッチペダルの操作状況（マニュア
ル車）

lシフトレバーの位置

lオドメーターの値

lABS、VSC、TRCの制御に関する情報

トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、
記録されたデータを、車の研究開発目的
に取得・流用することがあります。なお、
トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、
取得したデータを次の場合を除き、第三

者へ開示・提供することはありません。
･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合
･ 統計的な処理を行うなどの使用者や車
が特定されないように加工したデータ
を研究機関などに提供する場合

EyeSight※

EyeSight はさまざまな機能に
よって、運転者の判断を助け、
安全・快適で疲れの少ない運転
を可能にする運転支援システム
です。EyeSight は 2台のカメ
ラ（ステレオカメラ）を用いた
画像処理により、先行車や障害
物、車線などを認識します。ま
た、ソナーセンサーにより車両
後方の障害物を認識します。

警告
運転者には安全運転の義務があります。
EyeSight の各機能特性にかかわらず、
常に交通ルール・マナーを守り運転し
てください。運転時は常に先行車との
車間距離や周囲の状況、運転環境に注
意しながら必要に応じてブレーキペダ
ルを踏むなど、安全運転に努めてくだ
さい。

lEyeSightに頼った運転は絶対に行わ
ない。

･ EyeSight の認識性能・制御性能に
は限界があります。

･ わき見運転やぼんやり運転など運転
者の前方不注意を防止したり、悪天
候時の視界不良下での運転を支援す
る装置ではありません。また、あら
ゆる状況で衝突を回避するものでは
ありません。

EyeSight は、運転者の判断を補助し、
事故被害や運転負荷の軽減を目的とし
ています。警報が作動した場合は前方
や周囲を確認の上、運転者の判断でブ
レーキペダルを踏むなどの適切な操作
をしてください。

EyeSight の認識性能・制御性能には
限界があります。それぞれのページに
書かれている警告を必ずお読みの上、
正しくご使用ください。誤った使用を
すると、適切に制御が行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
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警告
右ハンドル車の EyeSight は、左側通
行を想定して設計しています。右側通
行の道路で使用する場合は性能が十分
に発揮できません。

注意
l運転者にとって前方が見えにくい状
況では、ステレオカメラも同様に前
方の車両や障害物、車線を認識しづ
らくなります。

lEyeSight前方の物体認識はステレオ
カメラの視野範囲に限られます。ま
た、視野範囲に対象物が入ってから
制御・警報の対象となるまでには数
秒間かかります。

l次の状況では先行車や前方の二輪車、
歩行者、路上の障害物、車線などが
認識しづらくなります。また、
EyeSight システムが一時停止状態
になる場合があります。状況が改善
され、しばらく走行すれば、再び機
能は動作します。

･ 悪天候時（強い雨、吹雪、濃霧など。
特にフロントウインドウガラスに油
膜が付着したり、EyeSight 用ガラ
スコーティング剤以外を使用したり、
性能が悪化したワイパーをお使いに
なった場合、一時停止しやすくなり
ます）

･ 前方から強い光（太陽光などによる
逆光や対向車のヘッドランプの光な
ど）を受けたとき

･ ウォッシャーを使用しているとき

･ フロントウインドウガラス上の雨滴
や水滴、汚れが十分に拭き取れてい
ないとき

･ フロントウインドウガラスに曇りや
雪、汚れ、霜、土埃の付着や傷など
がついて、ステレオカメラの視界を
遮っているときや、その汚れなどに
光が当たっているとき

･ 荷物の積載などにより、極端に車両
が傾いているとき

･ 先行車や対向車両の水や雪などの巻
き上げや水蒸気、砂、煙、土埃など
が舞い、視界が十分でないとき

･ トンネルの出入り口を通過するとき

･ 前方の車両の最後面が小さい（例え
ばトレーラーなど）、低い、または凹
凸があるとき

･ 対象物がフェンス、均一な模様（縞
模様やレンガなど）や模様の全くな
い壁、シャッターなどのとき

･ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などの
とき

･ 夜間またはトンネル内で、先行車の
尾灯が点灯していないとき

･ 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草む
らなどを通過するとき

･ 急な上り坂、急な下り坂のとき

･ ステレオカメラの前を手でふさぐな
どしたとき

･ 真っ暗で周囲に物がないとき

･ 周囲一面が同じような色合いのとき
（一面に雪景色など）
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ステレオカメラは、天井のインテ
リアランプ部分に装着されていま
す。

1 ステレオカメラ

注意
･ フロントウインドウガラスへの映り
込みにより安定した認識ができない
とき

l次の状況では、EyeSight システムが
一時停止状態になる場合があります。
状況が改善されれば再び機能は動作
します。

･ 炎天下で放置した後など車内の温度
が高いとき、または極寒の環境で放
置した後など車内の温度が低いとき

･ エンジンの始動直後

l次の状況では先行車や前方の二輪車、
歩行者、路上の障害物、車線などが
認識しづらくなります。また、
EyeSight システムが一時停止状態
になる場合があります。EyeSight
システムが一時停止状態になること
が何回も発生する場合はトヨタ販売
店に連絡し、点検を受けてください。

･ ステレオカメラのレンズ部に指紋な
どの汚れが付着したとき

･ ステレオカメラに衝撃などが加わり、
ずれや歪みが生じたとき

lEyeSightシステムの動作に異常があ
るときはプリクラッシュブレーキ、
車線逸脱警報機能およびRAB（後退
時ブレーキアシスト）をOFFにし、
クルーズコントロールを使用せずト
ヨタ販売店で点検を受けてください。
（P.150，198，205）

lスリップ表示灯が点灯しているとき
は、プリクラッシュブレーキ機能を
OFFにし、クルーズコントロールを
使用しないでください。システムが
正しく作動しない場合があります。

ステレオカメラの取り扱いにつ
いて

注意
lステレオカメラ前面の汚れを自動で
判定する機能を備えていますが、万
全ではありません。
状況によっては、ステレオカメラ前
面の汚れ（曇りや油膜なども含みま
す）を判定できない場合があります。
また、フロントウインドウガラスの
ステレオカメラ付近に雪や氷などが
付着したときも、判定できない場合
があります。このような状況では、
システムが正常に作動しない場合が
あるため、フロントウインドウガラ
ス（イラストのステレオカメラ前方
の部分）はいつもきれいにしてお

いてください。なお、汚れを判定し
た場合は、定速クルーズコントロー
ルおよびRAB（後退時ブレーキアシ
スト）を除くすべての EyeSight シ
ステムの機能が作動しません。
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注意
lステレオカメラは精密部品です。特
にレンズ部の取り扱いについては、
次の注意事項を守ってください。

･ ステレオカメラのレンズ部には絶対
に触れないでください。また、レン
ズ部は清掃しないでください。万一、
レンズ部に触ってしまった場合は、
必ずトヨタ販売店にご相談ください。

･ フロントウインドウガラスを清掃す
るときは、ステレオカメラのレンズ
部にガラスクリーナーなどが付着し
ないよう、レンズ部をコピー用紙の
ように埃の出ない紙で覆い、テープ
で固定してください。このとき、
テープの接着面がフロントウインド
ウガラスおよびレンズ部に付かない
ようにしてください。清掃後は紙を
忘れずに取り外してください。

･ ステレオカメラに強い衝撃や力を加
えないでください。

･ ステレオカメラを取り外したり、分
解しないでください。

･ ステレオカメラの取り付け位置を変
更したり、周辺構造物の改造をしな
いでください。

lトヨタ純正品以外のルームミラー
（ワイドタイプミラーなど）、サンバ
イザーを装着しない。

･ ステレオカメラの視野に影響し、シ
ステムが正常に作動しない場合があ
ります。

ステレオカメラ

l下図の禁止エリア（グレー部）にト
ヨタが指定したアクセサリー用品以
外の取り付けまたは設置をしない。

･ 禁止エリア外に置いた場合でも、光
の反射やフロントウインドウガラス
への映り込みなどによりEyeSight
システムの動作に異常があるときは
移動させてください。詳しくはトヨ
タ販売店にご相談ください。

側面

外付けモニターなど
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注意
正面

lインストルメントパネル上に物を置
かない。

･ フロントウインドウガラスへの映り
込みによりステレオカメラが安定し
た認識ができない場合があります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

lインストルメントパネル上面をケミ
カル剤などで光沢を持たせない。

･ フロントウインドウガラスへの映り
込みによりステレオカメラが安定し
た認識ができない場合があります。

lトヨタ純正品以外のワイパーブレー
ドを装着しない。

･ ステレオカメラの視野に影響を与え
るおそれがあります。

lワイパーブレードは早めに交換する。

･ 拭き残しによりステレオカメラが安
定した認識ができない場合がありま
す。

lボンネットやグリルの上など、車両
前側にアクセサリー類を取り付けな
い。

･ ステレオカメラの視野に影響を与え
るおそれがあります。

lフロントウインドウガラス（外側、
内側）は常にきれいな状態に保つ。

･ フロントウインドウガラスに曇りや
汚れ、油膜などがあるとステレオカ
メラが安定した認識ができない場合
があります。

l中央のエアコン吹き出し口に芳香剤
などを取り付けない。

･ カメラ周辺のフロントウインドウガ
ラスが冷えて曇る場合があります。

lフロントウインドウガラス（外側、
内側）にステッカーを貼ったり、ア
クセサリーを取り付けない。

･ やむを得ず取り付けなければならな
い（車検ステッカーなど）ときは、
カメラの前面に重ならないようにし
てください。

･ ステレオカメラの視野に影響を与え
るおそれがあります。

lフロントウインドウガラスに
EyeSight 用ガラスコーティング剤
以外は使用しないでください。詳し
くはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

lフロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない。
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リヤバンパーに、4個のソナーセ
ンサーが取り付けられています。

ソナーセンサー

EyeSight には、次の機能があり
ます。
n プリクラッシュブレーキ
前方の車両、歩行者や障害物に衝
突する可能性があるとき、車間距
離警報により、運転者の回避操作
を促します。それでも運転者の回
避操作がない場合、衝突の直前に
システムが急ブレーキをかけ衝突
被害を軽減、または衝突を回避し
ます。（P.142）
n 全車速追従機能付クルーズコン
トロール（オートマチック車）/
追従機能付クルーズコントロー
ル（マニュアル車）

運転者が設定したセット車速を保
ちながら走行します。同一車線内

注意
lフロントウインドウガラスに傷、ひ
びなどが生じた場合は、トヨタ販売
店にご相談ください。

lフロントウインドウガラスを交換・
修理する場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

･ トヨタ純正品以外のフロントウイン
ドウガラスを使用するとステレオカ
メラが安定した認識ができずシステ
ムが正常に作動しない場合がありま
す。

RABソナーセンサーの取り扱い
について

注意
RABの正しい作動のため、次のことを
お守りください。

lソナーセンサーおよびリヤバンパー
表面は、いつもきれいにしておく。

lソナーセンサーおよびリヤバンパー
表面にステッカーなどを貼り付けな
い。

･ 詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

lソナーセンサーおよびリヤバンパー
を改造しない。

lソナーセンサーおよびリヤバンパー
を塗装しない。

lソナーセンサーおよびリヤバンパー
への強い衝撃を与えない。

･ 検知範囲に入った障害物を検知でき
ないなど、システムに異常が起こる
おそれがあります。強い衝撃を受け
た際は、必ずトヨタ販売店で点検を
受けてください。

lソナーセンサーを分解しない。

lソナーセンサーの修理、交換、また
はリヤバンパーの修理、塗装、交換
が必要になった場合は、トヨタ販売
店にご相談ください。

l高圧洗車機などを使用するときは、
ソナーセンサーに直接水をかけない
でください。

EyeSight の機能について
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にいる先行車を認識した場合は、
セット車速を上限とした追従走行
を行います。（P.151, 166）
n 定速クルーズコントロール
先行車の有無にかかわらず、運転
者が設定したセット車速を保ちな
がら走行します。追従走行は行い
ません。EyeSight システムが一
時停止状態でも使用可能な場合が
あります（この機能は全車速追従
機能付クルーズコントロール /追
従機能付クルーズコントロールか
ら切り替えて使用します）。
（P.182）
n AT誤発進抑制制御（オートマ
チック車）

シフトレバーの位置の入れ間違い
やペダルの踏み間違いによる誤っ
た前進を抑制します。（P.190）
n AT誤後進抑制制御（オートマ
チック車）

後退時、アクセルペダルの急な踏
み込みなどによる急な後退を抑制
する後退飛び出し抑制制御と、後
退時の車速を制限する後退速度リ
ミッターの2つの機能がありま
す。（P.194）
n 車線逸脱警報
走行中、車線を逸脱しそうになる
と、注意を促します。（P.197）
n ふらつき警報
疲れやよそ見、ぼんやり運転、横
風などによるふらつきを認識し、
注意を促します。（P.199）
n 先行車発進お知らせ
先行車が発進しても自車が発進し
ない場合にお知らせします。

（P.201）
n RAB（後退時ブレーキアシス
ト）（オートマチック車）

後退時に車両後方の壁などの障害
物に衝突するおそれがあるときに、
表示と警報音で知らせ、必要に応
じてシステムがブレーキを作動さ
せることで衝突を回避、または衝
突の被害を軽減します。
（P.202）
n クリアランスソナー
後退時に車両後方の壁などの障害
物に衝突するおそれがあるときに、
表示と警報音で知らせます。
（P.206）

知識
EyeSight はエンジンがかかっていない
ときは作動しません。

n ステアリングスイッチ

（車間設定）スイッチ

クルーズコントロールスイッチ
ON-OFF スイッチ

 クルーズコントロールスイッチ
l ON-OFF スイッチ

スイッチ構成
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クルーズコントロール※のON、OFF が
できます。

クルーズコントロールがONのとき、

メーター内に または が点灯しま

す。（P.156，171，183）
※全車速追従機能付クルーズコントロー
ル、追従機能付クルーズコントロール
および定速クルーズコントロール

l ー SET（下に下げる）

･ クルーズコントロール※のセットがで
きます。（P.156，171，183）

･ セット車速を下げることができます。
（クルーズコントロール※がセット中
のとき）（P.160，175，186）

※全車速追従機能付クルーズコントロー
ル、追従機能付クルーズコントロール
および定速クルーズコントロール

l + RES（上に上げる）

･ クルーズコントロール※のセットがで
きます。（P.156，171，183）

･ クルーズコントロール※のセット状態
を解除後、解除前のセット車速に再び
セットすることができます。
（P.163，179，188）

･ セット車速を上げることができます。
（クルーズコントロール※がセット中
のとき）（P.159，174，185）

※全車速追従機能付クルーズコントロー
ル、追従機能付クルーズコントロール
および定速クルーズコントロール

l CANCEL（手前に引く）

クルーズコントロール※を解除で
きます。（P.161，177，
187）
※全車速追従機能付クルーズコントロー
ル、追従機能付クルーズコントロール
および定速クルーズコントロール

l （車間設定）スイッチ

･ 車間距離の設定を4段階に切り替える
ことができます。（P.161，176）

･ クルーズコントロールがONのとき、
（車間設定）スイッチ※を押すと

全車速追従機能付クルーズコントロー
ル（オートマチック車）または追従機
能付クルーズコントロール（マニュア
ル車）と定速クルーズコントロールを
切り替えることができます。

※定速クルーズコントロールに切り替え
るときは、約2秒以上押し続けてくだ
さい。
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知識
システムによるブレーキ中に音が聞こえ
ることがありますが制御によるものであ
り、異常ではありません。

プリクラッシュブレーキ

主に前方の車両や歩行者に衝突
する可能性がある場合、運転者
への警報による衝突回避の支援
を行います。それでも運転者の
衝突回避操作がない場合、衝突
の直前にシステムが急ブレーキ
をかけ、衝突被害を軽減または
衝突を回避します。また、運転
者の衝突回避操作があった場合
はプリクラッシュブレーキアシ
ストにより衝突回避をアシスト
します。

l オートマチック車：シフトレ
バーがD、MまたはNのとき
作動します。

l マニュアル車：シフトポジ
ション表示がR以外のとき作
動します。

また、発進時などに誤ってアク
セルペダルを踏み、前方の障害
物に衝突する可能性がある場合、
システムがブレーキをかけ、衝
突を軽減または回避します。
（オートマチック車）

警告
lプリクラッシュブレーキおよびプリ
クラッシュブレーキアシストを、日
常の車両停止のために利用すること
は絶対にしない。

･ プリクラッシュブレーキはあらゆる
状況で衝突を回避するものではあり
ません。ブレーキの作動をプリク
ラッシュブレーキのみに頼っている
と、衝突事故を起こす場合がありま
す。

l警報が作動した場合は前方や周囲を
確認の上、運転者の判断でブレーキ
ペダルを踏むなどの適切な操作をす
る。

lEyeSightのプリクラッシュブレーキ
は、主に車両への追突の回避、ある
いは、追突の被害を軽減することを
目的としている。また、車両以外に
も二輪車、自転車、歩行者を制御の
対象としているが、条件※によって
は認識できない場合がある。横向き
の車両や、対向車両、後退してくる
車両、小動物や幼児、フェンス、壁
や扉などに対しては作動しない可能
性が高くなる。

lプリクラッシュブレーキは衝突が避
けられないと判断した段階で作動し、
衝突直前で強いブレーキをかけるよ
うに設定しているので、その効果は
様々な条件※により変わる。そのた
め、常に同じ性能が発揮できるもの
ではない。
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警告
lプリクラッシュブレーキが作動した
とき、アクセルペダルを操作しても
プリクラッシュブレーキを継続する。
プリクラッシュブレーキを解除する
ためには、アクセルペダルを急激に
または深く踏み込む。

アクセルペダルを最も奥まで踏み込
んだときは、システムがブレーキペダ
ルとアクセルペダルの踏み間違いと判
断して、プリクラッシュブレーキを継
続することがある。（オートマチック
車）

l運転者がブレーキペダルを踏んでい
たり、ハンドルを操作していたりす
ると、その操作状態によっては運転
者の回避操作として判断され、シス
テムによるブレーキが作動しない場
合がある。

lプリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除される。

l前方の車両との速度差が約50 km/h
（歩行者の場合は約35km/h）より
大きい場合、EyeSight の性能限界
から衝突を回避することはできない。
また、速度差が約50 km/h 以下
（歩行者の場合は約35 km/h 以下）
であっても、他の車両が急に割り込
んだ場合や、視界、路面の滑りやす
さなどの条件※の違いにより、止ま
りきれないことや作動しないことも
ある。また、プリクラッシュブレー
キアシストも同様に条件※の違いに
より作動しないことがある。

※条件

･ 前方の車両との速度差、車間距離、
接近の状態、横方向のずれ具合（オ
フセット量）

･ 車両の状態（積載量、乗員など）

･ 路面の状態（勾配、滑りやすさ、形
状、凹凸など）

･ 前方の視界が悪いとき（雨、雪、霧、
煙など）

･ 対象物が車両（自動二輪車、自転車
含む）、歩行者以外の場合

動物など

ガードレール、電柱、木、フェンス
や壁など

･ 対象物が二輪車、自転車、歩行者で
あっても、周囲の明るさ、動きや姿
勢、角度などによって、制御対象と
システムが認識できない場合

･ 運転者の操作状態（アクセル、ブ
レーキ、ハンドルなど）から運転者
が衝突回避操作をしたと判断したと
き

･ 車両の整備状態（ブレーキ関係、タ
イヤの摩耗、空気圧など）

･ 車両などをけん引しているとき

･ 外気温が低いときや走行開始直後な
どでブレーキが冷えているとき

･ 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

･ 水たまり走行後や洗車後などブレー
キがぬれてブレーキの効きが悪く
なっているとき

･ ステレオカメラの認識状態

特に次の場合は止まりきれないことや、
作動しない可能性が高くなります。

･ 悪天候（強い雨、吹雪、濃霧）のと
き
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警告
･ 先行車や対向車両の水、雪、土埃な
どの巻き上げや水蒸気、砂、煙が舞
い、視界が十分でないとき

･ 夜間またはトンネル内でヘッドラン
プを点灯していないとき

･ 夜間またはトンネル内で先行車の尾
灯が点灯していないとき

･ 夜間の二輪車、自転車、歩行者に接
近したとき

･ 夕方、朝方の薄暗いとき

･ ヘッドランプ照射範囲外に車両（二
輪車、自転車含む）、歩行者が存在す
るとき

･ 前方から強い光（太陽光などによる
逆光やヘッドランプの光など）を受
けたとき

･ フロントウインドウガラスに曇りや
雪、汚れ、霜、土埃などの付着や傷
などがついて、ステレオカメラの視
界を遮っているときや、その汚れな
どに光が当たっているとき

･ ウォッシャーの使用中または使用後
で、フロントウインドウガラスが十
分に拭き取れていないとき

･ 雨滴やウォッシャーの水滴、または
ワイパーブレードがステレオカメラ
の視野を遮ることにより、対象物の
認識が不完全になったとき

･ 前方の車両の最後面が小さい、低い、
または凹凸があるとき（最後面では
ない部分を認識して作動を判断する
こともあります）

荷台にあおりがない空荷のトラック
など

後端から積荷が飛び出している車両
など

特殊な形状の車両（キャリアカー、
サイドカーなど）

車高の低い車両など

･ 停車している車両の前に壁などがあ
るとき

･ 車両の近くに別の物体があるとき

･ 横向きの車両など

･ 対向車両や後退してくる車両など

･ 対象物の大きさや高さがステレオカ
メラ認識限界より小さいまたは低い
とき（小動物、幼児、しゃがんでい
る人、横たわっている人など）

･ 対象物がフェンスや壁、シャッター
などのとき

･ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などの
とき
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警告
･ 先行車が急ハンドル、急加速、急減
速したとき

･ 車両（二輪車、自転車含む）、歩行者
が横からすぐ目の前に割り込んだり、
すぐ目の前に飛び出してきたとき

･ 自車が車線変更を行い、先行車のす
ぐ後ろに接近したとき

･ 自車バンパーの近い位置に車両（二
輪車、自転車含む）、歩行者が存在す
るとき

･ 速度差が約5 km/h 以下の場合（接
近してから制御を行うため、対象物
の形状・大きさによっては最後面が
カメラの視野範囲から外れる場合が
あります）

･ 急カーブ、急な上り坂、急な下り坂
の場合

･ 路面にうねりや未舗装などで凹凸が
あるとき

･ トンネルの出入り口など明るさが変
化するとき

lお客様ご自身でプリクラッシュブ
レーキの作動テストを絶対に行わな
い。

･ 止まりきれないことや作動しないこ
とがあり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

l次の状況では、システムが正しく動
作しません。プリクラッシュブレー
キをOFFにしてください。

･ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

･ 摩耗したタイヤまたは摩耗差の著し
いタイヤを装着しているとき※1

･ 指定サイズ以外のタイヤを装着して
いるとき※1

･ パンク修理キットで応急修理をした
とき

･ サスペンションを改造したとき（ト
ヨタ純正品を含む）

･ ステレオカメラの視界を妨げるよう
なものを車体に取り付けたとき

･ タイヤチェーンを装着しているとき

･ ヘッドランプが汚れていたり、ヘッ
ドランプに氷雪、泥などが付着して
いたりするとき（対象物を正しく照
射できず認識しづらい）

･ ヘッドランプの光軸がずれていると
き（対象物を正しく照射できず認識
しづらい）

･ ヘッドランプなどのランプ類を改造
したとき

･ 事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

･ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯して
いるとき※2

･ 重い荷物を積んでいるとき

･ 定員を超えているとき

･ メーターの表示灯、警告灯が正常に
点灯・消灯しない場合や、ブザーが
鳴らない、液晶表示が通常時と異な
る（例：シフトポジション表示が実
際と異なっている）など、メーター
に何らかの異常があるとき※3

※1ホイールおよびタイヤは大変重要な
役割を果たしていますので、適正な
ものを使用してください。
（P.332）

※2ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しな
いときは、直ちに安全な場所に停車
し、トヨタ販売店に連絡し、点検を
受けてください。（P.293）

※3メーターの機能、動作（P.57）
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注意
次のような場合は、プリクラッシュブ
レーキが予期しない作動をすることが
ありますので、必ずプリクラッシュブ
レーキをOFF にしてください。

lけん引されるとき

lキャリアカーに積載するとき

lシャシーダイナモメーターやフリー
ローラーなどを使用するとき

lリフトアップし、エンジンをかけタ
イヤを空転させるとき

l垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草む
らなどに触れながら通過するとき

lサーキットなどでスポーツ走行する
とき

l車両が移動するタイプの洗車機を使
用するとき

次のような場合は、プリクラッシュブ
レーキが作動することがありますので
安全運転に努めてください。

lETCゲートなどを規定速度を超える
ような速度で通過するとき

l前車に接近して走行するとき

l路面の勾配が急に変化する場所を走
行するとき

l先行車や対向車両の水、雪、土埃な
どの巻き上げや水蒸気、砂、煙が舞
い、視界が十分でないとき

l水蒸気や煙のかたまりなどを通過す
るとき

l大雪、吹雪など悪天候の中を走行す
るとき

l寒いときなど先行車が排出した排気
ガスがはっきり見えるとき



147

4

4-5. EyeSight
運
転

EyeSight は歩行者を認識します。
歩行者認識は対象物の大きさや形
状、動きから行っています。頭部、
両肩の輪郭が明瞭であるときに認
識します。

約1～ 2ｍ

注意
lカーブや交差点に障害物があるとき

l車両や障害物の横すれすれを通過す
るとき

l前方の壁や車両すれすれに停車する
とき

l消雪パイプや散水車などの散水を通
過するとき

プリクラッシュブレーキを解除するた
めには、アクセルペダルを急激にまた
は深く踏み込んでください。

lアクセルペダルを最も奥まで踏み込
んだときは、システムがブレーキペ
ダルとアクセルペダルの踏み間違い
と判断して、プリクラッシュブレー
キを継続することがあります。この
場合、アクセルペダルを踏み続ける
か、再度踏み込んでください。（オー
トマチック車）

装着した用品などがフロントバンパー
先端より前方に突出した場合、先端が
長くなるため衝突を回避できないこと
があります。

システムによるブレーキ中にブレーキ
ペダルを踏んだとき、ペダルが固く感
じられることがありますが、異常では
なく、さらに踏み込むとブレーキを踏
み増しできます。必要に応じてブレー
キを踏み増ししてください。

歩行者認識について

警告
EyeSight のプリクラッシュブレーキ
は、条件によってはシステムが制御対
象を認識できない場合があります。特
に、次の状況では、歩行者を制御対象
と認識できない可能性が高くなります。

l集団で歩いているとき

l壁際や障害物のそばにいるとき

l傘などをさしているとき

l背景と似た色合いで背景に溶け込ん
でいるとき
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走行中、前方に障害物があるとき、次の順にシステムが作動し、運転者へ
の注意喚起とブレーキ制御を行います。ブレーキ制御中は制動灯が点灯し
ます。
1 車間距離警報：
衝突の可能性があると判断した場合に、ブザー（ピピピ…）とメーターの表示で注意
を促します。ブレーキペダルを踏んで減速し、適切な車間距離をとると解除します。

2 1次ブレーキおよび警報：
走行時に前方障害物に衝突する可能性が高いと判断した場合、ブザー（ピピピ…）と
メーターの表示で注意を促し、ブレーキ制御を行い、また、エンジン出力を抑制しま
す。運転者の衝突回避操作（ブレーキペダル、ハンドルなど）の操作量により、衝突す
る可能性が低くなったと判断した場合、作動を解除します。

3 2次ブレーキおよび警報：
さらに衝突する可能性が非常に高いと判断した場合、ブザー（ピーー…）に変わり、1
次ブレーキより強くブレーキ制御を行います。その後、運転者による衝突回避操作の有
無にかかわらず、衝突が回避できないと判断した場合、ブレーキ制御およびエンジン出
力の抑制を継続します。

停止すると“ピッ、ピッ、ピッ、ピピーン”というブザーが鳴り、その後システムに
よるブレーキが解除されます。車両が動き出すおそれがありますので、車両停車後は必
ずブレーキペダルを踏んでください。

知識
l次の場合、プリクラッシュブレーキの1次ブレーキおよび2次ブレーキは作動しませ
ん。

･ VSCが作動しているとき
･ オートマチック車：自車速が約1 km/h 以下（シフトレバーがNのときは約4 
km/h 以下）または約160 km/h 以上のとき

･ マニュアル車：自車速が約1 km/h 以下（シフトレバーがNのとき、シフトレバー
やクラッチペダルを操作しているときは約8 km/h 以下）または約160 km/h 以上

警告
l大きな荷物を持っているとき

l前かがみになっている、しゃがんで
いる、横たわっているとき

l暗い場所にいるとき

l横からすぐ目の前に割り込んできた
り、すぐ目の前に飛び出してきたと
き

プリクラッシュブレーキの作動
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のとき

l先行車の制動灯の点灯を認識した場合は、認識しない場合と比べて若干早めに減速を
開始します。

l前方障害物との速度差が大きい場合など、1次ブレーキの継続時間が長いときは、警
報効果を高めるため、ブレーキを強めたり弱めたりする場合があります。

プリクラッシュブレーキが作動すると、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージを一定時間表示します。

プリクラッシュブレーキ作動後
（前方障害物に衝突する可能性が高
いと判断後）、運転者がブレーキペ

ダルを踏み込んだとき、緊急制動
と判断し、ブレーキアシストが作
動します。

知識
プリクラッシュブレーキアシストは、自

システムによるブ
レーキの強さ

マルチインフォメー
ションディスプレイ

警報音

車間距離警報 微弱 ピピピ…

１次ブレーキおよび
警報

弱い ピピピ…

２次ブレーキおよび
警報

強い ピ――…

プリクラッシュブレーキアシス
トの作動



150 4-5. EyeSight

車速が約10 km/h 以下または約160 
km/h 以上のときは作動しません。
（P.224）

メーターの設定項目でプリクラッ
シュブレーキ（プリクラッシュブ
レーキアシストを含む）をOFFに
することができます。
“運転支援機能”の“PCB（プ
リクラッシュブレーキ）”の項目
で“OFF”を選択することでプリ
クラッシュブレーキがOFFになり
ます。（P.333）
プリクラッシュブレーキをOFFに
すると、メーター内のプリクラッ
シュブレーキOFF表示灯が点灯し
ます。

知識
lオートマチック車：プリクラッシュブ
レーキのON／OFF 設定は、AT誤発
進抑制制御およびAT誤後進抑制制御
と連動します。

lプリクラッシュブレーキをOFF にして
いても、再度エンジンを始動するとプ
リクラッシュブレーキはONになりま
す。

n プリクラッシュブレーキOFF表
示灯

エンジンスイッチをONにすると

点灯し、エンジン始動後約7秒後
に消灯します。
l オートマチック車：プリクラッ
シュブレーキ、AT誤発進抑制
制御およびAT誤後進抑制制御
がOFFのときに点灯します。

l マニュアル車：プリクラッシュ
ブレーキがOFFのときに点灯し
ます。 

また、次の場合にも点灯します。
l TRCと VSCを停止したとき
（P.225）

l EyeSight システムが故障した
とき（P.212）

l EyeSight システムが一時停止
したとき（P.213）

知識
lオートマチック車：プリクラッシュブ
レーキOFF表示灯が点灯しているとき
は、プリクラッシュブレーキ（プリク
ラッシュブレーキアシストを含む）、
AT誤発進抑制制御およびAT誤後進抑
制制御は作動しません。

lマニュアル車：プリクラッシュブレー
キOFF 表示灯が点灯しているときは、
プリクラッシュブレーキ（プリクラッ
シュブレーキアシストを含む）は作動
しません。

注意
車間距離警報だけ作動している状態で
運転者がブレーキペダルを踏んでも、
プリクラッシュブレーキアシストは作
動しません。運転者による通常の制動
力で減速します。

プリクラッシュブレーキをOFF
にするとき
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全車速追従機能付クルーズ
コントロール（オートマ
チック車）

全車速追従機能付クルーズコン
トロールは、高速道路や自動車
専用道路でのドライブをより快
適に行っていただくための運転
支援システムです。先行車をス
テレオカメラで認識し、運転者
が設定した車速を上限に、先行
車に対して追従走行を行います。

全車速追従機能付クルーズコン
トロールは、自車速が0 km/h
～約 120 km/h のときに使用で
きます。

運転者の操作なしで停止状態を
保持する機能はありません。

警告
全車速追従機能付クルーズコントロー
ルについては次のことをお守りくださ
い。守らないと思わぬ事故につながる
おそれがあります。

l全車速追従機能付クルーズコント
ロール機能を過信しない。

･ 全車速追従機能付クルーズコント
ロールの能力には限界があります。
わき見運転やぼんやり運転、運転者
の前方不注意や視界不良での運転操
作の補助など、あらゆる走行状況を
判断して自動的に運転する装置では
ありません。また、追突を防止する
装置ではありません。
運転時は、常に先行車との距離や周
囲の状況、運転環境に注意し、必要
に応じてブレーキペダルを踏むなど
して適切な車間距離を保ち、安全運
転に努めてください。

l制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速
を設定する。

l日常点検でタイヤおよびブレーキに
異常がないことを確認してから使用
する。（P.20）

次の状況では、システムが正しく動作
しません。全車速追従機能付クルーズ
コントロールを使用しないでください。

lタイヤの空気圧が適正でないとき※1

l摩耗したタイヤまたは摩耗差の著し

いタイヤを装着しているとき※1

l指定サイズ以外のタイヤを装着して

いるとき※1

lホイールバランスが異常なとき（バ
ランスウェイトの脱落、ずれな
ど）※1

lホイールアライメントが規定値から

外れているとき※1

lパンク修理キットで応急修理をした
とき

lサスペンションを改造したとき（ト
ヨタ純正品を含む）

lステレオカメラの視界を妨げるよう
なものを車体に取り付けたとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

lヘッドランプが汚れていたり、ヘッ
ドランプに氷雪、泥などが付着して
いたりするとき（対象物を正しく照
射できず認識しづらい）

lヘッドランプの光軸がずれていると
き（対象物を正しく照射できず認識
しづらい）

lヘッドランプなどのランプ類を改造
したとき
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警告
l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

lブレーキ警告灯（赤色）が点灯して

いるとき※2

l重い荷物を積んでいるとき

l定員を超えているとき

l車両などをけん引しているとき

lメーターの表示灯、警告灯が正常に
点灯・消灯しない場合や、ブザーが
鳴らない、液晶表示が通常時と異な
るなど、メーターに何らかの異常が
あるとき※3

※1ホイールおよびタイヤは大変重要な
役割を果たしていますので、適正な
ものを使用してください。
（P.332）

※2ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しな
いときは、直ちに安全な場所に停車
し、トヨタ販売店に連絡し、点検を
受けてください。（P.293）

※3メーターの機能、動作（P.57）
全車速追従機能付クルーズコントロー
ルは、高速道路や有料道路など、自動
車専用道路での使用を想定しています。
次のような状況では、思わぬ事故につ
ながるおそれがありますので、全車速
追従機能付クルーズコントロールを使
用しないでください。

l一般道（自動車専用道路以外）

･ 道路環境（道路が複雑な場合など）
により、交通の状況に沿った走行が
できない場合があり、事故につなが
るおそれがあります。

l急カーブがある道

l凍結路や積雪路など滑り易い路面

･ タイヤが空転し、車のコントロール
を失うおそれがあります。

l頻繁な加減速により、車間距離が保
ちにくい交通状況のとき

･ 交通環境に沿った走行ができない場
合があります。

l急な下り坂

･ セットした車速を超えてしまう場合
があります。

l急な下り坂が続くとき

･ ブレーキが過熱するおそれがありま
す。

l急な上り坂、下り坂を繰り返す道や
陸橋など

･ 先行車を認識できなかったり、路面
を認識したりして、適切に制御でき
ないおそれがあります。

lインターチェンジ、ジャンクション
などの急カーブや、サービスエリア、
パーキングエリア、料金所などに進
入するとき

･ 先行車を認識できない場合がありま
す。

lトンネルの出入り口など明るさが変
化するとき
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警告
l先行車や対向車が巻き上げた水や雪
や土埃、または風に舞う砂や煙、水
蒸気、消雪パイプや散水車などの散
水が前方にあるとき

･ 先行車を認識できなかったり、水な
どを先行車と認識したりして、適切
に制御できないおそれがあります。

l大雪、吹雪など悪天候の中を走行す
るとき

lフロントウインドウガラスに曇りや
雪、汚れ、霜、土埃などの付着や傷
などがついているとき

･ 先行車を認識できず、適切に制御で
きないおそれがあります。

lフロントウインドウガラス上の雨滴
や水滴、汚れが十分に拭き取れてい
ないとき

･ 先行車を認識できず、適切に制御で
きないおそれがあります。

次に挙げる物体または状況では、ステ
レオカメラでの認識が困難な場合があ
ります。必要に応じてブレーキペダル
を踏むなどの操作を行ってください。

l速度差が大きい車両（低速走行車両、
停止車両、対向車）

l割り込み車両

l二輪車、自転車、歩行者、動物など

l夕方、朝方の薄暗いとき

l夜間またはトンネル内でヘッドラン
プを点灯していないとき

l夜間またはトンネル内で先行車の尾
灯が点灯していないとき

l前方から強い光（太陽光などによる
逆光やヘッドランプの光など）を受
けたとき

l前方の車両の最後面が小さい、低い、
または凹凸があるとき（最後面では
ない部分を認識して作動を判断する
こともあります。）

･ 荷台にあおりがない空荷のトラック
など

･ 後端から積荷が飛び出している車両
など

･ 特殊な形状の車両（キャリアカー、
サイドカーなど）

･ 車高の低い車両など
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警告

l自車バンパーの近い位置に物体があ
るとき

全車速追従機能付クルーズコントロー
ルを使用しないときは、必ずON-OFF
スイッチで全車速追従機能付クルーズ
コントロールをOFF にしてください。

l全車速追従機能付クルーズコント
ロールをONのままにしている場合、
思わぬ場面でセットしてしまうなど
して、事故につながるおそれがある。

全車速追従機能付クルーズコントロー
ルを使用するときは、同乗者や車のま
わりの安全を十分確認してください。

l車外からの操作は絶対にしない。

次のような道路形状や、自車の状況に
よっては、ステレオカメラが先行車を
認識できない場合があります。また、
隣車線の車や路側の物体を認識してし
まうことがあります。このような状況
下では、全車速追従機能付クルーズコ
ントロールを使用しないでください。
使用中の場合は、必要に応じてブレー
キペダルを踏むなどしてください。

ステレオカメラによる先行車の認識状
態は、先行車表示灯の点灯状態で確認
できます。（P.156）

l先行車が割り込んできたときなど、
車間距離が短い状態から追従を始め
たとき

lカーブ路、カーブの出入り口、カー
ブが連続している道路を走行してい
るとき

･ 認識エリアから外れて認識できない
場合があります。

l先行車との位置が横にずれていると
き
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警告
l道路のすぐ脇にものがあるとき

l先行車との速度差が大きいとき

l前方に車両が割り込んできたとき

l極端に車間距離が短いとき

l自車が車線内で蛇行しているとき

l路面にうねりや未舗装などで凹凸が
あるとき

l車線規制や工事中などで、車線の幅
が狭い道路を走行しているとき

l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

l自車の荷室やリヤシートに極端に重
い荷物を積んだとき

全車速追従機能付クルーズコントロー
ルの状況判断能力には限界があります。
次の場合は減速が間に合わないことが
あります。必要に応じてブレーキペダ
ルを踏んで減速してください。

l先行車を認識していても速度差が大
きいときや、急減速したとき

l先行車に追従し緩やかに減速中で
あっても、その後先行車が急激に減
速したとき

ブザー（ポーンやピピピッなど）の音
が頻繁に鳴るような状況では、全車速
追従機能付クルーズコントロールを使
用しないでください。

短い車間距離でも、次の場合にはブ
レーキ踏み増し要求警報が作動しない
ことがあります。

l先行車との速度差が小さいとき（ほ
ぼ同じ速度で走っているとき）

l先行車の方が自車より速いとき（車
間距離が次第に離れているとき）

l他車が至近距離に割り込んできたと
き

l先行車が急減速したとき

l上り坂、下り坂が繰り返されるとき
（P.164）

注意
l次の条件や状況によりブレーキの効
きが悪くなることがあります。必要
に応じてブレーキペダルを踏んで減
速してください。

･ 車両の状態（積載量、乗員など）

･ 路面の状態（勾配、滑りやすさ、形
状、凹凸など）

･ 車両の整備状態（ブレーキ関係、タ
イヤの摩耗、空気圧など）

･ 工場出荷時と異なるブレーキパッド
を装着しているとき

･ 外気温が低いときや走行開始直後な
どでブレーキが冷えているとき

･ エンジン始動後に走行してからしば
らくの間（暖機運転終了までを目安
としてください）

･ 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

･ 水たまり走行後や洗車後など、ブ
レーキがぬれてブレーキの効きが悪
くなっているとき
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1 全車速追従機能付クルーズコン
トロールを作動可能（状態）に
します。

ON-OFF スイッチを押します。
全車速追従機能付クルーズコントロール

がONになり、メーター内に （白色）

と車間設定表示灯が点灯します。
また、--- km/h を表示します。

全車速追従機能付クルーズ表示
灯（白色）
セット車速表示
自車表示灯
車間設定表示灯
車間設定表示灯（アイコン表
示）

全車速追従機能付クルーズコント
ロールは、次の条件をすべて満た
すとセット可能になり、メーター

内にREADY表示灯が点灯しま
す。
･ 運転席・助手席のすべてのドア
が閉まっている

･ 運転席シートベルトを着用して
いる

･ シフトレバーがDまたはMに
入っている

･ ブレーキペダルを踏んでいない
･ EyeSight システムが一時停止
していない（ が点灯していな
い）（P.213）

･ 急な坂道でない
･ ハンドルを大きく切っていない
･ 自車速が0 km/h ～約 120 
km/h のとき

･ パーキングブレーキがかかって
いない

･ 走行モードがノーマルモードま
たはスポーツモードのとき
（P.220）
･ TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしていな
い（P.150，225）

･ TRCと VSCを停止していない
（P.225）

READY表示灯

知識
マルチインフォメーションディスプレイ
の表示を運転支援機能情報以外のコンテ

全車速追従機能付クルーズコン
トロールの使用方法
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ンツにしている場合、車間設定表示灯は
メーター内でのアイコン表示になります。
（P.62）

2 全車速追従機能付クルーズコン
トロールをセットします。ク
ルーズコントロールスイッチを
－ SET 側または＋ RES側に
操作します。スイッチを操作し
たときの車速をセット車速とし
て、全車速追従機能付クルーズ
コントロールがセットされ、制
御を開始します。

セット車速が表示され、 が白色
から緑色に変わります。また、
メーター内のREADY表示灯が消
灯します。
先行車を認識していないときは定
速走行します。

緑色

知識
lオートマチック車：自車速が約30 

km/h 以下のときにセットした場合、
セット車速は自動的に30 km/h に設
定されます。

lカーブ走行中はセット車速が自車速よ
り高いときであっても、加速しないま
たは減速することがあります。

lON-OFF スイッチを押しても、メー

ター内の が点灯しない場合は、全車

速追従機能付クルーズコントロールは
作動しません。

lON-OFF スイッチを押してもメーター

内の が点灯しないことが何回も発生

する場合は、システムの異常が考えら
れます。トヨタ販売店に連絡し、点検
を受けてください。

先行車を認識すると、ブザー
（ピッ）が鳴ると同時に先行車表示
灯が点灯し、所定の車間距離を
保って追従走行します。このとき、
セット車速が速度の上限になりま
す。また、先行車を認識しなく
なったときは、ブザー（ピッ）が
鳴ると同時に先行車表示灯が消灯
します。全車速追従機能付クルー
ズコントロール作動中に運転者が
アクセルペダルを踏んで加速して
いる間は、 は白色に変わります。

加速が終了すると は緑色に戻り
ます。

警告
制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速を
設定してください。
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先行車表示灯（アイコン表示）
先行車表示灯

知識
lマルチインフォメーションディスプレ
イの表示を運転支援機能情報以外のコ
ンテンツにしている場合、先行車表示
灯は　メーター内のアイコン表示にな
ります。（P.62）

l先行車を認識したとき、または先行車
を認識しなくなったときのブザー（先
行車捕捉音）をOFFに設定できます。
（P.333）

n 全車速追従機能付クルーズコン
トロールの作動

 先行車を認識していないとき
セット車速に応じた速度で定速走行しま
す。

 先行車を認識したとき
セット車速を上限として、車速に応じた
車間距離を保ちながら追従走行を行いま

す。

 先行車を認識しなくなったとき
セット車速まで加速し、定速走行を行い
ます。
セット車速までの加速中に先行車を認識
すると、再び追従走行を行います。

知識
l全車速追従機能付クルーズコントロー
ルの制御によりブレーキが作動したと
きは、制動灯が点灯します。

l先行車を認識していないときでも下り
坂などではセット車速を保つため、全
車速追従機能付クルーズコントロール
の制御によりブレーキが作動すること
があります。

lシステムによるブレーキ中に音が聞こ
えることがありますが制御によるもの
であり、異常ではありません。

l素早く加速したいときはアクセルペダ
ルを踏んで加速してください。

lシステムによるブレーキ作動中に先行
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車を認識しなくなったときは、ゆっく
りとブレーキが解除されます。必要に
より、アクセルペダルを踏んで加速し
てください。

l追従走行には、次の特性があります。
･ 先行車の制動灯の点灯を認識した場合、
認識しない場合と比べ、早めに減速を
開始します。

･ 車速約60 km/h 以上で追い越し車線
側に車線変更する場合、方向指示器と
連動してセット車速までの加速を早め
に開始します。

lクルーズコントロール加速レベルを4段
階に設定できます。（P.333）

n セット車速を上げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

全車速追従機能付クルーズコント
ロールをセットして走行中、ク
ルーズコントロールスイッチを次
のように操作します。
l ＋ RES側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ上がります。

l ＋ RES側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h
ずつ上がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

 アクセルペダルによる方法
1 アクセルペダルを踏み、速度を
上げます。

2 希望の速度になったらクルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET側に操作します。

操作したときの車速に再セットされ、
メーター内に新しいセット車速を表示し
ます。

注意
システムによるブレーキ中にブレーキ
ペダルを踏んだとき、ペダルが固く感
じられることがありますが、異常では
ありません。さらに踏み込むとブレー
キを踏み増しできます。ブレーキペダ
ルから足を一度離すことにより元の状
態に戻ります。

注意
l追従走行しているときは、先行車に
合わせた車速で制御されるため、ク
ルーズコントロールスイッチを＋ 
RES側に操作して、先行車の速度以
上にセット車速を上げても加速しま
せん。

･ ただし、セット車速は変更されてい
るため、先行車を認識しなくなると
その設定した車速まで加速します。

･ セット車速はメーター内を確認しな
がら変更してください。
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n セット車速を下げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

全車速追従機能付クルーズコント
ロールをセットして走行中、ク
ルーズコントロールスイッチを次
のように操作します。
l － SET側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ下がります。

l － SET側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h
ずつ下がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

 ブレーキペダルによる方法
1 ブレーキペダルを踏み、速度を
下げます。

全車速追従機能付クルーズコントロール

が解除され、 が緑色から白色に戻りま

す。

2 希望の速度になったらブレーキ
ペダルから足を離し、クルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET側に操作します。

操作したときの車速にセットされ、メー
ター内に新しいセット車速を表示します。

n 一時的に加速したいとき
一時的に加速したいときは、アク
セルペダルを踏みます。
アクセルペダルを離すと、セット
車速まで戻ります。
全車速追従機能付クルーズコント
ロール作動中に運転者がアクセル
ペダルを踏んで加速している間は、
は白色に変わります。加速が終

了すると は緑色に戻ります。

n 一時的に減速したいとき
一時的に減速するときは、ブレー
キペダルを踏みます。このとき、
全車速追従機能付クルーズコント
ロールは解除されます。メーター
内にセット車速を表示したまま、
が緑色から白色に戻ります。

注意
l全車速追従機能付クルーズコント
ロールをセットして走行中にアクセ
ルペダルを踏んでいるときは、全車
速追従機能付クルーズコントロール
によるブレーキ制御も警報も行いま
せん。

･ ただしこのときでも前方障害物への
衝突の危険性が高いときは、プリク
ラッシュブレーキによる警報やブ
レーキ制御が作動することがありま
す。



161

4

4-5. EyeSight
運
転

白色

セット車速に再度セットする場合
はブレーキペダルから足を離し、
クルーズコントロールスイッチを
＋ RES側に操作します。

n 車間距離を変えるとき
先行車との車間距離を4段階で設
定できます。 （車間設定）スイッ
チを押すごとに先行車との車間距
離が切り替わります。

知識
l車間距離は車速に応じて変わり、車速
が高いほど長くなります。

車間距離の目安

l全車速追従機能付クルーズコントロー
ルをOFF にし、再度ONにした場合
は、OFFにする前に設定した車間距離
の状態を保っています。

n 運転者の操作による解除
次のいずれかの操作で全車速追従
機能付クルーズコントロールが解
除されます。
l ブレーキペダルを踏む。
l クルーズコントロールスイッチ
をCANCEL側に操作する。

注意
通常、追従走行中は先行車の速度に合
わせてシステムが加減速を行います。
しかし車線変更などで加速が必要な場
合や先行車が急減速したとき、他車が
割り込むなどして先行車に接近しそう
になったときなどは、アクセルペダル
またはブレーキペダルを踏んで、周囲
の状況に応じた適切な加減速を行って
ください。

車間距離
自車の走行車速

約 40km/h
約 

100km/h

約 30m 約 60m

約 25m 約 50m

約 20m 約 40m

約 15m 約 30m

全車速追従機能付クルーズコン
トロールの解除方法
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メーター内は、セット車速を表示したま

ま、 が緑色から白色に戻ります。

白色

n システムによる自動解除
先行車の停止に伴い自車も停止し
た場合、“ピッ、ピッ、ピッ、ピ
ピーン”というブザーが鳴り、全
車速追従機能付クルーズコント
ロールが自動的に解除されます。

次の場合、ブザー（ピピーン）が
鳴り、全車速追従機能付クルーズ
コントロールが自動的に解除され、
が緑色から白色に戻り、割り込

み画面を表示します。

l 道路の勾配が急なとき
l VSCまたはTRCが作動したとき
l セット中に自車速が約145 
km/h を超えたとき

l ハンドルを大きく回したとき
l シフトレバーをDまたはM以外
にしたとき

l 運転席・助手席のいずれかのド
アを開けたとき

l 運転席のシートベルトを外した
とき

l EyeSight システムが故障した
とき（メーター内に （黄色）
が点灯している）（P.212）

l EyeSight システムが一時停止
状態のとき（メーター内に
（白色）が点灯している）

（P.213）

l プリクラッシュ2次ブレーキが
作動したとき

l パーキングブレーキをかけたと
き

l エンジン回転数がレッドゾーン
近くまで上昇したとき

l 走行モードをスノーモードにし
たとき（P.220）

l TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

l TRCと VSCを停止したとき
（P.225）

l 滑りやすい路面などで駆動輪が
空転したとき

注意
停止してからゆっくりとシステムによ
るブレーキが解除され、クリープ走行
を開始します。必ずブレーキペダルを
踏んで車両を停止させてください。



163

4

4-5. EyeSight
運
転

知識
lEyeSightシステムが一時停止した場合
は、プリクラッシュブレーキOFF表示
灯および車線逸脱警報OFF表示灯が点

灯します。また、 （白色）が点灯し、

割り込み画面を表示します。
（P.213）

l全車速追従機能付クルーズコントロー
ルが自動で解除されたときは、解除さ
れたときの条件が解消されてから、再
びセット操作を行ってください。条件
が解消されてもセットできないときは、
EyeSight システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障ありませんが、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

n 解除の復帰（セット車速の再
セット）

前回のセット車速がメモリーされ
ているとき、その車速に再度セッ
トする場合はクルーズコントロー
ルスイッチを＋ RES側に操作し
ます。（メーター内が再度セット状
態の表示になります）

警告
滑りやすい路面では全車速追従機能付
クルーズコントロールを使用しないで
ください。思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

注意
l緊急時以外はシフトレバーをNにし
ないでください。

･ シフトレバーをNにすると全車速追
従機能付クルーズコントロールは自
動的に解除され、エンジンブレーキ
が効かなくなります。その場合、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

lEyeSight システムが故障した場合

は、 （黄色）が点灯し、割り込み

画面を表示します。また、プリク
ラッシュブレーキOFF 表示灯および
車線逸脱警報OFF表示灯が点灯しま
す。その場合は安全な場所に停車し
て、一度エンジンスイッチをOFFに
してから、再度エンジンを始動して
ください。この操作をしても表示灯
が点灯し続けるときは、全車速追従
機能付クルーズコントロールの使用
ができません。通常走行には支障は
ありませんが、トヨタ販売店で点検
を受けてください。（P.212）
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緑色

知識
l次の場合はメモリーされているセット
車速が消去されます。

･ ON-OFF スイッチを押してクルーズメ
インOFF したとき

･ VSCまたは TRCが作動したとき
･ 全車速追従機能付クルーズコントロー
ルから定速クルーズコントロールに切
り替えたとき

lメモリー車速（前回のセット車速）が
ない場合、クルーズコントロールス
イッチを＋ RES 側に操作すると、現在
の自車速がセットされます。
（P.156）

ON-OFF スイッチを押すと が
消灯し、全車速追従機能付クルー
ズコントロールがOFFになりま
す。

n ブレーキ踏み増し要求警報
ブレーキ踏み増し要求警報は全車
速追従機能付クルーズコントロー
ルによる追従走行中に作動します。
ブレーキ制御による減速では不十

分と判断した場合、運転者に注意
を促す機能です。この機能が作動
すると、ブザー（ピピピ…）が鳴
り、割り込み画面を表示します。
ブレーキ踏み増し要求警報が作動
した場合は、ブレーキペダルを踏
んで減速し、適切な車間距離を確
保してください。

知識
前方約110 m以内の同一車線上の先行
車を認識します。ただし、交通環境、走
行状態、先行車の状態によっては認識距
離が短くなる場合があります。

全車速追従機能付クルーズコン
トロールをOFFにするとき

その他の機能

警告
ブザー（ピピーンやピピピ…など）の
音が頻繁に鳴るような状況では、全車
速追従機能付クルーズコントロールを
使用しないでください。

次の場合にはブレーキ踏み増し要求警
報は作動しません。

lアクセルペダルを踏んでいるとき

lブレーキペダルを踏んでいるとき

短い車間距離でも、次の場合にはブ
レーキ踏み増し要求警報は作動しない
ことがあります。

l先行車の車速と自車の車速の差が小
さいとき
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n 信号認識機能
全車速追従機能付クルーズコント
ロールを使用しているときに赤信
号を検知すると、ブザー（ピッ）
が鳴り、赤信号を認識したことを
割り込み画面でお知らせするとと
もに加速を緩やかにします。
全車速追従機能付クルーズコント
ロールをセットして走行中、次の
条件をすべて満たすと割り込み画
面を表示します。
･ 先行車を認識していない
･ 赤信号を検知
･ 矢印信号を検知していない

さらに、次の条件を満たすと、加

速を緩やかにします。
･ 自車速がセット車速を下回って
いる

ただし、アクセルペダルやブレー
キペダルを操作すると割り込み画
面は消え、加速抑制制御も解除さ
れます。

知識
赤信号を認識して減速する機能はありま
せん。

警告
l先行車の車速が自車の車速より速い
とき

l他車が至近距離に割り込んできたと
き

l先行車が急減速したとき

l上り坂、下り坂が繰り返されるとき

次のような先行車に対しては認識が遅
れて、ブレーキ踏み増し要求警報が作
動しないことがあります。

l料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両

l自車速より極端に車速が遅い車両

警告
全車速追従機能付クルーズコントロー
ルを使用する際は次のことをお守りく
ださい。守らないと思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

l自動車専用道路以外では使用しない。

･ 高速道路や有料道路など、自動車専
用道路での使用を想定しています。

l信号認識機能のみに頼った運転はし
ない。

･ 信号認識機能は赤信号を常にお知ら
せする機能ではありません。また、
あらゆる状況で動作するものではあ
りません。

信号認識機能は、天候や道路の状況に
より検知しにくい場合があります。特
に、次の状況では、システムが正しく
動作しません。

l信号と同じくらいの高さに赤い物体
があるとき（鉄道用信号、高速道路
の案内掲示板など）

l信号機に雪が付着していたり、凍結
しているとき

l悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

l合流時など、走行している道路以外
の信号が見えるとき
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警告
l自車と信号機との距離が離れている
とき

l自車と信号機との距離が近く、ステ
レオカメラの視野範囲から外れてい
るとき

l矢印信号の位置が特殊なとき（信号
機の上方や信号機から離れた位置に
あるとき）

l赤信号や矢印信号が暗いとき

追従機能付クルーズコント
ロール（マニュアル車）

追従機能付クルーズコントロー
ルは、高速道路や自動車専用道
路でのドライブをより快適に
行っていただくための運転支援
システムです。先行車をステレ
オカメラで認識し、運転者が設
定した車速を上限に、先行車に
対して追従走行を行います。

追従機能付クルーズコントロー
ルは、自車速が約30 km/h ～
約 120 km/h のときに使用でき
ます。

運転者の操作なしで停止状態を
保持する機能はありません。

警告
追従機能付クルーズコントロールにつ
いては次のことをお守りください。守
らないと思わぬ事故につながるおそれ
があります。

l追従機能付クルーズコントロール機
能を過信しない。

･ 追従機能付クルーズコントロールの
能力には限界があります。わき見運
転やぼんやり運転、運転者の前方不
注意や視界不良での運転操作の補助
など、あらゆる走行状況を判断して
自動的に運転する装置ではありませ
ん。また、追突を防止する装置では
ありません。
運転時は、常に先行車との距離や周
囲の状況、運転環境に注意し、必要
に応じてブレーキペダルを踏むなど
して適切な車間距離を保ち、安全運
転に努めてください。
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警告
l制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速
を設定する。

l日常点検でタイヤおよびブレーキに
異常がないことを確認してから使用
する。（P.20）

次の状況では、システムが正しく動作
しません。追従機能付クルーズコント
ロールを使用しないでください。

lタイヤの空気圧が適正でないとき※1

l摩耗したタイヤまたは摩耗差の著し

いタイヤを装着しているとき※1

l指定サイズ以外のタイヤを装着して

いるとき※1

lホイールバランスが異常なとき（バ
ランスウェイトの脱落、ずれな
ど）※1

lホイールアライメントが規定値から

外れているとき※1

lパンク修理キットで応急修理をした
とき

lサスペンションを改造したとき（ト
ヨタ純正品を含む）

lステレオカメラの視界を妨げるよう
なものを車体に取り付けたとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

lヘッドランプが汚れていたり、ヘッ
ドランプに氷雪、泥などが付着して
いたりするとき（対象物を正しく照
射できず認識しづらい）

lヘッドランプの光軸がずれていると
き（対象物を正しく照射できず認識
しづらい）

lヘッドランプなどのランプ類を改造
したとき

l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

lブレーキ警告灯（赤色）が点灯して

いるとき※2

l重い荷物を積んでいるとき

l定員を超えているとき

l車両などをけん引しているとき

lメーターの表示灯、警告灯が正常に
点灯・消灯しない場合や、ブザーが
鳴らない、液晶表示が通常時と異な
るなど、メーターに何らかの異常が
あるとき※3

※1ホイールおよびタイヤは大変重要な
役割を果たしていますので、適正な
ものを使用してください。
（P.332）

※2ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しな
いときは、直ちに安全な場所に停車
し、トヨタ販売店に連絡し、点検を
受けてください。（P.293）

※3メーターの機能、動作（P.57）
追従機能付クルーズコントロールは、
高速道路や有料道路など、自動車専用
道路での使用を想定しています。次の
ような状況では、思わぬ事故につなが
るおそれがありますので、追従機能付
クルーズコントロールを使用しないで
ください。

l一般道（自動車専用道路以外）

･ 道路環境（道路が複雑な場合など）
により、交通の状況に沿った走行が
できない場合があり、事故につなが
るおそれがあります。

l急カーブがある道

l凍結路や積雪路など滑り易い路面

･ タイヤが空転し、車のコントロール
を失うおそれがあります。
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警告
l頻繁な加減速により、車間距離が保
ちにくい交通状況のとき

･ 交通環境に沿った走行ができない場
合があります。

l急な下り坂

･ セットした車速を超えてしまう場合
があります。

l急な下り坂が続くとき

･ ブレーキが過熱するおそれがありま
す。

l急な上り坂、下り坂を繰り返す道や
陸橋など

･ 先行車を認識できなかったり、路面
を認識したりして、適切に制御でき
ないおそれがあります。

lインターチェンジ、ジャンクション
などの急カーブや、サービスエリア、
パーキングエリア、料金所などに進
入するとき

･ 先行車を認識できない場合がありま
す。

lトンネルの出入り口など明るさが変
化するとき

l先行車や対向車が巻き上げた水や雪
や土埃、または風に舞う砂や煙、水
蒸気、消雪パイプや散水車などの散
水が前方にあるとき

･ 先行車を認識できなかったり、水な
どを先行車と認識したりして、適切
に制御できないおそれがあります。

l大雪、吹雪など悪天候の中を走行す
るとき
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警告
lフロントウインドウガラスに曇りや
雪、汚れ、霜、土埃などの付着や傷
などがついているとき

･ 先行車を認識できず、適切に制御で
きないおそれがあります。

lフロントウインドウガラス上の雨滴
や水滴、汚れが十分に拭き取れてい
ないとき

･ 先行車を認識できず、適切に制御で
きないおそれがあります。

次に挙げる物体または状況では、ステ
レオカメラでの認識が困難な場合があ
ります。必要に応じてブレーキペダル
を踏むなどの操作を行ってください。

l速度差が大きい車両（低速走行車両、
停止車両、対向車）

l割り込み車両

l二輪車、自転車、歩行者、動物など

l夕方、朝方の薄暗いとき

l夜間またはトンネル内でヘッドラン
プを点灯していないとき

l夜間またはトンネル内で先行車の尾
灯が点灯していないとき

l前方から強い光（太陽光などによる
逆光やヘッドランプの光など）を受
けたとき

l前方の車両の最後面が小さい、低い、
または凹凸があるとき（最後面では
ない部分を認識して作動を判断する
こともあります。）

･ 荷台にあおりがない空荷のトラック
など

･ 後端から積荷が飛び出している車両
など

･ 特殊な形状の車両（キャリアカー、
サイドカーなど）

･ 車高の低い車両など

l自車バンパーの近い位置に物体があ
るとき

追従機能付クルーズコントロールを使
用しないときは、必ずON-OFF スイッ
チで追従機能付クルーズコントロール
をOFFにしてください。

l追従機能付クルーズコントロールを
ONのままにしている場合、思わぬ
場面でセットしてしまうなどして、
事故につながるおそれがある。

追従機能付クルーズコントロールを使
用するときは、同乗者や車のまわりの
安全を十分確認してください。

l車外からの操作は絶対にしない。

次のような道路形状や、自車の状況に
よっては、ステレオカメラが先行車を
認識できない場合があります。また、
隣車線の車や路側の物体を認識してし
まうことがあります。このような状況
下では、追従機能付クルーズコント
ロールを使用しないでください。使用
中の場合は、必要に応じてブレーキペ
ダルを踏むなどしてください。

ステレオカメラによる先行車の認識状
態は、先行車表示灯の点灯状態で確認
できます。（P.171）
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警告
l先行車が割り込んできたときなど、
車間距離が短い状態から追従を始め
たとき

lカーブ路、カーブの出入り口、カー
ブが連続している道路を走行してい
るとき

･ 認識エリアから外れて認識できない
場合があります。

l先行車との位置が横にずれていると
き

l道路のすぐ脇にものがあるとき

l先行車との速度差が大きいとき

l前方に車両が割り込んできたとき

l極端に車間距離が短いとき

l自車が車線内で蛇行しているとき

l路面にうねりや未舗装などで凹凸が
あるとき

l車線規制や工事中などで、車線の幅
が狭い道路を走行しているとき

l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

l自車の荷室やリヤシートに極端に重
い荷物を積んだとき

追従機能付クルーズコントロールの状
況判断能力には限界があります。次の
場合は減速が間に合わないことがあり
ます。必要に応じてブレーキペダルを
踏んで減速してください。

l先行車を認識していても速度差が大
きいときや、急減速したとき

l先行車に追従し緩やかに減速中で
あっても、その後先行車が急激に減
速したとき

ブザー（ポーンやピピピッなど）の音
が頻繁に鳴るような状況では、追従機
能付クルーズコントロールを使用しな
いでください。

短い車間距離でも、次の場合にはブ
レーキ踏み増し要求警報が作動しない
ことがあります。
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1 追従機能付クルーズコントロー
ルを作動可能（状態）にしま
す。

ON-OFF スイッチを押します。
追従機能付クルーズコントロールがON

になり、メーター内に （白色）と車間

設定表示灯が点灯します。
また、--- km/h を表示します。

追従機能付クルーズ表示灯（白
色）
セット車速表示
自車表示灯
車間設定表示灯
車間設定表示灯（アイコン表
示）

追従機能付クルーズコントロール
は、次の条件をすべて満たすと
セット可能になり、メーター内に

警告
l先行車との速度差が小さいとき（ほ
ぼ同じ速度で走っているとき）

l先行車の方が自車より速いとき（車
間距離が次第に離れているとき）

l他車が至近距離に割り込んできたと
き

l先行車が急減速したとき

l上り坂、下り坂が繰り返されるとき
（P.180）

注意
l次の条件や状況によりブレーキの効
きが悪くなることがあります。必要
に応じてブレーキペダルを踏んで減
速してください。

･ 車両の状態（積載量、乗員など）

･ 路面の状態（勾配、滑りやすさ、形
状、凹凸など）

･ 車両の整備状態（ブレーキ関係、タ
イヤの摩耗、空気圧など）

･ 工場出荷時と異なるブレーキパッド
を装着しているとき

･ 外気温が低いときや走行開始直後な
どでブレーキが冷えているとき

･ エンジン始動後に走行してからしば
らくの間（暖機運転終了までを目安
としてください）

･ 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

･ 水たまり走行後や洗車後など、ブ
レーキがぬれてブレーキの効きが悪
くなっているとき

追従機能付クルーズコントロー
ルの使用方法
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READY表示灯が点灯します。
･ 運転席・助手席のすべてのドア
が閉まっている

･ 運転席シートベルトを着用して
いる

･ シフトレバーが2～6速に入っ
ている

･ ブレーキペダルを踏んでいない
･ クラッチペダルを踏んでいない
･ EyeSight システムが一時停止
していない（ が点灯していな
い）（P.213）

･ 急な坂道でない
･ ハンドルを大きく切っていない
･ 自車速が約30 km/h～約120 
km/h のとき

･ パーキングブレーキがかかって
いない

･ TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしていな
い（P.150，225）

･ TRCと VSCを停止していない
（P.225）

READY表示灯

知識
マルチインフォメーションディスプレイ
の表示を運転支援機能情報以外のコンテ
ンツにしている場合、車間設定表示灯は
メーター内でのアイコン表示になります。
（P.62）

2 追従機能付クルーズコントロー
ルをセットします。クルーズコ
ントロールスイッチを－ SET
側または＋ RES側に操作しま
す。スイッチを操作したときの
車速をセット車速として、追従
機能付クルーズコントロールが
セットされ、制御を開始しま
す。

セット車速が表示され、 が白色
から緑色に変わります。また、
メーター内のREADY表示灯が消
灯します。
先行車を認識していないときは定
速走行します。

緑色

知識
lカーブ走行中はセット車速が自車速よ
り高いときであっても、加速しないま
たは減速することがあります。
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lON-OFF スイッチを押しても、メー

ター内の が点灯しない場合は、追従

機能付クルーズコントロールは作動し
ません。

lON-OFF スイッチを押してもメーター

内の が点灯しないことが何回も発生

する場合は、システムの異常が考えら
れます。トヨタ販売店に連絡し、点検
を受けてください。

先行車を認識すると、ブザー
（ピッ）が鳴ると同時に先行車表示
灯が点灯し、所定の車間距離を
保って追従走行します。このとき、
セット車速が速度の上限になりま
す。また、先行車を認識しなく
なったときは、ブザー（ピッ）が
鳴ると同時に先行車表示灯が消灯
します。追従機能付クルーズコン
トロール作動中に運転者がアクセ
ルペダルを踏んで加速している間
は、 は白色に変わります。加速

が終了すると は緑色に戻りま
す。

先行車表示灯（アイコン表示）

先行車表示灯

知識
lマルチインフォメーションディスプレ
イの表示を運転支援機能情報以外のコ
ンテンツにしている場合、先行車表示
灯は　メーター内のアイコン表示にな
ります。（P.62）

l先行車を認識したとき、または先行車
を認識しなくなったときのブザー（先
行車捕捉音）をOFF に設定できます。
（P.333）

n 追従機能付クルーズコントロー
ルの作動

 先行車を認識していないとき
セット車速に応じた速度で定速走行しま
す。

 先行車を認識したとき
セット車速を上限として、車速に応じた
車間距離を保ちながら追従走行を行いま
す。

警告
制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速を
設定してください。
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 先行車を認識しなくなったとき
セット車速まで加速し、定速走行を行い
ます。
セット車速までの加速中に先行車を認識
すると、再び追従走行を行います。

知識
l追従機能付クルーズコントロールの制
御によりブレーキが作動したときは、
制動灯が点灯します。

l先行車を認識していないときでも下り
坂などではセット車速を保つため、追
従機能付クルーズコントロールの制御
によりブレーキが作動することがあり
ます。

lシステムによるブレーキ中に音が聞こ
えることがありますが制御によるもの
であり、異常ではありません。

l素早く加速したいときはアクセルペダ
ルを踏んで加速してください。

lシステムによるブレーキ作動中に先行
車を認識しなくなったときは、ゆっく
りとブレーキが解除されます。必要に
より、アクセルペダルを踏んで加速し
てください。

l追従走行には、次の特性があります。
･ 先行車の制動灯の点灯を認識した場合、
認識しない場合と比べ、早めに減速を
開始します。

･ 車速約60 km/h 以上で追い越し車線
側に車線変更する場合、方向指示器と
連動してセット車速までの加速を早め

に開始します。

lクルーズコントロール加速レベルを4段
階に設定できます。（P.333）

n セット車速を上げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

追従機能付クルーズコントロール
をセットして走行中、クルーズコ
ントロールスイッチを次のように
操作します。
l ＋ RES側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ上がります。

l ＋ RES側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h
ずつ上がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

注意
システムによるブレーキ中にブレーキ
ペダルを踏んだとき、ペダルが固く感
じられることがありますが、異常では
ありません。さらに踏み込むとブレー
キを踏み増しできます。ブレーキペダ
ルから足を一度離すことにより元の状
態に戻ります。
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 アクセルペダルによる方法
1 アクセルペダルを踏み、速度を
上げます。

2 希望の速度になったらクルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET 側に操作します。

操作したときの車速に再セットされ、
メーター内に新しいセット車速を表示し
ます。

n セット車速を下げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

追従機能付クルーズコントロール
をセットして走行中、クルーズコ
ントロールスイッチを次のように
操作します。
l － SET 側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ下がります。

l － SET側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h
ずつ下がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

 ブレーキペダルによる方法
1 ブレーキペダルを踏み、速度を
下げます。

追従機能付クルーズコントロールが解除

注意
l追従走行しているときは、先行車に
合わせた車速で制御されるため、ク
ルーズコントロールスイッチを＋ 
RES側に操作して、先行車の速度以
上にセット車速を上げても加速しま
せん。

･ ただし、セット車速は変更されてい
るため、先行車を認識しなくなると
その設定した車速まで加速します。

･ セット車速はメーター内を確認しな
がら変更してください。

l追従機能付クルーズコントロールを
セットして走行中にアクセルペダル
を踏んでいるときは、追従機能付ク
ルーズコントロールによるブレーキ
制御も警報も行いません。

･ ただしこのときでも前方障害物への
衝突の危険性が高いときは、プリク
ラッシュブレーキによる警報やブ
レーキ制御が作動することがありま
す。
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され、 が緑色から白色に戻ります。

2 希望の速度になったらブレーキ
ペダルから足を離し、クルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET 側に操作します。

操作したときの車速にセットされ、メー
ター内に新しいセット車速を表示します。

n 一時的に加速したいとき
一時的に加速したいときは、アク
セルペダルを踏みます。
アクセルペダルを離すと、セット
車速まで戻ります。
追従機能付クルーズコントロール
作動中に運転者がアクセルペダル
を踏んで加速している間は、 は
白色に変わります。加速が終了す
ると は緑色に戻ります。

n 一時的に減速したいとき
一時的に減速するときは、ブレー
キペダルを踏みます。このとき、
追従機能付クルーズコントロール
は解除されます。メーター内に
セット車速を表示したまま、 が
緑色から白色に戻ります。

白色

セット車速に再度セットする場合
はブレーキペダルから足を離し、

クルーズコントロールスイッチを
＋ RES側に操作します。

n 車間距離を変えるとき
先行車との車間距離を4段階で設
定できます。 （車間設定）スイッ
チを押すごとに先行車との車間距
離が切り替わります。

知識
l車間距離は車速に応じて変わり、車速
が高いほど長くなります。

車間距離の目安

注意
通常、追従走行中は先行車の速度に合
わせてシステムが加減速を行います。
しかし車線変更などで加速が必要な場
合や先行車が急減速したとき、他車が
割り込むなどして先行車に接近しそう
になったときなどは、アクセルペダル
またはブレーキペダルを踏んで、周囲
の状況に応じた適切な加減速を行って
ください。
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l追従機能付クルーズコントロールを
OFFにし、再度ONにした場合は、
OFFにする前に設定した車間距離の状
態を保っています。

n 運転者の操作による解除
次のいずれかの操作で追従機能付
クルーズコントロールが解除され
ます。
l ブレーキペダルを踏む。
l クルーズコントロールスイッチ
をCANCEL 側に操作する。

メーター内は、セット車速を表示したま

ま、 が緑色から白色に戻ります。

白色

n システムによる自動解除

次の場合、ブザー（ピピーン）が
鳴り、追従機能付クルーズコント
ロールが自動的に解除され、 が
緑色から白色に戻り、割り込み画
面を表示します。
l 道路の勾配が急なとき
l VSCまたはTRCが作動したとき

車間距離
自車の走行車速

約 40km/h
約 

100km/h

約 30m 約 60m

約 25m 約 50m

約 20m 約 40m

約 15m 約 30m

追従機能付クルーズコントロー
ルの解除方法

警告
追従走行開始後は、先行車の動きに合
わせて制御を続けます。先行車の減速
に伴い自車速が約25 km/h を下回る
と、追従機能付クルーズコントロール
が自動的に解除されます。必要に応じ
てブレーキペダルを踏んで減速してく
ださい。



178 4-5. EyeSight

l セット中に自車速が約145 
km/h を超えたとき

l セット中に自車速が約25 km/h
を下回ったとき

l ハンドルを大きく回したとき
l シフトレバーを1、Rにしたと
き、またはNにしたまま５秒以
上経過したとき

l クラッチペダルを踏んだまま5
秒以上経過したとき

l 運転席・助手席のいずれかのド
アを開けたとき

l 運転席のシートベルトを外した
とき

l EyeSight システムが故障した
とき（メーター内に （黄色）
が点灯している）（P.212）

l EyeSight システムが一時停止
状態のとき（メーター内に
（白色）が点灯している）

（P.213）

l プリクラッシュ2次ブレーキが
作動したとき

l パーキングブレーキをかけたと
き

l エンジン回転数がレッドゾーン
近くまで上昇したとき

l TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

l TRCと VSCを停止したとき
（P.225）

l 滑りやすい路面などで駆動輪が
空転したとき

知識
lEyeSightシステムが一時停止した場合
は、プリクラッシュブレーキOFF表示
灯および車線逸脱警報OFF 表示灯が点

灯します。また、 （白色）が点灯し、

割り込み画面を表示します。
（P.213）

l追従機能付クルーズコントロールが自
動で解除されたときは、解除されたと
きの条件が解消されてから、再びセッ
ト操作を行ってください。条件が解消
されてもセットできないときは、
EyeSight システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障ありませんが、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告
滑りやすい路面では追従機能付クルー
ズコントロールを使用しないでくださ
い。思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
lシフトレバーをNにしたままにしな
いでください。

･ シフトレバーをNにしたまま約5秒
以上経過すると追従機能付クルーズ
コントロールは自動的に解除され、
エンジンブレーキが効かなくなりま
す。その場合、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
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n 解除の復帰（セット車速の再
セット）

前回のセット車速がメモリーされ
ているとき、その車速に再度セッ
トする場合はクルーズコントロー
ルスイッチを＋ RES側に操作し
ます。（メーター内が再度セット状
態の表示になります）

緑色

知識
l次の場合はメモリーされているセット
車速が消去されます。
･ ON-OFF スイッチを押してクルーズメ
インOFF したとき
･ VSCまたは TRCが作動したとき
･ 追従機能付クルーズコントロールから
定速クルーズコントロールに切り替え
たとき

lメモリー車速（前回のセット車速）が
ない場合、クルーズコントロールス
イッチを＋ RES側に操作すると、現在
の自車速がセットされます。
（P.171）

ON-OFF スイッチを押すと が
消灯し、追従機能付クルーズコン
トロールがOFFになります。

注意
lEyeSight システムが故障した場合

は、 （黄色）が点灯し、割り込み

画面を表示します。また、プリク
ラッシュブレーキOFF表示灯および
車線逸脱警報OFF 表示灯が点灯しま
す。その場合は安全な場所に停車し
て、一度エンジンスイッチをOFF に
してから、再度エンジンを始動して
ください。この操作をしても表示灯
が点灯し続けるときは、追従機能付
クルーズコントロールの使用ができ
ません。通常走行には支障はありま
せんが、トヨタ販売店で点検を受け
てください。（P.212）

追従機能付クルーズコントロー
ルをOFFにするとき
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n ブレーキ踏み増し要求警報
ブレーキ踏み増し要求警報は追従
機能付クルーズコントロールによ
る追従走行中に作動します。ブ
レーキ制御による減速では不十分
と判断した場合、運転者に注意を
促す機能です。この機能が作動す
ると、ブザー（ピピピ…）が鳴
り、割り込み画面を表示します。
ブレーキ踏み増し要求警報が作動
した場合は、ブレーキペダルを踏
んで減速し、適切な車間距離を確
保してください。

知識
前方約110 m以内の同一車線上の先行
車を認識します。ただし、交通環境、走
行状態、先行車の状態によっては認識距
離が短くなる場合があります。

n 信号認識機能
追従機能付クルーズコントロール
を使用しているときに赤信号を検
知すると、ブザー（ピッ）が鳴り、
赤信号を認識したことを割り込み
画面でお知らせするとともに加速
を緩やかにします。
追従機能付クルーズコントロール
をセットして走行中、次の条件を
すべて満たすと割り込み画面を表
示します。
･ 先行車を認識していない
･ 赤信号を検知
･ 矢印信号を検知していない

その他の機能

警告
ブザー（ピピーンやピピピ…など）の
音が頻繁に鳴るような状況では、追従
機能付クルーズコントロールを使用し
ないでください。

次の場合にはブレーキ踏み増し要求警
報は作動しません。

lアクセルペダルを踏んでいるとき

lブレーキペダルを踏んでいるとき

短い車間距離でも、次の場合にはブ
レーキ踏み増し要求警報は作動しない
ことがあります。

l先行車の車速と自車の車速の差が小
さいとき

l先行車の車速が自車の車速より速い
とき

l他車が至近距離に割り込んできたと
き

l先行車が急減速したとき

l上り坂、下り坂が繰り返されるとき

次のような先行車に対しては認識が遅
れて、ブレーキ踏み増し要求警報が作
動しないことがあります。

l料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両

l自車速より極端に車速が遅い車両
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さらに、次の条件を満たすと、加
速を緩やかにします。
･ 自車速がセット車速を下回って
いる

ただし、アクセルペダルやブレー
キペダルを操作すると割り込み画
面は消え、加速抑制制御も解除さ
れます。

知識
赤信号を認識して減速する機能はありま
せん。

警告
追従機能付クルーズコントロールを使
用する際は次のことをお守りください。
守らないと思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

l自動車専用道路以外では使用しない。

･ 高速道路や有料道路など、自動車専
用道路での使用を想定しています。

l信号認識機能のみに頼った運転はし
ない。

･ 信号認識機能は赤信号を常にお知ら
せする機能ではありません。また、
あらゆる状況で動作するものではあ
りません。

信号認識機能は、天候や道路の状況に
より検知しにくい場合があります。特
に、次の状況では、システムが正しく
動作しません。

l信号と同じくらいの高さに赤い物体
があるとき（鉄道用信号、高速道路
の案内掲示板など）

l信号機に雪が付着していたり、凍結
しているとき

l悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

l合流時など、走行している道路以外
の信号が見えるとき

l自車と信号機との距離が離れている
とき

l自車と信号機との距離が近く、ステ
レオカメラの視野範囲から外れてい
るとき

l矢印信号の位置が特殊なとき（信号
機の上方や信号機から離れた位置に
あるとき）

l赤信号や矢印信号が暗いとき
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知識
lクルーズメインOFFの状態から
ON-OFF スイッチを押すと、全車速追
従機能付 /追従機能付クルーズコント
ロールがONになります。

lクルーズメインONのとき、 （車間設

定）スイッチ※を押すと、全車速追従
機能付 /追従機能付クルーズコント
ロールと定速クルーズコントロールを
切り替えることができます。

※定速クルーズコントロールに切り替え
るときは、約2秒以上押し続けてくだ
さい。

lEyeSight システムが一時停止中でも、
定速クルーズコントロールが使用でき
る場合があります。

定速クルーズコントロール

定速クルーズコントロールは、
高速道路や自動車専用道路での
ドライブをより快適に行ってい
ただくための運転支援システム
です。運転者が設定した車速を
保ちながら、一定の速度で走行
することができます。

警告
定速クルーズコントロール中は車間距
離を保つ追従走行を行いません。

先行車との車間距離、周囲の状況に応
じてブレーキペダルを踏んで減速する
などして車間距離を確保し、安全運転
を心がけてください。

次の状況では、システムが正しく動作
しません。定速クルーズコントロール
を使用しないでください。

lホイールバランスが異常なとき（バ

ランスウェイトの脱落、ずれなど）※

lホイールアライメントが規定値から

外れているとき※

※ホイールおよびタイヤは大変重要な
役割を果たしていますので、適正な
ものを使用してください。
（P.332）

次のような状況では、思わぬ事故につ
ながるおそれがありますので定速ク
ルーズコントロールを使用しないでく
ださい。

l交通量の多い道や急カーブのある道
を走行しているとき

･ 道路状況にあった速度で走行できな
いため事故につながるおそれがあり
ます。

l凍結路や積雪路など滑りやすい路面
を走行しているとき

･ タイヤが空転し、車のコントロール
を失うおそれがあります。

l急な下り坂の道を走行しているとき

･ セット車速を超えてしまう場合があ
ります。

l急な下り坂が続くとき

･ ブレーキが過熱するおそれがありま
す。

l車両などをけん引しているとき

･ セット車速を維持できなくなる場合
があります。

制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速を
設定してください。
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n 定速クルーズコントロールを
セットするとき

1 全車速追従機能付 /追従機能付
クルーズコントロールを作動可
能（状態）にします。

ON-OFF スイッチを押します。全車速追
従機能付 /追従機能付クルーズコント
ロールがONになり、メーター内に

（白色）と車間設定表示灯が点灯しま

す。
また、--- km/h を表示します。

ON-OFF スイッチを押したときは常に全
車速追従機能付 /追従機能付クルーズコ

ントロールとして起動します。

全車速追従機能付 /追従機能付
クルーズ表示灯（白色）
セット車速表示
自車表示灯
車間設定表示灯
車間設定表示灯（アイコン表
示）

2 定速クルーズコントロールに切
り替えます。

（車間設定）スイッチを約2秒以上

押し続けると、全車速追従機能付 /追従
機能付クルーズコントロールから定速ク
ルーズコントロールに切り替わり、ブ
ザー（ピッ）が鳴ります。

このときメーター内の車間設定表示灯が

注意
クルーズコントロールを使用するとき
は、全車速追従機能付 /追従機能付ク
ルーズコントロール、定速クルーズコ
ントロールのどちらのクルーズコント
ロールが選択されているかをメーター
内で必ず確認してください。

l全車速追従機能付/追従機能付クルー

ズコントロール…

l定速クルーズコントロール…

定速クルーズコントロールの使
用方法
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消灯し、 （白色）に切り替わります。

定速クルーズ表示灯（白色）

定速クルーズコントロールは、次
の条件をすべて満たすとセット可
能になり、メーター内にREADY
表示灯が点灯します。
･ 運転席・助手席のすべてのドア
が閉まっている

･ 運転席シートベルトを着用して
いる

･ オートマチック車：シフトレ
バーがDまたはMに入ってい
る

･ マニュアル車：シフトレバーが
2～6速に入っている

･ ブレーキペダルを踏んでいない
･ マニュアル車：クラッチペダル
を踏んでいない

･ 急な坂道でない
･ ハンドルを大きく切っていない
･ 自車速が30 km/h ～約 120 
km/h のとき

･ パーキングブレーキがかかって
いない

･ オートマチック車：走行モード
がノーマルモードまたはスポー
ツモードのとき（P.220）

･ TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしていな
い（P.150，225）

･ TRCと VSCを停止していない
（P.225）

READY表示灯
3 アクセルペダルを加減して希望
する速度にします。

4 希望する速度になったら、ク
ルーズコントロールスイッチを
－SET 側または＋ RES側に
操作します。スイッチを操作し
たときの車速がセット車速とな
り、定速走行します。

メーター内にセット車速が表示され、

が白色から緑色に変わります。また、

メーター内のREADY表示灯が消灯しま
す。



185

4

4-5. EyeSight
運
転緑色

知識
l下り坂などでは、セット車速を保つた
め定速クルーズコントロールの制御に
よりブレーキが作動することがありま
す。

lカーブ走行中はセット車速が自車速よ
り高いときであっても、加速しないま
たは減速することがあります。

l全車速追従機能付/追従機能付クルーズ
コントロールに戻したいときは、定速
クルーズコントロールを解除して、

（車間設定）スイッチを押します。

切り替わるとブザー（ピッ）が鳴りま
す。

lクルーズコントロール加速レベルを4段
階に設定できます。（P.333）

n セット車速を上げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

定速クルーズコントロールをセッ
トして走行中、クルーズコント
ロールスイッチを次のように操作
します。
l ＋ RES側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ上がります。

l ＋ RES側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h
ずつ上がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

警告
l定速クルーズコントロール作動中は、
ブレーキ踏み増し要求警報は作動し
ません。

l制限速度を守り、道路状況、環境に
あった適切な車速範囲にセット車速
を設定してください。

注意
定速クルーズコントロールでは、必要
に応じて運転者がアクセル、ブレーキ
操作をしてください。システムによる
先行車に合わせたアクセル、ブレーキ
制御は行いません。
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 アクセルペダルによる方法
1 アクセルペダルを踏み、速度を
上げます。

2 希望の速度になったらクルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET 側に操作します。

操作したときの車速に再セットされ、
メーター内に新しいセット車速を表示し
ます。

n セット車速を下げるとき
 クルーズコントロールスイッチ
による方法

定速クルーズコントロールをセッ
トして走行中、クルーズコント
ロールスイッチを次のように操作
します。
l － SET側に操作します
操作するごとにセット車速が1 km/h ず
つ下がります。

l － SET側に操作して保持します
保持している間、セット車速が5 km/h

ずつ下がります。

スイッチを操作するごとにメー
ター内のセット車速が変わります。

 ブレーキペダルによる方法
1 ブレーキペダルを踏み、速度を
下げます。

定速クルーズコントロールが解除され、

が緑色から白色に戻ります。

2 希望の速度になったらブレーキ
ペダルから足を離し、クルーズ
コントロールスイッチを－ 
SET側に操作します。

操作したときの車速にセットされ、メー
ター内に新しいセット車速を表示します。

n 一時的に加速したいとき
一時的に加速したいときは、アク
セルペダルを踏みます。
アクセルペダルを離すと、セット
車速まで戻ります。
n 一時的に減速したいとき
一時的に減速するときは、ブレー
キペダルを踏みます。このとき、
定速クルーズコントロールは解除
されます。メーター内にセット車
速を表示したまま、 が緑色から
白色に戻ります。
セット車速に再度セットする場合
はブレーキペダルから足を離し、
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クルーズコントロールスイッチを
＋ RES側に操作します。

白色

n 運転者の操作による解除
次のいずれかの操作で定速クルー
ズコントロールが解除されます。
メーター内は、セット車速を表示したま

ま、 が緑色から白色に戻ります。

白色

l ブレーキペダルを踏む。
l クルーズコントロールスイッチ
をCANCEL 側に操作する。

n システムによる自動解除
次の場合、ブザー（ピピーン）が
鳴り、定速クルーズコントロール
が自動的に解除され、割り込み画
面が表示されます。
l オートマチック車：シフトレ
バーをDまたはM以外にした
とき

l マニュアル車：シフトレバーを
1、Rにしたとき、またはNに
したまま５秒以上経過したとき

l マニュアル車：クラッチペダル
を踏んだまま5秒以上経過した
とき

l 自車速が約25 km/h以下になっ
たとき（急な上り坂など）

l 自車速が約145 km/h 以上に
なったとき

l VSCまたはTRCが作動したとき
l 運転席・助手席のいずれかのド
アを開けたとき

l 運転席のシートベルトを外した
とき

l EyeSight システムが故障した
とき（ （黄色）が点灯してい
るとき）（P.212）

l ハンドルを大きく回したとき

定速クルーズコントロールの解
除方法
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l 道路の勾配が急なとき
l プリクラッシュ2次ブレーキが
作動したとき

l パーキングブレーキをかけたと
き

l エンジン回転数がレッドゾーン
近くまで上昇したとき

l オートマチック車：走行モード
をスノーモードにしたとき
（P.220）

l TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

l TRCと VSCを停止したとき
（P.225）

l 滑りやすい路面などで駆動輪が
空転したとき

知識
lEyeSight システムが故障した場合は

（黄色）が点灯し、割り込み画面を

表示します。またプリクラッシュブ
レーキOFF 表示灯および車線逸脱警報
OFF表示灯が点灯します。その場合は
安全な場所に停車して、一度プッシュ
エンジンスイッチをOFF にしてから再
びエンジンを始動してください。この
操作をしても表示灯が点灯し続けると
きは、定速クルーズコントロールの使
用ができません。通常走行には支障は

ありませんが、トヨタ販売店で点検を
受けてください。（P.212）

l定速クルーズコントロールが自動で解
除されたときは、解除されたときの条
件が解消されてから、再びセット操作
を行ってください。条件が解消されて
もセットできないときは、EyeSight
システムの異常が考えられます。通常
走行には支障ありませんが、トヨタ販
売店で点検を受けてください。

n 解除の復帰（セット車速の再
セット）

前回のセット車速がメモリーされ
ているとき、その車速に再びセッ
トする場合はクルーズコントロー
ルスイッチを＋ RES側に操作し

警告
滑りやすい路面では、定速クルーズコ
ントロールを使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意
lオートマチック車：緊急時以外はシ
フトレバーをNにしないでくださ
い。

･ シフトレバーをNにすると定速ク
ルーズコントロールは自動的に解除
され、エンジンブレーキが効かなく
なります。その場合、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

lマニュアル車：シフトレバーをNに
したままにしないでください。

･ シフトレバーをNにしたまま約5秒
以上経過すると定速クルーズコント
ロールは自動的に解除され、エンジ
ンブレーキが効かなくなります。そ
の場合、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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ます。（メーター内が再びセット状
態の表示になります）。前回のセッ
ト車速がメモリーされている場合、
自車速約30 km/h 以上のときに
セットできます。

緑色

知識
l次の場合はメモリーされているセット
車速が消去されます。

･ ON-OFF スイッチを押してクルーズメ
インOFF したとき

･ VSCまたは TRCが作動したとき
･ 定速クルーズコントロールから全車速
追従機能付 /追従機能付クルーズコン
トロールに切り替えたとき

lセット車速に応じた車速で定速走行し
ます。

lメモリー車速（前回のセット車速）が
ない場合、クルーズコントロールス
イッチを＋ RES 側に操作すると、現在
の自車速がセットされます。
（P.183）

ON-OFF スイッチを押すと が
消灯し、定速クルーズコントロー
ルがOFFになります。

定速クルーズコントロールを
OFFにするとき
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知識
lアクセルペダルを踏み続けたとき（約3
秒以上）は、徐々に制御を解除します。

lプリクラッシュブレーキOFF表示灯が
点灯しているときは、AT誤発進抑制制
御は作動しません。（P.193）

AT誤発進抑制制御（オー
トマチック車）

前方に障害物を認識している場
合、停車または徐行状態から、
ペダルの踏み間違いなどにより
アクセルペダルが必要以上に踏
み込まれたとシステムが判断し
たとき、エンジン出力を制限し
発進を緩やかにします。

AT誤発進抑制制御が作動すると
ブザー（ピピピ…）が鳴り、割
り込み画面を表示します。この
機能はシフトレバーがDまたは
Mのとき作動します。

警告
lAT誤発進抑制制御を過信しない。

･ AT誤発進抑制制御は衝突を回避する
ものではありません。発進時はシフ
トレバーやペダルの位置および周囲
の安全を十分に確認して操作してく
ださい。AT誤発進抑制制御のみに
頼っていると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

lAT誤発進抑制制御は停止状態を保つ
ものではありません。

lAT誤発進抑制制御はあらゆる状況で
発進を緩やかにするものではありま
せん。また、衝突を回避するもので
はありません。

lAT誤発進抑制制御は前方に障害物を
認識している場合に作動するもので
あり、崖など対象物が見えない状況
で発進を緩やかにするものではあり
ません。

l故意に対象物の近くでアクセルペダ
ルを過剰に踏み込まない。

･ アクセルの調節をAT誤発進抑制制
御のみに頼っていると衝突事故を起
こす場合があります。

l遮断機を押しのけて進む場合は、慌
てずにアクセルペダルを踏み続ける
か、AT誤発進抑制制御をOFFにす
る。

･ 万一、自車が踏切内で閉じ込められ
た場合、ステレオカメラが遮断機を
対象物と認識し、AT誤発進抑制制御
が作動することがあります。
（P.193）
次の条件の違いにより作動しないこと
があります。

l対象物との距離、速度差、横方向の
ずれ（オフセット量）
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警告
lステレオカメラの認識状態

特に次の場合は作動しない可能性が高
くなります。

･ 悪天候（強い雨、吹雪、濃霧）のと
き

･ 砂や煙が舞い、視界が十分でないと
き

･ 夕方、朝方の薄暗いときや、夜間に
対象物に接近するとき

･ 屋内の駐車場など暗い場所で対象物
に接近するとき

･ ヘッドランプ照射範囲外に対象物が
存在するとき

･ 前方から強い光（太陽光などによる
逆光やヘッドランプの光など）を受
けたとき

･ フロントウインドウガラスに曇りや
雪、汚れ、霜、土埃などの付着や傷
などがついているとき

･ ウォッシャーの使用中または使用後
で、フロントウインドウガラスが十
分に拭き取れていないとき

･ 雨滴やウォッシャーの水滴、または
ワイパーブレードがステレオカメラ
の視野を遮ることにより、対象物の
認識が不完全になったとき

･ 対象物の高さが低いとき（低い壁、
低いガードレール、車高の低い車両
など）

･ 対象物の大きさがステレオカメラの
認識限界より小さいとき（小動物、
乳児、しゃがんでいる人、横たわっ
ている人など）

･ 対象物や前方の車両（トレーラーや
対向車両など）の自車から一番近い
面および最後面が小さいときや、接
近しすぎたとき（自車から一番近い
ところではない部分を認識して、作
動し効果が十分でないこともありま
す）

･ 対象物がフェンス、均一な模様（縞
模様やレンガなど）や模様の全くな
い壁やシャッターなどのとき

･ 対象物がガラスや鏡の壁や扉などの
とき

･ 車両（二輪車、自転車含む）、歩行者
などの対象物が横から割り込んだり、
飛び出してきたとき

･ 発進時に自車が進路変更を行い、対
象物のすぐ後ろに接近したとき

･ 急カーブ、急な上り坂、急な下り坂
のとき

l運転者のハンドル操作状態から運転
者が衝突回避操作をしたと判断した
とき



192 4-5. EyeSight

警告
l安全のため、お客様ご自身でAT誤発
進抑制制御の作動テストを行わない
でください。作動しないことがあり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

注意
次のような場合は、必ずAT誤発進抑
制制御をOFF にしてください。AT誤
発進抑制制御が予期しない作動をする
可能性があります。

lけん引されるとき

lキャリアカーに積載するとき

lシャシーダイナモメーターやフリー
ローラーなどを使用するとき

lリフトアップし、エンジンをかけタ
イヤを空転させるとき

l垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草む
らなどに触れながら通過するとき

lサーキットなどでスポーツ走行する
とき

次のような場合は、AT誤発進抑制制御
が作動することがありますので安全運
転に努めてください。

l前車に接近して走行するとき

lETCゲートなどを規定速度を超える
ような速度で通過するとき

l路面の勾配が急に変化する場所を走
行するとき

l水蒸気や煙のかたまりなどを通過す
るとき

l寒いときなど先行車が排出した排気
ガスがはっきり見えるとき
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メーターの設定項目でAT誤発進
抑制制御をOFFすることができま
す。
「運転支援機能」の「PCB（プリ
クラッシュブレーキ）」の項目で

「OFF」を選択することでAT誤発
進抑制制御がOFF になります。
（P.333）
AT誤発進抑制制御をOFFにする
と、メーター内のプリクラッシュ
ブレーキOFF表示灯が点灯しま
す。

知識
lAT誤発進抑制制御のON／OFF設定は、
プリクラッシュブレーキおよびAT誤
後進抑制制御と連動します。

lAT誤発進抑制制御をOFF にしても、エ
ンジンスイッチをOFF にしてから、再
度エンジンを始動するとAT誤発進抑
制制御はONになります。

n プリクラッシュブレーキOFF表
示灯

エンジンスイッチをONにすると
点灯し、エンジン始動後約7秒後
に消灯します。
プリクラッシュブレーキ、AT誤発
進抑制制御およびAT誤後進抑制
制御をOFF にすると点灯します。
また、次の場合にも点灯します。
l TRCと VSCを停止したとき
（P.225）

l EyeSight システムが故障した
とき（P.212）

l EyeSight システムが一時停止
したとき（P.213）

注意
l消雪パイプや散水車などの散水を通
過するとき

l大雪、吹雪など悪天候の中を走行す
るとき

lカーブや交差点に障害物があるとき

l車両や障害物の横すれすれを通過す
るとき

l前方の壁や車両すれすれに停車する
とき

AT誤発進抑制制御をOFFにす
るとき
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知識
プリクラッシュブレーキOFF表示灯が点
灯しているときは、プリクラッシュブ
レーキ（プリクラッシュブレーキアシス
トを含む）、AT誤発進抑制制御および
AT誤後進抑制制御は作動しません。

知識
プリクラッシュブレーキOFF 表示灯が点
灯しているときは、AT誤後進抑制制御は
作動しません。（P.196）

AT誤後進抑制制御（オー
トマチック車）

AT誤後進抑制制御には、後退時
の急な飛び出しを防ぐ後退飛び
出し抑制と、後退時の速度を一
定に保つ後退速度リミッターの
機能があります。

これらの機能はシフトレバーが
Rでブレーキペダルを踏んでい
ないとき作動します。

AT誤後進抑制制御はステレオカ
メラの物体認識を使用した制御
ではありません。後方障害物の
有無は制御に関係しません。

警告
lAT誤後進抑制制御を過信しない。

･ AT誤後進抑制制御は衝突を回避する
ものではありません。後進時はシフ
トレバーやペダルの位置および周囲
の安全を十分に確認して操作してく
ださい。AT誤後進抑制制御のみに
頼っていると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

lAT誤後進抑制制御は停止状態を保つ
ものではありません。

lAT誤後進抑制制御はあらゆる状況
で、後退時の速度を緩やかにするも
のではありません。また、衝突を回
避するものではありません。
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後退時、ペダルの踏み間違いなど
によりアクセルペダルが必要以上
に踏み込まれたとシステムが判断
したとき、エンジン出力を制限し
急な後退を抑制します。
後退飛び出し抑制が作動すると、
ブザー（ピピピ…）が鳴ります。
また、割り込み画面を表示します。

知識
lアクセルペダルを深く踏み続けたとき
（約3秒以上）は割り込み画面が消え、
徐々に制御を解除します。

lAT誤後進抑制制御はステレオカメラの
物体認識を使用した制御ではありませ
ん。後方障害物の有無は制御に関係し
ません。

後退時、必要以上に加速しないよ
う車速を制限します。制限速度は
運転者が設定できます。

警告
l安全のため、お客様ご自身でAT誤後
進抑制制御の作動テストを行わない。

･ 作動せず思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

lブレーキペダルを踏んでいる最中は
制御が作動しません。そのため、下
り坂などでは設定された速度を超過
する場合があります。お客様自身で
ブレーキペダルを踏み増すなど速度
調整をしてください。

l万一、退避を要するような危険な状
況に遭遇して、後進によって退避を
行う必要がある場合なども、AT誤後
進抑制制御は作動します。慌てずに
アクセルペダルを深く踏み続けるか、
AT誤後進抑制制御をOFFにしてく
ださい。（P.196）

注意
次の条件や状況によりブレーキの効き
が悪くなることがあります。必要に応
じてブレーキペダルを踏んで減速して
ください。

l車両の状態（積載量、乗員など）

l路面の状態（勾配、滑りやすさ、形
状、凹凸など）

l車両の整備状態（ブレーキ関係、タ
イヤの摩耗、空気圧など）

l外気温が低いときや走行開始直後な
どでブレーキが冷えているとき

lエンジン始動後に走行してからしば
らくの間（暖機運転終了までを目安
としてください）

l下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

l水たまり走行後や洗車後など、ブ
レーキがぬれてブレーキの効きが悪
くなっているとき

後退飛び出し抑制

後退速度リミッター
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1 シフトレバーをRにすると制限
速度の設定値を表示します。

2 制限速度を超過しそうになる
と、後退速度リミッターが作動
します。

作動中はシフトレバーをRにしたときよ
りも早い間隔でブザー（ポーンポーン
…）が鳴ります。また、割り込み画面を
表示します。

知識
l後退速度リミッターは機能の設定（高
速／中速／低速／OFF）ができます。
（P.333）

lアクセルペダルを深く踏み込むと制御
を解除することができます（“速度制

限中”の割り込み画面が消えます）。
･ アクセルペダルから足を離すと、再度
後退速度リミッターが作動します。
･ 滑りやすい路面などでタイヤが空転し
たときは、後退速度リミッターが作動
することがあります。
･ システムがアクセルの急踏みと判断し
た場合、後退飛び出し抑制が作動しま
す。

メーターの設定項目でAT誤後進
抑制制御をOFFすることができま
す。
「運転支援機能」の「PCB（プリ
クラッシュブレーキ）」の項目で
「OFF」を選択することでAT誤後
進抑制制御がOFF になります。
（P.333）
AT誤後進抑制制御をOFFにする
と、メーター内のプリクラッシュ
ブレーキOFF表示灯が点灯しま
す。

知識
lAT誤後進抑制制御のON／OFF設定は、
プリクラッシュブレーキおよびAT誤
発進抑制制御と連動します。

lAT誤後進抑制制御をOFF にしても、エ
ンジンスイッチをOFF にしてから、再
度エンジンを始動するとAT誤後進抑
制制御はONになります。

n プリクラッシュブレーキOFF表
示灯

エンジンスイッチをONにすると
点灯し、エンジン始動後約7秒後
に消灯します。
プリクラッシュブレーキ、AT誤発

設定 速度

高速 約20 km/h

中速 約15 km/h

低速 約10 km/h

OFF 

AT誤後進抑制制御をOFF にす
るとき
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進抑制制御およびAT誤後進抑制
制御をOFFにすると点灯します。
また、次の場合にも点灯します。
･ TRCと VSCを停止したとき
（P.225）
･ EyeSight システムが故障した
とき（P.212）

･ EyeSight システムが一時停止
したとき（P.213）

知識
プリクラッシュブレーキOFF表示灯が点
灯しているときは、プリクラッシュブ
レーキ（プリクラッシュブレーキアシス
トを含む）、AT誤発進抑制制御および
AT誤後進抑制制御は作動しません。

知識
l次の場合、車線を誤って認識し、車線
逸脱警報が作動することがあります。
･ ぬれた路面や積雪路でのタイヤの跡な
どがあるとき
･ 雪とアスファルトの境目や道路の補修
跡などがあるとき
･ ガードレールの影などがあるとき
･ 区画線が二重に描かれているとき
･ 道路工事区間で以前の区画線が完全に
消えていないなど、路面に線状のペイ
ントがあるとき

l車線逸脱警報OFF表示灯が点灯してい
るときは、車線逸脱警報は作動しませ
ん。（P.198）

車線逸脱警報

自車速が約40 km/h 以上のと
きに車線を逸脱しそうになると
注意を促します。

車線逸脱警報が作動するとブ
ザー（ピピピッ）が鳴り、割り
込み画面を表示します。
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メーターの設定項目で車線逸脱警
報をON／OFF することができま
す。
「運転支援機能」の「LDW（車線
逸脱警報）」の項目で「ON」を選
択することで車線逸脱警報がON
になります。また「OFF」を選択
することで車線逸脱警報御がOFF
になります。（P.333）
車線逸脱警報をOFFにすると、
メーター内の車線逸脱警報OFF 表
示灯が点灯します。
車線逸脱警報をONにすると、車線逸脱
警報OFF 表示灯が消灯します。

知識
l車線逸脱警報をOFF にすると、ふらつ
き警報もOFF になります。

lエンジンスイッチをOFFにしてから、
再度エンジンを始動しても、エンジン
スイッチをOFF にする前の状態を保ち
ます。

n 車線逸脱警報OFF 表示灯
エンジンスイッチをONにすると
点灯し、エンジン始動後約7秒
後、エンジンスイッチをOFFにす
る前の状態に応じて消灯または点
灯します。
車線逸脱警報およびふらつき警報
をOFFにすると点灯します。
また、次の場合にも点灯します。
l TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

l TRCと VSCを停止したとき

警告
車線逸脱警報はあらゆる状況で作動す
るものではありません。また、逸脱を
自動的に回避するものでもありません。
車線の維持を車線逸脱警報のみに頼っ
ていると、車線逸脱による事故につな
がるおそれがあります。
車線逸脱警報は区画線を認識している
場合に警報するものであり、路肩や側
溝など道路の端を認識して警報する機
能ではありません。

注意
次の場合、車線逸脱警報は作動しない
または作動しにくい場合があります。

l自車速が約40 km/h 未満のとき

lハンドルを大きくまたは速く切った
とき

l半径300 m以下のカーブを走行して
いるとき

lブレーキペダルを踏んでいるとき

l先行車との車間距離が短いとき

l方向指示器作動中とレバーを戻した
後の約4秒間

l車線逸脱警報作動後、車線の内側に
戻っていないとき

l車線の幅が狭いとき

l車線がステレオカメラの認識性能か
ら見て認識しづらいとき

･ 区画線がない、または消えかかって
いる

･ 区画線が黄色で描かれている

･ 区画線の色が路面の色と似ていて見
えにくい

･ 区画線の幅が細いなど

車線逸脱警報をON／OFF にす
るとき
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（P.225）
l EyeSight システムが故障した
とき（P.212）

l EyeSight システムが一時停止
したとき（P.213）

知識
lふらつきは過去数分間の走行データを
もとに認識しています。ふらつきはじ
めてもすぐには認識できません。また、
ふらつきがおさまった後もしばらくふ
らつき警報の作動が続くことがありま
す。

lふらつき警報は運転者に注意を促す機
能です。疲れたときやよそ見など、運
転への集中力が落ちた際は、必要に応
じてこまめに休憩をとることをお奨め
します。

l車線逸脱警報OFF表示灯が点灯してい
るときは、ふらつき警報は作動しませ
ん。（P.200）

ふらつき警報

車線内での車両の蛇行パターン
からふらつきを認識し注意を促
します。ふらつき警報が作動す
るとブザー（ピピピッ）が鳴り、
割り込み画面を表示します。

車速が約60 km/h を超えると
作動可能になります。車速が約
40km/h を下回ると作動を停止
します。その後車速が約60 
km/h を超えると、再び作動可
能になります。
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メーターの設定項目でふらつき警
報をON／OFFすることができま
す。
「運転支援機能」の「LDW（車線
逸脱警報）」の項目で「ON」を選
択することでふらつき警報がON
になります。また「OFF」を選択
することでふらつき警報がOFFに
なります。（P.333）
ふらつき警報をOFF にすると、

メーター内の車線逸脱警報OFF表
示灯が点灯します。
ふらつき警報をONにすると、車線逸脱
警報OFF 表示灯が消灯します。

知識
lふらつき警報をOFF にすると、車線逸
脱警報もOFF になります。

lエンジンスイッチをOFFにしてから、
再度エンジンを始動しても、エンジン
スイッチをOFF にする前の状態を保ち
ます。

n 車線逸脱警報OFF 表示灯
エンジンスイッチをONにすると
点灯し、エンジン始動後約7秒
後、エンジンスイッチをOFFにす
る前の状態に応じて消灯または点
灯します。
車線逸脱警報およびふらつき警報
をOFFにすると点灯します。
また、次の場合にも点灯します。
･ TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

･ TRCと VSCを停止したとき
（P.225）
･ EyeSight システムが故障した
とき（P.212）

･ EyeSight システムが一時停止
したとき（P.213）

警告
ふらつき警報はあらゆる状況で作動す
るものではありません。また、ふらつ
きを自動的に修正するものでもありま
せん。自車がふらつかないようにする
ことをふらつき警報のみに頼っている
と、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
次の状況では、作動しない場合があり
ます。

lカーブが連続する道を走行している
とき

l車速が大きく変動するとき

l車線変更をした直後のとき

l車線がステレオカメラの認識性能か
ら見て認識しづらいとき

･ 区画線がない、または消えかかって
いる

･ 区画線が黄色で描かれている

･ 区画線の色が路面の色と似ていて見
えにくい

･ 区画線の幅が細いなど

ふらつき警報をON／OFFにす
るとき
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知識
l先行車発進お知らせのON／OFFの設定
を変更できます。（P.333）

l次のような状況では、先行車が発進し
ていなくても先行車発進お知らせが働
いてしまう場合や、先行車が発進して
いても先行車発進お知らせが働かない
場合があります。
･ 停止した先行車との間にオートバイな
どが割り込んできたとき
･ 天候や道路形状などにより、先行車を
認識できないとき
･ ステレオカメラが先行車を認識しなく
なったとき

lマニュアル車：先行車発信お知らせは
エンストした場合にも作動しますが、
エンジンを再始動したときにバッテ
リー電圧の異常などが発生した場合、
作動しないことがあります。

l次の場合、先行車発進お知らせは作動
しません。
･ TRACKモード中、プリクラッシュブ
レーキをOFF にしているとき
（P.150，225）
･ TRC と VSCを停止したとき
（P.225）
･ EyeSight システムが故障したとき
（P.212）
･ EyeSight システムが一時停止したと
き（P.213）

先行車発進お知らせ

先行車の発進後、自車が停止し
続けた場合、ブザーと表示でお
知らせします。先行車に続いて
停車（車間距離が約10 m以内、
かつ自車がしばらく停車）する
と先行車を認識し続け、先行車
が発進して約3 m以上進んでも
自車が発進しないときに作動し
ます。この機能はシフトレバー
がD、MまたはNのとき作動し
ます。

l オートマチック車：この機能
はシフトレバーがD、Mまた
はNのとき作動します。

l マニュアル車：この機能はブ
レーキペダルを踏んでいると
きのみ作動します。パーキン
グブレーキのみによって停車
している場合や、シフトレ
バーがRの場合は作動しませ
ん。

この機能が作動するとブザー
（ポピッ）が鳴り、割り込み画面
を表示します。 警告

ブザーと表示でお知らせがあった場合
でも、周囲の状況をよく確認してから
自車を発進させてください。先行車発
進お知らせのみに頼っていると、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
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知識
lRABは、システムによるブレーキが作
動したときに、次のデータを記録しま
す。個人情報（例：氏名・性別・年齢・
作動場所）や、会話その他の音声デー
タは記録しません。

･ 対象物からの距離
･ 車速
･ アクセルペダルおよびブレーキペダル
の操作状況

･ シフトレバーの位置
･ 外気温
･ ソナーセンサーの感度設定

lシフトレバーをRにしたとき、すでにリ
ヤバンパーのすぐ近くにあるものは認
識しないことがあります。

lソナーセンサーの取り扱いをお守りく
ださい。（P.139）

l次のときは、システムが正常に作動し
ないことがあります。

･ ソナーセンサー付近が極端に暑いとき、
または寒いとき

･ 大雨などでソナーセンサーまたはソ
ナーセンサー付近に大量の水がかかっ
たとき

･ 霧や雪、強風、砂嵐など悪天候のとき
･ 他の車両のホーン、エンジン音、エア
ブレーキ音などの高周波音が近くで
鳴っているとき

･ RABのソナーに近い周波数の音が近く
で鳴っているとき

l車両を改造したり、リヤバンパーに次
のような部品を取り付けたりすると、
システムが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。部品の取り付けなどが
必要なときは、トヨタ販売店にご相談
ください。
･ フォグランプ、フェンダーポール、ラ
ジオアンテナなどの部品
･ ホーンやスピーカーなどの高周波音を
出す部品
･ 字光式ナンバープレートなど

l次のような状態のときは、システムが
地面や壁などを障害物として検知する
ことがあります。
･ 積載などにより、車高が極端に変わっ
ているとき
･ 後退方向に極端な上り坂があるとき

･ 後退方向に縁石があるとき
･ 草や砂利が多い道路や穴やわだちがあ
る地面を後退しているとき
･ 狭いトンネルや狭い橋、狭い道路、狭
いガレージなど、物や壁が車両に隣接
した場所で後退しているとき
･ 極端な上り坂または下り坂を後退して
いるとき

RAB（後退時ブレーキア
シスト )( オートマチック
車）

RABは、後退時に自車の真後ろ
の静止車両や壁などの障害物を
検知して表示と警報音でお知ら
せします。衝突の可能性がある
と判断した場合はブレーキを作
動させることで衝突を回避、ま
たは被害を軽減します。
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･ 段差を後退しているとき

l次のような状態のときは、システムが
正常に作動してもブレーキが効きにく
く、衝突を回避できないことがありま
す。

･ タイヤを正しく装着していないとき
･ 路面が滑りやすいとき
･ 急な坂道を走行しているとき
･ マンホールのフタの上などを走行して
いるとき

･ パンク修理キットで応急修理をしたと
き

･ タイヤチェーンを装着しているとき
･ 車両やブレーキに異常があるとき

警告
l安全運転を行う責任は運転者にある。
後退時には、ブレーキペダルを踏め
る状態で、必ず目視によって周辺状
況を確認する。

･ RABの検知性能・制御性能には限界
があります。天候や周囲の状況、車
両の状態により、警報音やブレーキ
制御の作動が遅れたり、作動しな
かったり、衝突が回避できない場合
があります。

･ RABは、歩行者や動物、動いている
ものを認識するように設計されてい
ません。

lRABだけに頼った後退は、絶対にし
ない。

･ システムを過信すると思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合、死亡事故に至るおそれ
があります。

l車両などをけん引するときは、必ず
RABをOFFにする。

･ RABが予期しない作動をし、事故に
つながるおそれがあります。

l踏切から緊急に脱出するときなど、
RABを解除する必要があるときは、
落ち着いてアクセルペダルを踏み続
けるか、RABをOFF にする。

･ システムが遮断機を障害物として検
知し、ブレーキが作動することがあ
ります。（P.205）

lシャシーダイナモメーターやフリー
ローラーなどを使用するときは、必
ずRABをOFFにする。

･ RABが予期しない作動をするおそれ
があります。

l車両後部にアタッチメントパーツ
（サイクルキャリア、バンパーガー
ド）を取り付けた場合は、必ずRAB
をOFFにする。

･ システムの誤作動を引き起こし、思
わぬ事故や破損を起こす可能性があ
ります。

注意
l次のようなものは、障害物として認
識しないことがあります。

･ 歩行者

･ 動いているもの

･ 枝や遮断機、柵、フェンス、自転車
など尖ったものや細いもの

･ 布や雪など音波を吸収するもの
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シフトレバーをRに（メータのシ
フトポジション表示がRに変化）
し車速約1.5 km/h ～ 15 km/h
で後退を続けたとき、衝突の危険
があると判断されると、衝突を回
避するために自動的にエンジン出
力を抑制し、強いブレーキが作動
します。
警報音に加え、割り込み画面を表
示します。
RABによる停車後はブザーが鳴り
ます。その後ゆっくりとシステム
によるブレーキが解除され、ク
リープ走行を開始するため、車両
停車後は必ずブレーキペダルを踏
んでください。このとき、RABが
一時停止します。シフトレバーを
R以外にすると復帰します。

 後退中

 加速抑制＋ブレーキ

 ブレーキにより停車

知識
lクリアランスソナーが鳴っていても、
RABは作動しないことがあります。

l加速抑制中にアクセルペダルを踏み続
けると、RABをキャンセルすることが
できます。

lRABによる停車中にアクセルペダルを
踏んだとき、RABは作動しません。

l次の場合は、RABが解除されます。
･ 車両が停車してから3秒が経過したと
き
･ いずれかのドアを開けたとき
･ RAB・クリアランスソナー警告灯が点
灯したとき
･ RAB OFF 表示灯／一時停止表示灯が

注意
･ 表面の角度が斜めになっているもの

･ 車両より小さいもの

･ 車両よりも高い位置や、地面近くの
低い位置にあるもの

･ 自車の中心から左右に外れた位置に
あるもの

･ 地面に対して垂直でないもの

･ トタンや垣根などの凹凸なもの、波
打っているものなど尖ったものや細
いもの

lRABは次のような場合に作動しない
ことがあります。

･ 障害物に対して斜めに接近するとき

･ ハンドルを大きくきっているとき

RABの作動
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点灯したとき

l障害物を検知できなくなったときは、
RABがキャンセルされます。

RABの作動後、シフトレバーをR
以外にするまで、および次のよう
なときには、RABが一時停止しま
す。
l ソナーセンサーに氷や雪、泥な
どが付着したとき

l リヤバンパーのすぐ近くに物が
ある状態でシフトレバーをRに
したとき

l RABのソナーに近い周波数の音
を検知したとき

l TRCと VSCを停止したとき
l TRACKモード中、プリクラッ
シュブレーキをOFFにしている
とき（P.150，225）

このとき、RAB OFF 表示灯／一
時停止表示灯が点灯します。

システムに異常があると点灯しま
す。トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

マルチインフォメーションディス
プレイでRABのON／OFFを切
り替えることができます。
（P.333）

警告
システムによるブレーキで停車した後
はすぐにブレーキペダルを踏んでくだ
さい。お車が動き出すおそれがありま
す。

RABの一時停止

RAB・クリアランスソナー警告
灯

RABをON／OFFにするとき
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知識
l次のようなものは、障害物として認識
しないことがあります。

･ 歩行者
･ 動いているもの
･ 枝や遮断機など尖ったものや細いもの
･ 布や雪など音波を吸収するもの
･ 表面の角度が斜めになっているもの
･ 車両より小さいもの
･ 車両よりも高い位置や、地面近くの低
い位置にあるもの

･ 自車の中心から左右に外れた位置にあ
るもの

･ 地面に対して垂直でないもの
･ 車両進行方向に対して直角でないもの
･ 凹凸なもの、波打っているもの

lシフトレバーをRにしたとき、すでにリ
ヤバンパーのすぐ近くにあるものは認
識しないことがあります。

lソナーセンサーの取り扱いをお守りく
ださい。（P.139）

l次のときは、システムが正常に作動し
ないことがあります。

･ ソナーセンサー付近が極端に暑いとき、
または寒いとき

･ 大雨などでソナーセンサーまたはソ
ナーセンサー付近に大量の水がかかっ
たとき

･ 霧や雪、強風、砂嵐など悪天候のとき
･ 他の車両のホーン、エンジン音、エア
ブレーキ音などの高周波音が近くで
鳴っているとき

･ クリアランスソナーのソナーに近い周
波数の音が近くで鳴っているとき

l車両を改造したり、リヤバンパーに次
のような部品を取り付けたりすると、
システムが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。部品の取り付けなどが
必要なときは、トヨタ販売店にご相談
ください。
･ サイクルキャリア、バンパーガードな
どのアタッチメントパーツ
･ フォグランプ、フェンダーポール、ラ
ジオアンテナなどの部品
･ ホーンやスピーカーなどの高周波音を
出す部品
･ 字光式ナンバープレートなど

l次のような状態のときは、システムが
地面や壁などを障害物として検知する
ことがあります。
･ 積載などにより、車高が極端に変わっ
ているとき
･ 後退方向に極端な上り坂があるとき

･ 後退方向に縁石があるとき
･ 草や砂利が多い道路や穴やわだちがあ
る地面を後退しているとき
･ 狭いトンネルや狭い橋、狭い道路、狭
いガレージなど、物や壁が車両に隣接
した場所で後退しているとき
･ 極端な上り坂または下り坂を後退して
いるとき

･ 段差を後退しているとき

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、後退時
に自車の真後ろの静止車両や壁
などの障害物を検知して表示と
警報音でお知らせします。
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シフトレバーをRに（メータのシフトポジション表示がRに変化）し障
害物を検知すると、障害物との距離の範囲がメーターに表示され、警報音
が鳴ります。
警報音は障害物との距離によって3段階に変化し、近づくほど間隔が短
くなります。

警告
l安全運転を行う責任は運転者にある。
後退時には、ブレーキペダルを踏め
る状態で、必ず目視によって周辺状
況を確認する。

･ クリアランスソナーの検知性能・制
御性能には限界があります。天候や
周囲の状況、車両の状態により、警
報音が遅れたり、作動しなかったり
する場合があります。

･ クリアランスソナーは、歩行者や動
物、動いているものを認識するよう
に設計されていません。

lクリアランスソナーだけに頼った後
退は、絶対にしない。

･ システムを過信すると思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合、死亡事故に至るおそれ
があります。

クリアランスソナーの作動
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知識
クリアランスソナーの音量を設定するこ
とができます。（P.333）

次のようなときには、クリアラン
スソナーが一時停止します。
l ソナーセンサーに氷や雪、泥な
どが付着したとき

l クリアランスソナーのソナーに
近い周波数の音を検知したとき

このとき、クリアランスソナー
OFF表示灯／一時停止表示灯が点
灯します。

システムに異常があると点灯しま
す。トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

マルチインフォメーションディス
プレイでクリアランスソナーの
ON／OFF を切り替えることがで
きます。（P.333）
クリアランスソナーは、割り込み
画面で、メーター操作スイッチの
を押して切り替えることもでき

ます。
クリアランスソナーをOFFにする
と、割り込み画面のアイコンの
「ON」が「OFF」に変わります。

警報パターン 障害物との距離の範囲 障害物との距離の表示

遠距離警報 110 cm～ 150 cm 緑

中距離警報 70 cm～ 110 cm 黄 +緑

接近警報 50 cm～ 70 cm 橙 +黄 +緑

最接近警報 50 cm以下 赤 +橙 +黄 +緑

クリアランスソナーの一時停止

RAB・クリアランスソナー警告
灯

クリアランスソナーをON／
OFFにするとき
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クリアランスソナーのON／
OFF

知識
エンジンを始動すると、クリアランスソ
ナーは自動的にONになります。
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EyeSight システムの作動音

システム作動音一覧

ブザー（音） 状態 参照先

ピーー…

プリクラッシュブレーキ：2次ブレーキ
および警報が作動したとき

P.148

RAB：ブレーキが作動したとき※1 P.204

ピピーン
全車速追従機能付 /追従機能付クルーズ
コントロール、定速クルーズコントロー
ルが自動解除されたとき

P.162，177，
187

ピピピ…

プリクラッシュブレーキ：1次ブレーキ
および警報が作動したとき

P.148
プリクラッシュブレーキ：車間距離警報
が作動したとき

全車速追従機能付 /追従機能付クルーズ
コントロールによるブレーキ踏み増し要
求警報が作動したとき

P.164，180

AT誤発進抑制制御が作動したとき※1 P.190

AT誤後進抑制制御の後退飛び出し抑制が
作動したとき※1

P.195

RAB：加速抑制が作動したとき※1 P.204

ピピピッ
車線逸脱警報が作動したとき P.197

ふらつき警報が作動したとき P.199

ピッ、ピッ、ピッ、
ピピーン

プリクラッシュブレーキによる自車の停
止後、ブレーキ制御が解除される直前

P.148

全車速追従機能付クルーズコントロール
を使用時に、先行車の停止に伴う自車の
停止後、ブレーキ制御が解除される直前
※1

P.162

RABによる自車の停止後、ブレーキ制御
が解除される直前※1

P.204
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※1作動音の有無はグレード、オプションにより異なります。
※2先行車を認識したとき、または先行車を認識しなくなったときのブザー（先行車捕
捉音）および 先行車発進お知らせのON／OFFの設定を変更できます。
（P.333）

ピッ

全車速追従機能付 /追従機能付クルーズ
コントロールをセット中に

･ 先行車を認識したとき※2

･ 先行車を認識しなくなったとき※2

･ 赤信号を認識したとき

P.156，165，
171，180

全車速追従機能付 /追従機能付クルーズ
コントロールと定速クルーズコントロー
ルを切り替えたとき

P.183

EyeSight システムが故障したとき P.212

EyeSight システムが一時停止したとき P.213

RAB/ クリアランスソナーが故障したと
き

P.205，206

RAB/ クリアランスソナーが一時停止し
たとき

P.205，206

ポピッ 先行車発進お知らせが作動したとき※2 P.201

ポーンポーン…
後退速度リミッターが作動しているとき
※1 P.195

ポッポッポッポッ
ポッ・・・

クリアランスソナー：中距離警報

P.204，206
ポポポポポ・・・ クリアランスソナー：接近警報

ポーーー クリアランスソナー：最接近警報

ブザー（音） 状態 参照先
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ブザー（ピッ）が鳴り、 （黄色）が点灯または点滅します。同時に、プ
リクラッシュブレーキOFF表示灯と車線逸脱警報OFF 表示灯が点灯しま
す。また、割り込み画面を表示します。

知識

l （黄色）が点灯または点滅したとき

は、安全な場所に停車して、一度エン
ジンスイッチをOFFにしてエンジンを
止めてから、再びエンジンを始動して
ください。

lエンジンを再始動しても （黄色）が

点灯または点滅し続けるときは、
EyeSight システムの異常が考えられ
ます。この場合、EyeSight システム

のすべての機能が停止します。通常走
行には支障ありませんが、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

lオートマチック車： （黄色）が点灯、

または点滅しているときは、RAB（後
退時ブレーキアシスト）は機能しませ
ん。

EyeSight システムの故障および一時停止

EyeSight システム（RAB、クリアランスソナーを含む）の異常を検知
すると、メーター内の表示灯でお知らせします。表示内容を確認し、適
切な処置を行ってください。

故障（ステレオカメラの位置・角度ずれ含む）

マルチインフォメーション
ディスプレイ

原因 処置

EyeSight システムの故障
またはステレオカメラの位
置・角度ずれが考えられま
す。

点検、調整などが必要です。
トヨタ 販売店にご相談くだ
さい。
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ブザー（ピッ）が鳴り、 （白色）が点灯します。同時に、プリクラッ
シュブレーキOFF表示灯および車線逸脱警報OFF表示灯が点灯します。
また、割り込み画面を表示します。
原因が解消されると一時停止が解除され、自動的に EyeSight が復帰します。

注意

走行中に （黄色）とエンジン警告灯

が同時に点灯したときは、高速走行を
避け、直ちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。エンジンなどに異常が
ある場合、EyeSight システムは使用
できません。

一時停止
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知識

（白色）が点灯しているときは、次の

ような現象が発生します。

l定速クルーズコントロールが使用でき
る場合があります。それ以外の
EyeSight システムの機能は使用でき
ません。

lオートマチック車：RAB（後退時ブ
レーキアシスト）が停止する場合があ
ります。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

原因 処置

ステレオカメラが前方を認
識しにくい

･ フロントウインドウガラ
スの汚れ、曇り

･ 悪天候時

･ 前方からの強い光

lフロントウインドウガラ
スをきれいにしてくださ
い。

l悪天候や前方からの光が
強い場合、その状況が解
消されしばらく走行する
と復帰します。状況が解
消して時間がたっても復
帰しない場合、トヨタ販
売店で点検を受けてくだ
さい。

低温または高温時

EyeSight が使用可能な温
度になると復帰します。室
内が常温でも復帰しない場
合、トヨタ販売店で点検を
受けてください。

･ EyeSight 起動中のとき

･ 車両が極端に傾いている
と判断したとき

･ エンジン始動後、プリク
ラッシュ2次ブレーキが
3回作動したとき

･ エンジンが停止したとき
（オートマチック車）

原因が解消されると復帰し
ます。このとき、復帰に時
間がかかる場合があります。
原因が解消して時間がたっ
ても復帰しない場合、トヨ
タ販売店で点検を受けてく
ださい。
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4-6. その他の運転支援機能

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドアミラーのBSD／ RCTA接近
表示灯が点灯、点滅して運転者に
危険を知らせます。

BSD／ RCTA接近表示灯

知識
l強い日差しのもとでは、BSD／ RCTA
接近表示灯が見えにくいことがありま
す。

l後方車両からのヘッドランプによって、

BSD／RCTA（後側方警
戒支援システム）★

BSD／ RCTAは、隣接車線の
後方から接近する車両や、後退
時に左右から接近する車両の存
在を知らせることにより、車線
変更時や後退時の後側方確認を
アシストするシステムです。

警告
BSD／ RCTAについて次のことをお
守りください。守らないと思わぬけが
や重大な事故につながるおそれがあり
ます。

l車線変更や後退時には必ず目視で周
辺状況を確認する。

･ 道路、天候、交通状況などにより、
隣接車線に車両が存在する場合や、
左右から接近する車両が存在する場
合でも、BSD／ RCTAが作動しな
かったり、作動が遅れたりする場合
があります。

lシステムを過信しない。

･ 安全な車線変更や後退の可否を判断
したり、車両や障害物との接触を自
動的に防ぐ機能ではありません。

･ システムを過信すると最悪の場合、
死亡事故につながるおそれがありま
す。

注意
lリフトアップするときや、シャシー
ダイナモメーターやフリーローラー
などを使用するときは、必ずBSD
／ RCTAを OFFにする。

･ BSD／ RCTAが予期しない作動を
する可能性があります。

l車両などをけん引するときは、必ず
BSD／ RCTAを OFFにする。

･ BSD／ RCTAが予期しない作動を
する可能性があります。

l車両後部に自転車またはスキー・ス
ノーボード固定用のリヤキャリアな
どを取り付けた場合は、必ずBSD
／ RCTAを OFFにする。

･ BSD／ RCTAが予期しない作動を
する可能性があります。

BSD／ RCTAの作動
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BSD／ RCTA接近表示灯が見えにく
くなることがあります。

lランプ類が点灯していて周囲が暗いと
き、インストルメントパネル照度調整
ダイヤルに連動してBSD／ RCTA接
近表示灯が減光します（明るさを調整
することはできません）。インストルメ
ントパネル照度調整ダイヤルを一番上
（●印部分）に回すと減光はOFF にな
ります。（P.60）

n 死角検知機能
車速約12 km/h 以上で走行中、
ピラー左右後方の死角にある車両
を検知すると、BSD／ RCTA接
近表示灯が点灯します。運転者が
BSD／ RCTA接近表示灯の点灯
した側に方向指示器のレバーを操
作した場合は、BSD／ RCTA接
近表示灯が点滅して警告します。

n 車線変更支援
車速約12 km/h 以上で走行中、
隣接する左右車線内に高速で接近
する車両を検知すると、BSD／
RCTA接近表示灯が点灯します。
運転者がBSD／ RCTA接近表示
灯の点灯した側に方向指示器のレ
バーを操作した場合は、BSD／
RCTA接近表示灯が点滅して警告
します。

n 後退時支援
後退時に左右から接近してくる車
両を検知すると、接近状態に応じ
てBSD／ RCTA接近表示灯が点
滅し、警報音が鳴ります。

 接近する車両を検知しにくいと
き

後退時において、駐車枠線が斜め
に引かれた駐車スペースに駐車し
ている場合は、周囲の駐車してい
る車両によりBSD／ RCTAの作
動範囲が制限されます。

駐車している車両
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接近する車両

知識
l後側方レーダーの検知性能には限界が
あります。次のような場合にはBSD／
RCTAの検知性能が低下し、正常に作
動しないことがあります。

･ 後側方レーダー付近のリヤバンパーが
変形、損傷したとき

･ リヤバンパーの後側方レーダー付近に
雪、氷、泥が付着しているとき

･ 雨、雪、霧など悪天候のとき
･ 雪道、水たまりなど、ぬれた路面を走
行するとき

l次のような車両などに対しては、後側
方レーダーが検知しないか、もしくは
検知しにくいことがあります。

･ 小型の二輪車、自転車、歩行者、道路
上および道路端の構造物

･ レーダーの電波が反射しにくい形状の
車両（車高の低い空荷のトレーラー、
スポーツカーなど）

･ 隣車線後方の検知エリアや、後退時の
左右側方の検知エリアにいても、自車
に接近してこない車両（接近車両は
レーダーの検出データをもとにシステ
ムが判断しています）

･ 自車との速度差がかなり大きい車両
･ 自車とほとんど速度差がなく、長い時
間並走している車両

･ 対向車
･ 2車線隣にいる車両
･ 自車よりもかなり遅い速度で隣車線を
走行中に、急激に速度を上げて自車を
追い越そうとする車両

l次のような場合は、BSD／ RCTA接近
表示灯の点灯／点滅および警報音の警
告が遅れるか、作動しないことがあり
ます。

･ 車両が、2車線隣の車線から隣車線に
車線変更してきたとき

･ 急勾配を走行している、または急勾配
の上り下りが連続した坂道を走行して

いるとき
･ 自車と隣車線の車両が、互いの車線の
端を走行しているとき
･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近しているとき
･ 回転半径が小さいとき（急カーブや交
差点を曲がるときなど）
･ 走行車線と隣接する車線間で高低差が
あるとき
･ BSD／ RCTAを ONにした直後
･ シフトレバーをRに入れた直後
･ 荷室に非常に重い荷物を載せていると
き

l後退時、次のような場合はBSD／
RCTA接近表示灯の点滅および警報音
の警告が遅れるか、作動しないことが
あります。
･ 傾斜のある駐車スペースから出るとき
･ 隣に大型車両が駐車しているとき
･ 勾配がついた路面で後退しているとき
･ 後退速度が速いとき

l後退時において、駐車枠線が斜めに引
かれた駐車スペースに駐車している場
合は、次のような現象が発生する可能
性があります。
･ BSD／ RCTA接近表示灯の点滅およ
び警報音の警告が遅れるか、作動しな
い
･ 車両前方を通過する車両を検知して、
BSD／ RCTA接近表示灯が点滅し、
警報音が鳴る

l次のような場合には、2車線横の車両を
検知することがあります。
･ 自車が車線端に寄って走行していると
き
･ 2車線横の車両が車線端に寄って走行
しているとき

l道路上および道路端に構造物（ガード
レール、トンネル、側壁など）がある
とき、BSD／ RCTA接近表示灯が点
灯することがあります。
･ ガードレールやコンクリート壁などが
並行している場合
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･ ガードレールや側壁の幅が狭くなって
いるところ

･ トンネルの出入口やトンネル内の側壁、
非常駐車帯や待避所

l後退している方向に建物や路壁などが
あるとき、BSD／ RCTA接近表示灯
が点滅し、警報音が鳴ることがありま
す。

l市街地の交差点を曲がるとき、多車線
の交差点を曲がるときなどに、BSD／
RCTA接近表示灯が点滅することがあ
ります。

l警報音の音量を設定できます。

（P.333）

BSD／ RCTAが一時停止すると、
BSD／ RCTA OFF 表示灯が点灯
し、割り込み画面を表示します。
（P.299）
状況が改善されると正常復帰しま
すが、BSD／ RCTA OFF 表示灯
が長時間点灯し続ける場合は、す
みやかにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

n 一時停止
極めて高温または低温の環境で使
用したときや、バッテリー電圧の
異常が発生したとき、または後側
方レーダーの取り付け角度が著し
く変化していると後側方レーダー
が判断したときに表示します。
n 一時停止（レーダー検知不能）
後側方レーダーの検知性能が低下
したときに表示します。

警告
周囲の駐車している車両によりBSD
／ RCTAの作動範囲が制限され、接近
する車両の検知ができない場合や、遅
れる場合があります。必ず、運転者の
責任において目視によって周辺状況を
確認してください。

BSD／ RCTAの一時停止
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メーターでBSD／ RCTAをOFF
に設定することができます。
（P.333）
BSD／ RCTAをOFF にすると、
BSD／ RCTA OFF 表示灯が点灯
します。復帰したときは、左右の
ドアミラーのBSD／ RCTA接近
表示灯が数秒間点灯します。

知識
エンジンスイッチをOFF にし、再度ON
にした場合は、OFFにする前のBSD／
RCTA ON／ OFF 状態が保持されます。

システムに異常が発生したときは
BSD／ RCTA警告灯が点灯し、
割り込み画面を表示します。トヨ
タ販売店で点検を受けてください。
（P.299）

後側方レーダーはリヤバンパーの
内側に左右ひとつずつ取り付けら
れています。

後側方レーダー

BSD／ RCTAを OFFにすると
き

BSD／ RCTA警告灯

後側方レーダーの取り扱いにつ
いて

注意
BSD／ RCTAの正しい作動のため、
次のことをお守りください。

l後側方レーダー付近のバンパー表面
は、いつもきれいにしておく。

l後側方レーダー付近のバンパー表面
にステッカーなどを貼り付けない。

･ 詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

l後側方レーダー付近のバンパーを改
造しない。

l後側方レーダー付近のバンパーを塗
装しない。

l後側方レーダー付近のバンパーへの
強い衝撃を与えない。

･ 後側方レーダーの取り付け位置がず
れると、検知範囲に入った車両を検
知できないなど、システムに異常が
起こるおそれがあるので強い衝撃を
受けた際は、必ずトヨタ販売店で点
検を受けてください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

スポーツモードスイッチ、スノーモード
スイッチを押すと、ノーマルモード、ス
ポーツモード、スノーモードが切りかわ
ります。
スポーツモードまたはスノーモードを解
除するときは、もう一度同じスイッチを
押します。
1 ノーマルモード
燃費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、通常の走行に適しています。

2 スポーツモード
スポーティな走行、カーブの多い山間地
などの走行に適しています。
スポーツモード表示灯が点灯します。
また、シフトレバーをDポジションで走
行中、スポーツモードに切りかえた場合、
D1からD6のあいだで選択されている
ギヤ段がメーターに表示されます。

3 スノーモード
雪道など、すべりやすい路面での発進・
走行に適しています。
スノーモード表示灯が点灯します。

注意
l後側方レーダーを分解しない。

ドライブモードセレクトス
イッチ★

走行・使用状況に合わせて次の
モードを選択できます。

走行モードを選択するには
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知識
nスポーツモードについて

lスポーツモードでは、低ギヤ段を使用
し、より高いエンジン回転数で変速し
ます。

l次のときはスポーツモードに切りかわ
らない場合があります。スポーツモー
ドに切りかわらないときは、ブザーが
鳴り、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

･ 全車速追従機能付クルーズコントロー
ルまたは定速クルーズコントロールを
使用しているとき

･ エンジンが冷えているとき

nスノーモードについて

スノーモードでは、すべり防止のため、1
速には入りません。

nスポーツ /スノーモードの自動解除

以下の場合、自動的にノーマルモードに
切りかわります。

lスポーツモードまたは、スノーモード
を選択して走行後、エンジンを切る

lスポーツモードで走行中に全車速追従
機能付クルーズコントロールまたは定
速クルーズコントロールを使用したと
き

lスポーツモードで自動的に2速での停
止・2速からの発進となったとき
（P.114）

エンジンスイッチをONにすると、
ヒルスタートアシストコントロー
ル作動表示灯が点灯します。
ヒルスタートアシストコントロー
ルが作動している場合は、点滅し
ます。

1 車両を安全で平坦な場所に停車
させる

パーキングブレーキが確実にかかってい
ることを確認してください。

2 エンジンスイッチをOFFにし
てエンジンを停止する

3 エンジンを始動し、ABS＆ブ
レーキアシスト警告灯とスリッ

ヒルスタートアシストコン
トロール

上り坂での前進時および下り坂
での後退時に、ブレーキペダル
から足を離しても一時的に制動
力を保持し、発進操作を補助し
ます。

ヒルスタートアシストコント
ロール作動表示灯について

ヒルスタートアシストコント
ロールを解除するには
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プ表示灯が消灯していることを
確認する

4 スイッチを長押しする（約
30秒）

TRC OFF 表示灯が点灯し、その後消灯
することを確認してください。

5 消灯後、5秒以内に スイッ
チを離し、2秒以内に再度
スイッチを押す

ヒルスタートアシストコントロール作動
表示灯が消灯し、その後点灯します。

6 エンジンスイッチをOFFにす
る

7 再度エンジンを始動し、ヒルス
タートアシストコントロール作
動表示灯が消灯していることを
確認する

ヒルスタートアシストコントロールが解
除されます。

ヒルスタートアシストコントロー
ルを作動可能状態にもどすには、
上記手順 1から手順 7を行ってく
ださい。

知識
nヒルスタートアシストコントロール設
定時の留意事項

lヒルスタートアシストコントロール作

動表示灯が消灯しない場合や途中で操
作を間違えた時は、一度エンジンス
イッチをOFF にして、手順 4からや
り直してください。

l スイッチもしくはTRACKスイッチ

を30秒以上押し続けるとTRC OFF
表示灯とVSC OFF 表示灯が消灯し、

スイッチおよび TRACKスイッチ

の以後の操作を受け付けなくなります。
この場合、VSCおよび TRCはノーマ
ルモードで作動します。(P.225) 一
度エンジンスイッチをACCまたは
OFF にし、再度エンジンを始動すれば

スイッチおよび TRACKスイッチ

の操作が有効になります。

nヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときにシステムが作動します。

lオートマチック車：上り坂での前進時
にシフトレバーの位置がDまたはMの
とき、または下り坂での後退時にシフ
トレバーの位置がRのとき

lマニュアル車：上り坂での前進時にシ
フトレバーの位置がR以外のとき、ま
たは下り坂での後退時にシフトレバー
の位置がRのとき

l車両停止状態のとき

lアクセルペダルを踏んでいないとき

lパーキングブレーキがかかっていない
とき

nヒルスタートアシストコントロールが
作動しないとき

次のときシステムは作動しません。

lオートマチック車：上り坂での前進時
にシフトレバーの位置がDまたはM以
外のとき、または下り坂での後退時に
シフトレバーの位置がR以外のとき
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lマニュアル車：上り坂での前進時にシ
フトレバーの位置をRにしたとき、ま
たは下り坂での後退時にシフトレバー
の位置をR以外にしたとき

lオートマチック車：アクセルペダルを
踏んだとき

lマニュアル車：クラッチがつながった
とき

lパーキングブレーキをかけたとき

lブレーキペダルから足を離して約2秒経
過したとき

lヒルスタートアシストコントロール作
動表示灯が消えているとき

lエンジンスイッチをACCまたはOFF に
したとき

nヒルスタートアシストコントロールに
ついて

lシフトレバーをRに入れて後退した後に
前進する場合、わずかに衝撃を感じる
ことがあります。

lヒルスタートアシストコントロールの
ブレーキ力が不十分なときは、再度ブ
レーキペダルを踏んでください。

l停車中はブレーキペダルを確実に踏ん
でください。

nシステムの故障について

次の場合はシステムが故障しているおそ
れがあります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

lスリップ表示灯が点灯したとき

lヒルスタートアシストコントロール作
動表示灯が消灯してブザーが鳴ったと
き

警告
nヒルスタートアシストコントロール
について

lヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面では、ヒルスタート
アシストコントロールが効かないこ
とがあります。

lヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐停車するための機能ではあ
りませんので、同機能を坂道での駐
停車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

lヒルスタートアシストコントロール
作動中に、エンジンを停止しないで
ください。ヒルスタートアシストコ
ントロールが解除され、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
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n ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
n ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
n VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。
n TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。TRC 機能の
一部として、ブレーキ LSD 機能
を有しています。
n ヒルスタートアシストコント
ロール

P.221

n EPS（エレクトリックパワース
テアリング）

電気式モーターを利用して、ハン
ドル操作を補助します。
n 緊急ブレーキシグナル
急ブレーキ時に非常点滅灯を自動
的に点滅させることにより、後続
車に注意をうながし、追突される
可能性を低減させます。

知識
nTRC・VSCが作動しているとき

TRC（ブレーキ LSD機能含む）・VSC
が作動しているときは、スリップ表示灯
が点滅します。

nTRCを停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRCが作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでもエンジンの出力
が上がらず、脱出が困難な場合がありま

す。このようなときに スイッチを押

すことにより、脱出しやすくなる場合が
あります。

この場合でも、ブレーキ LSD機能は作動
します。

TRCを停止するには スイッチを押し

ます。

TRC OFF 表示灯が表示されます。

もう一度 スイッチを押すと、システ

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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ム作動可能状態にもどります。

nTRACKモード

運転者が望むさまざまな運転を可能にす
るため2種類の制御モードを搭載し、
TRACKスイッチによって制御モードを
選択することができます。通常はノーマ
ルモードで安心してスムーズに走ること
ができます。

スイッチを1秒以上長押しすると、
TRACKモードに切りかわります。
TRACKモードを選択すると、VSCや
TRCなどの制御特性を調整することで、
よりスポーティーな走行が可能となりま
す。

TRACKモードにすると、メーター表示
が TRACKモード専用表示に切りかわり、
TRACK表示灯とVSC OFF 表示灯が点
灯します。

TRACKモード中に、 スイッチまたは

TRACKスイッチを押すとノーマルモー
ドに戻ります。

nTRCと VSCを停止するには

TRCと VSCを停止するには、停車時に
TRCを停止した状態または、TRACK

モードに切りかえた状態で スイッチ

を3秒以上長押しする

TRACKモードから TRCと VSCを停止

させる場合、 スイッチを押すとメー

ター表示がノーマルモードに戻りますが

そのまま スイッチを押し続けてくだ

さい。

TRC OFF 表示灯とVSC OFF 表示灯が
点灯します。

この場合でも、ブレーキ LSD機能は作動
します。（オートマチック車のみ）

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

nVSC モードの切りかえ

スイッチとTRACKスイッチの組み

合わせによって、以下のようにモードが
切りかわります。

走行状態 TRC VSC
ブレーキ LSD

機能
表示灯

通常走行 ノーマルモード ノーマルモード ノーマルモード 

悪路走行 OFF ノーマルモード ノーマルモード
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※1オートマチック車
※2マニュアル車

nABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSCの作動音と振動

lエンジン始動時や発進直後、ブレーキ
ペダルをくり返し踏んだときなどに、
エンジンルームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

l上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABSの作動時に、ブレーキペダルが小
刻みに動く

･ ABSの作動終了後、ブレーキペダルが
少し奥に入る

nEPSモーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの
音（“ウィーン”という音）が聞こえる
ことがありますが、異常ではありません。

nTRCや VSCの自動復帰について

TRCや VSCを作動停止にしたあと、次
のときはシステム作動可能状態にもどり
ます。

lエンジンスイッチをOFF にしたとき

l（TRCのみを作動停止にしている場合）

車速が50km/h をこえたとき
ただし、TRCと VSCの作動を停止し
ている場合は、車速による自動復帰は
ありません。

nEPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPSシステムのオー
バーヒートを避けるため、EPSの効果が
下がりハンドル操作が重く感じられるよ
うになります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、
停車し、エンジンを停止してください。
しばらくするともとの状態にもどります。

nTRACK モードの自動解除

TRACK モードを選択して走行後エンジ
ンスイッチをOFF にすると、自動でノー
マルモードにもどります。

n緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

l非常点滅灯が点滅していないこと

l車速60km/h 以上

lブレーキペダルが踏み込まれ、車両の
減速度から急ブレーキだとシステムに
より判断された

スポーツ走行

TRACKモード TRACK モード TRACK モード

OFF OFF

TRACKモード
※1

OFF※2

走行状態 TRC VSC
ブレーキ LSD

機能
表示灯
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n緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

l非常点滅灯を点滅させた

lブレーキペダルを離した

l車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。(P.333)

警告
nABSの効果を発揮できないとき

lタイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

l雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

nABSが作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABSは制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

l泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

l道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

l凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

nTRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRCや VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。

nスリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・VSCおよびブレーキ LSD機能
が作動中であることを知らせています。
常に安全運転を心がけてください。無
謀な運転は思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。表示灯が点滅した
ら特に慎重に運転してください。

nTRCや VSCをOFF にするときは

TRCや VSCは駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSCを作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSCを作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

nタイヤまたはホイールを交換すると
きは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（P.332）
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCなど、運転を補助するシ
ステムが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換すると
きは、トヨタ販売店に相談してくださ
い。



228 4-6. その他の運転支援機能

警告
nタイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。
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l 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

l バッテリーの点検を受けてくだ
さい。

l 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（後部タイヤ用）を使
用してください。
タイヤは4 輪とも必ず、指定サ
イズ・同一サイズ・同一メー
カー・同一銘柄および同一ト
レッドパターン（溝模様）のタ
イヤを装着し、タイヤチェーン
はタイヤサイズに合ったものを
使用してください。
（タイヤについて：P.263）

知識
nタイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

l安全に作業できる場所で行う

l後2輪に取り付ける

lタイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従う

l取り付け後、約100m走行したら締め
直しを行う

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告
n冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

l指定サイズ・同一サイズ・同一メー
カー・同一銘柄および同一トレッド
パターン（溝模様）のタイヤを使用
する

l空気圧を推奨値に調整する

l装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

l冬用タイヤを装着する際は、必ず4
輪とも装着する

nタイヤを修理・交換するとき（タイ
ヤ空気圧警報システム装着車）

トヨタ販売店へご依頼ください。
タイヤの取り付け・取りはずしはタイ
ヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影響
します。

nタイヤチェーン装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

l装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

l路面の凹凸や穴を避ける

l急加速、急ハンドル、急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
l ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を溶かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

l フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

l 外装ランプ・ドアミラー・ドア
ガラス・車両の屋根・タイヤの

周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いて
ください。

l 雪道を走行したり、吹雪の中で
駐車したときは、足まわりに雪
や氷が凍結し、ハンドルの切れ
やブレーキの効きが悪くなるこ
とがあります。付着している雪
や氷を取り除いてください。

l 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

l ブレーキシステムに雪や氷が付
着したまま凍結するとブレーキ
の効きが悪くなることがありま
す。

l 走行前に付着している雪や氷を
取り除いてください。

l 走行を開始するとき、お車や道
路の状況に十分注意してブレー
キの効きを確認してください。
効きが悪い場合には、回復する
まで走行中にブレーキペダルを
軽く踏み続けてください。

l 繰り返しペダルを踏み続けても
ブレーキの効きが回復しないと
きは、ブレーキの異常が考えら
れますので、直ちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

l ドアガラスが凍結した状態でド
ア開閉を行うと、安全装置が作
動し、ドア連動ガラス開閉機能
が正常に作動しなくなる場合が
あります。
その場合は、氷を溶かした後に、
以下の作業を行ってください。

1 すべてのドアが閉まっている状
態でドアガラスを半分程度の位
置まで下げる

警告
lカーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

注意
nタイヤチェーンの使用について

この車両に適合したトヨタ純正タイヤ
チェーンのご使用をおすすめします。
なお、トヨタ純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体に
あたり、走行のさまたげとなるおそれ
があるものもあります。市販のタイヤ
チェーンを使用する場合は、車体に干
渉しないことをあらかじめご確認くだ
さい。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くださ
い。

nタイヤチェーンの装着（タイヤ空気
圧警報システム装着車）

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に
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2 パワーウインドウスイッチを自
動全開の位置で押し続け、ドア
ガラスを全開にしたあと､さら
にスイッチを約1秒間押し続け
る

3 パワーウインドウスイッチを自
動全閉の位置で引き続け、ドア
ガラスを全閉にしたあと､さら
にスイッチを約1秒間引き続け
る

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

ガラス位置の再設定が行われ、安
全装置作動状態が解除されます。

知識
n寒冷地用ワイパーブレードについて

l降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

l高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

l パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトレバーをオートマチック
車はP、マニュアル車は下り坂
ではR上り坂では1速に入れて
駐車し、必ず輪止め※1をして
ください。

l オートマチック車:パーキングブ
レーキをかけずに駐車するとき
は、シフトレバーをＰに入れた
状態でシフトレバーが動かない
こと※2を確認してください。

※1輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

※2ブレーキペダルを踏まないでＰから
シフトするときにロックがかかりま
す。シフトできる場合は、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられま
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

注意
nガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。
ガラスがひび割れるおそれがあります。

運転するときは

駐車するときは
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5-1. エアコンとデフォッガーの使い方

助手席温度表示
助手席温度調節ダイヤル
風量 /吹き出し口表示
風量調節ダイヤル
運転席温度調節ダイヤル
運転席温度表示
AUTOスイッチ
リヤウインドウデフォッガ―＆ミラーヒータースイッチ
フロントデフロスタースイッチ
ON/OFF スイッチ
吹き出し口切りかえスイッチ
内外気切りかえスイッチ
A/Cスイッチ
SYNCスイッチ
MAX A/C スイッチ

n 温度を調整する 設定温度を上げるときは温度調節

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて
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ダイヤルを右へまわし、下げると
きは左へまわす
A/Cスイッチが押されていない場合は、
送風または暖房で使用できます。

n 風量を切りかえる
風量を増やすときは風量調節ダイ
ヤルを右へまわし、減らすときは
左へまわす
ON/OFFスイッチを押すと、ファンが止
まります。

n 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを押
す
押すたびに次のように吹き出し口が切り
かわります。

1 上半身に送風
2 上半身と足元（弱）に送風
3 上半身と足元に送風
4 足元に送風
5 足元に送風・フロントウインド
ウガラスの曇りを取る

n 内気循環／外気導入を切りかえ
る

内外気切りかえスイッチを押す

押すたびに外気導入・内気循環が切りか
わります。内気循環を選択しているとき
は、内外気切りかえスイッチの作動表示
灯が点灯します。

n 冷房・除湿機能
A/Cスイッチを押す
ONのときは、作動表示灯が点灯します。

n 急速冷房機能
MAX A/C スイッチを押す
ONのときは、作動表示灯が点灯します。
スイッチをONにすると冷房ON、設定
温度 LO、風量MAX、上半身に送風、内
気循環に自動で切り替わります。

n 停止機能
ON/OFF スイッチを押す
エアコン使用中、ON/OFF スイッチを押
すとエアコンは止まり、設定温度などの
表示灯が消灯します。

再度ON／OFFスイッチを押してON
にすると、止まる前の作動状態で作動し
ます。ただし、OFF にする前の状態が急
速冷房機能作動中だった場合は、急速冷
房機能をONにする前の作動状態で作動
します。

n フロントウインドウガラスの曇
りを取る

フロントデフロスタースイッチを
押す
冷房・除湿機能が作動し、風量が増えま
す。内気循環にしている場合は、外気導
入にしてください。（自動で外気導入に切
り替わる場合があります。）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

フロントデフロスタースイッチがONの
ときは、作動表示灯が点灯します。
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n リヤウインドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチがONのときは、作動
表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーは、約15 
分で自動的にOFF になります。

知識
nガラスの曇りについて

l車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、冷房・
除湿機能をONにすると、吹き出し口
から除湿された風が出るため、効果的
に曇りを取ることができます。

l冷房・除湿機能をONからOFFにする
と、ガラスが曇りやすくなります。

l内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

n外気導入・内気循環について

lトンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

l設定温度や室内温度により、自動的に
切りかわる場合があります。

n外気温度が0℃近くまで下がったとき

冷房・除湿機能をONにしても冷房・除
湿機能が働かない場合があります。

n換気とエアコンの臭いについて

l車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

lエアコン使用中に、車室内外のさまざ

まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停
止する場合があります。

nエアコンフィルターについて

P.271

nカスタマイズ機能で連続作動にしたと
き

連続作動は15 分間作動し、2 分間停止、
再度15 分間作動を繰り返します。
ただし、2 分間の作動停止中も表示灯は
点灯しています。作動を停止するときは
リヤウインドウデフォッガーをOFF にし
ます。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.333）

警告
nフロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

nリヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター作動中の警告

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。
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1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 ファンを止めたいときは、
ON/OFF スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識
nオート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

SYNCスイッチを押す
左右連動モードになり作動表示灯が点灯
します。

助手席の設定温度が運転席側の設定温度
に切り替わります。

作動表示灯が点灯しているときにSYNC
スイッチを押す、または助手席温度調節
ダイヤルを操作すると左右連動モードが
OFFになり、運転席と助手席の設定温度
がそれぞれの設定温度に切り替わります。

n 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

n 風向きの調整と吹き出し口の開
閉

 センター

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開閉する
 サイド

1 風向きを調整する

注意
nバッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。

オート設定で使用する

運転席と助手席の設定温度を同
じに設定する （左右連動モード）

吹き出し口の配置・操作
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2 吹き出し口を開ける
3 吹き出し口を閉じる

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n シートヒーター
スイッチを押してフロントシート
を暖める
作動するとインジケータが点灯します

警告
nフロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

フロントウインドウガラスの曇り取り
をさまたげないために、吹き出し口を
さえぎるようなものを置かないでくだ
さい。送風がさえぎられ、曇りが取れ
にくくなることがあります。

シートヒーター★

シートの表面を暖めることがで
きます。

警告
n低温やけどについて

次の方がシートヒーターにふれないよ
うにご注意ください。

l乳幼児、お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

l皮膚の弱い方

l疲労の激しい方

l深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・風
邪薬など）を服用された方

注意
nシートヒーターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しない
でください。

操作スイッチについて
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1 早く暖めたいときに使います。
暖まったら 2の位置にします。

2 保温するときに使います。通常
はこの位置で使用してくださ
い。

作動を停止するときは、押した側
と反対側のスイッチを軽く押して
ください。スイッチが中立の位置
にもどり、作動表示灯が消灯しま
す。

知識
n作動条件

エンジンスイッチがONのとき

n使用しないときは

スイッチを中立の位置にしてください。
インジケータが消灯します。

警告
n異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

l長時間連続使用しないでください。

l毛布・クッションなどを使用しない
でください。
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5-2. 室内灯のつけ方

インテリアランプ （P.240）
エンジンスイッチ照明

ドアカーテシランプ★
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ランプを点灯・消灯する

ドアの開閉に連動してランプの点
灯・消灯を切りかえる

1 ドア連動ON
2 ドア連動OFF

室内灯一覧

室内灯の位置

インテリアランプを操作するに
は
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知識
nイルミネーテッドエントリーシステム

ドア連動ONのとき、電子キーの検知・
ドアの施錠／解錠・ドアの開閉・エンジ
ンスイッチのモードにより、各部の照明
が自動的に点灯・消灯します。

nバッテリーあがりを防ぐために

lドア連動ON・半ドア状態でエンジンス
イッチをOFFにしたときに、室内灯が
点灯したままの場合、約20分後に自
動消灯します。

lエンジンスイッチをOFF にしてから約
20分経過すると、スイッチを操作して
も室内灯は点灯しなくなります。点灯
していた場合は、自動的に消灯します。
エンジンスイッチをOFF にしてからド
アを開閉したり、解錠などの操作をし
たりすると、操作をしてから約20分
後に点灯しなくなります。
ドアを開閉したり、解錠などの操作を
したりすると復帰します。

注意
nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。
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5-3. 収納装備

グローブボックス（P.242）
ボトルホルダー（P.243）
コンソールボックス（P.243）

カップホルダー／小物入れ★（P.244）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

レバーを引いて開ける

収納装備一覧

収納装備の位置

警告
n収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。
放置したままでいると、次のようなこ
とが起こるおそれがあり危険です。

l室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

l室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

グローブボックス
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知識
nボトルホルダーについて

lペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

lペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

n フタを開けるには
ボタンを押す

n フタを閉めるには
フタを中央へ押す
片側を操作すれば、反対側も連動して動
きます。

警告
n走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタが体に当たったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

ボトルホルダー

警告
n収納してはいけないもの

ボトルホルダーにはペットボトル以外
のものを置かないでください。
急ブレーキや事故により、収納してい
たものが飛び出したりして、思わぬ事
故につながりけがをするおそれがあり
ます。

注意
n収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。

コンソールボックス
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 センターコンソール（オートマ
チック車）

 コンソールボックス

警告
nコンソールボックスを使わないとき
は

コンソールボックスを使わないときは、
フタを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに収納していたもの
が飛び出したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

カップホルダー／小物入れ★

警告
n走行中の警告

やけどを防ぐために温かい飲み物には
フタを閉めておいてください。

ものを置くときは、次の注意事項を
守ってください。
急ブレーキや急ハンドル時などに収納
していたものが飛び出し、ペダル操作
のさまたげとなるおそれがあるほか、
運転者の注意力がにぶり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

l転がりやすいものや凹面より高さが
あるものを置かないでください。

l端よりも高くものを積み重ねないで
ください。

l端からはみ出してものを置かないで
ください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ラゲージマットを持ち上げる

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

三角表示板※を収納することがで
きます。

 タイプA

 タイプB

※三角表示板は、トヨタ販売店で購入す
ることができます。

知識
n収納について

三角表示板のケースの大きさや形状に
よっては、収納できない場合があります。

トランク内装備

ラゲージアンダートレイ★

三角表示板収納スペース★
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警告
n三角表示板を収納するときは

確実に固定されていることを確認して
ください。
確実に固定されていないと、急ブレー
キをかけたときなどに三角表示板が飛
び出し、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。
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5-4. その他の室内装備の使い方

DC5V/2.1A（消費電力10.5W）
の電源としてお使いください。
このUSB端子は充電専用であり
データ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
扱説明書もお読みください。
n 充電用USB端子を使用するには
フタを開けて使用する

知識
n充電用USB端子の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき

n充電用USB端子が正常に働かないおそ
れのある状況

lDC5V／ 2.1A（消費電力10.5W）を
こえる電力を要求する機器を接続した
とき

lパソコンと通信を行う機器を接続した
とき

l接続機器の電源がOFFのとき（機器に
より異なります）

l炎天下に駐車したあとなど、車室内の

温度が高いとき

n使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

DC12V/10A（消費電力120W）
以下の電気製品を使うときの電源
としてお使いください。
フタを開けて使用する

その他の室内装備

充電用USB端子

注意
n充電用USB端子の損傷を防ぐために

l端子部に異物を入れないでください。

l水や液体をかけないでください。

l充電用USB端子を使わないときはフ
タを必ず閉じてください。端子部に
異物や液体が入ると故障やショート
の原因になります。

l強い力や衝撃を加えないでください。

l分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

n外部機器の損傷を防ぐために

l機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

l機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態で、充電用
USB端子を長時間使用しないでくださ
い。

アクセサリーソケットを使うに
は
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知識
n作動条件

エンジンスイッチがACCまたはONの
とき

nエンジンスイッチをOFF にするとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。接
続したままにしておくと、エンジンス
イッチを正常にOFF することができなく
なる場合があります。

ハンドルにあるスイッチで、オー
ディオや、ナビゲーションシステ
ムを操作することができます。
装着されているオーディオ・ナビ
ゲーションシステムによっては、
操作が異なる場合があります。詳
しくは製品に付属の取扱説明書を
ご覧ください。

注意
nヒューズが切れるのを防ぐために

DC12V/10A（消費電力120W）を
こえないようにしてください。

nショートや故障を防ぐために

ソケットに異物が入ったり、飲料水な
どがかかったりしないように、使用し
ないときはフタを閉めておいてくださ
い。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態でアクセサ
リーソケットを長時間使用しないでく
ださい。

ステアリングスイッチ

警告
n運転中の操作について

運転中にステアリングスイッチを操作
するときは、十分注意してください。

サンバイザーを使うには
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1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

カバーを開けて使用する
バニティランプ装着車：カバーを開ける
とランプが点灯します。

バニティミラーを使うには

注意
n使用しないときは

バニティミラーを必ず閉じてください。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で長時間ラン
プを点灯しないでください。
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6-1. お手入れのしかた
外装の手入れ.............................252

内装の手入れ.............................255

ウルトラスエード®の手入れ
..................................................257

6-2. 簡単な点検・部品交換
ボンネット.................................259

ガレージジャッキ .....................261

ウォッシャー液の補充..............262

タイヤについて .........................263

タイヤ空気圧について..............270

エアコンフィルターの交換......271

電子キーの電池交換..................272

ヒューズの点検・交換..............275

電球（バルブ）の交換..............276
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6-1. お手入れのしかた

l 水を十分かけながら車体・足ま
わり・下まわりの順番に上から
下へ汚れを洗い落とす

l 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

l 汚れがひどいときは、研磨剤の
入っていない中性のカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

l 水をふき取る
l 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイール
コート・ガラスコートなど、トヨ
タケミカル商品を施工された場合
は、お手入れ方法が異なります。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合
わせください。

知識
n自動洗車機を使うとき

lドアミラーを格納し、車両前側から洗
車してください。また、走行前は必ず
ドアミラーを復帰状態にもどしてくだ
さい。

lブラシで車体などに傷が付き、塗装を

損なうことがあります。

n高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

n洗車などで車に水をかけたとき

キーを携帯して洗車などで水をドアハン
ドルにかけた場合、施錠／解錠動作をく
り返すことがあります。その場合は次の
ような処置をして、洗車などをしてくだ
さい。

l電子キーを車両から2ｍ以上離れた場所
に保管する（電子キーの盗難に注意し
てください）

l電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する (P.80)

nホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール非装着車）

l中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

l洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

l塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。
･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない
･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

nホイール・ホイールキャップについて 
（マット塗装ホイール装着車）

マット塗装のホイール・ホイールキャッ
プの場合はお手入れ方法が異なります。

l水洗いで早めに汚れを落としてくださ
い。
汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄め
て使用してください。

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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l洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流し、柔らかい布で水滴をふ
き取ってください。

lスポンジまたは柔らかい布を用いて手
洗いで汚れを落としてください。

lマット塗装の損傷や艶が出ることを防
ぐために、次のことをお守りください。

･ コーティング剤やワックスは使用しな
い

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ タイヤクリーナやタイヤワックスを付
着させない

･ 乾いた布やブラシ等で磨いたり、こ
すったりしない

･ 自動洗車機を使用する際は、ホイール
専用ブラシでの洗浄は行わない

･ 高圧式スプレーガンやスチームクリー
ナは使用しない

･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

nブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

nブレーキキャリパーの塗装について
（brembo 製ブレーキ装着車）

l洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用
してください。 研磨剤の入った洗剤や硬
いブラシは塗装を傷めますので使用し
ないでください。

lブレーキキャリパーが熱いときは、洗
剤は使用しないでください。

l洗剤を使用したあとは早めに十分洗い
流してください。

nバンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

nメッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

l中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

l乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

l油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
n洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

n排気管およびデュアルエキゾースト
パイプについて

排気管およびデュアルエキゾーストパ
イプは排気ガスにより高温になります。
洗車などでふれる場合は、十分に排気
管およびデュアルエキゾーストパイプ
が冷めてからにしてください。やけど
をするおそれがあります。

nリヤバンパーについて

リヤバンパーの塗装に傷がつくと、シ
ステムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。トヨタ販売店にご相談く
ださい。

lBSD／ RCTA★

lRAB★

lクリアランスソナー
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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注意
n塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

l次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

l塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

lホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

nサイドシルプレート★の保護フィル
ムについて

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

保護フィルムは必ずはがしてください。
状況によっては錆の原因になるおそれ
があります。

nランプの清掃

l注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

lランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

nワイパーアームの損傷を防ぐために

ワイパーアームを立てるときは、必ず
運転席側を先に立ててから助手席側を
立ててください。また、元に戻すとき
は、必ず助手席側から先に戻してくだ
さい。

n高圧洗浄機を使用するときは

ノズルの先端を、下記部品の結合部や
ブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近づけすぎないで
ください。
高い水圧がかかることにより、部品が
損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

lモール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

lフロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

l高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。
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l 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

l 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1％に薄めてやわら
かい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
nカーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

nシートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

nメーターバイザーの取り扱いについて

メーターバイザーの上に物を置かないで
ください。メーターバイザーの色が移る
おそれがあります。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

室内の手入れをするには

警告
n車両への水の浸入

l車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。
電気部品などに水がかかると、故障
や車両火災につながるおそれがあり
危険です。

lSRSエアバッグの構成部品や電気配
線をぬらさないでください。
（P.26）
電気の不具合により、SRSエアバッ
グが作動したり、正常に機能しなく
なり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

n内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
n清掃するとき使用する溶剤について

l変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール、その他の酸性やアルカ
リ性の溶剤
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l 掃除機などでほこりや砂を取り
除く

l 薄めた洗剤をやわらかい布に含
ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約5%に薄め
て使用してください。

l 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤をふき取る

l 乾いたやわらかい布で表面の水
分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識
n本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

注意
l艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。
インストルメントパネルやその他内
装の塗装のはがれ・溶解・変形の原
因になるおそれがあります。

lエアコンなどの電装品や各種スイッ
チ、ならびにこれらの周辺の清掃に
は、シリコーン（ケイ素高分子化合
物）を含有するケミカル剤を使用し
ないでください。
これらの部品にシリコーン（ケイ素
高分子化合物）が付着した場合は、
電装品の故障の原因となるおそれが
あります。

n床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因となったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

nフロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.136）
nリヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

l熱線を損傷するおそれがあるため、
ガラスクリーナーなどを使わず、熱
線にそって水またはぬるま湯を含ま
せた布で軽くふいてください。

l熱線を引っかいたり、損傷させない
ように気を付けてください。

nインストルメントパネルの手入れを
するときは

インストルメントパネル表面に細かい
砂粒などが入り込んで布で拭き取れな
いときは、鉄粉除去用粘土を水でぬら
さず使用してください。
ブラシやスポンジなどを使用して無理
に拭き取ろうとすると、表面を傷付け
たりスポンジの破片が残ってしまうお
それがあります。

本革部分の手入れをするには

注意
n革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に、次のことをお守りください。

l革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

l直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する
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l 掃除機などでほこりを取り除く
l 中性洗剤を水で約1％に薄めて
やわらかい布に含ませふき取る

l 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※ウルトラスエード®は東レ株式会社の
登録商標です。

l 月1回程度の定期的なお手入れ
を行うことをおすすめします。

1 布などに40 ℃程度のぬるま湯
をしみ込ませて固く絞り全体を
拭く

毛羽が強く乱れないように拭き取ってく
ださい。また、布はきれいなものを用意
し、一度拭き取った布の汚れはすすいで
十分に取り除いてからご使用ください。

2 乾いたらやわらかいブラシなど
で毛並みを整える

知識
n毛羽の付着汚れを取り除くときは

ほこりなどの付着汚れはやわらかいブラ
シなどで軽くブラッシングして取り除い
てください。それでも取れない場合は粘
着テープを使用して取り除いてください。

注意
lビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は

ウルトラスエード®の手入
れ★※

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

日常的なお手入れをするには

注意
ウルトラスエード®はスエード調製品
のため強いブラッシングはしないでく
ださい。毛羽立ち、毛羽落ちの原因に
なります。
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l 液体がこぼれた場合は、ティッ
シュペーパーなどを軽くあてて
吸い取る

l 乾燥して固着してしまった泥や
コーヒーなどの汚れは、やわら
かいブラシなどで汚れ部分を軽
くブラッシングして取り除く

その後、掃除機で乾燥汚れを吸い取るこ
とをおすすめします。

これらの方法で汚れが取れない場
合は、次の手順で汚れを取り除い
てください。
1 布などに40 ℃程度のぬるま湯
をしみ込ませて固く絞り、汚れ
部分を外側から内側に各方向か
ら軽く拭く

毛羽が強く乱れないように拭き取ってく
ださい。また、布はきれいなものを用意
し、常にきれいな部分を使用してくださ
い。

2 表面の毛羽が乱れた場合は、や
わらかいブラシなどで軽くブ
ラッシングする

3 表面を完全に乾燥させる

用意するもの
l ベンジン、ぬるま湯または純正
エチルアルコール（果実酒用）
をしみ込ませた布

l 乾いた布
1 乾いた布やティッシュペーパー
で汚れが広がらないようにでき
るだけ拭き取る

2 ベンジン、ぬるま湯または純正
エチルアルコール（果実酒用）
をしみ込ませた布で汚れ部分を
外側から内側にたたいた後、乾
いた布で浮いた汚れをたたきな
がら吸い取る

3 表面の毛羽が乱れた場合は、や
わらかいブラシなどで軽くブ
ラッシングする

液体汚れについて

注意
n液体汚れを吸い取るときは

ティッシュペーパーなどを強く押さえ
すぎないでください。汚れがしみ込み
取りにくくなるおそれがあります。

油性の汚れについて
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6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを左方向に押して、ボン
ネットを開ける

3 ボンネットステーをステー穴に
差し込む

知識
nバッテリ端子をはずすときは

バッテリー端子をはずすと、コンピュー
ターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
n走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nけがを防ぐために

l走行後のエンジンルーム内は高温に
なっています。熱くなった部品にさ
わるとやけどなどの重大な傷害を受
けるおそれがあります。

lボンネットを開ける前にエンジンス
イッチを OFF にしてください。作動
中の部品に巻き込まれてけがなどの
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。しばらくたってからボンネット
を開けてください。

nボンネットを閉めるとき

lボンネットを閉めるときは、手など
を挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。
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警告
lステーを外してホルダーに収め、ボ
ンネットをゆっくり降ろしてボデー
に近くなったら（約 30 cm）手を離
します。確実にロックされているこ
とを確認してください。

nエンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

nボンネットステーをステー穴に差し
込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこな
いように、正しく差し込まれているか
確認してください。

注意
nボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

nボンネットを開けるときには

lワイパーアームは起こさないでくだ
さい。また、ワイパーを作動させな
いでください。ボンネットとワイ
パーアームが接触しボンネットを傷
つけるおそれがあります。

l風の強いときには十分注意して開け
てください。ボンネットが閉まるこ
とがあります。

lボンネットにトヨタ純正品以外のア
クセサリー用品を取り付けないでく
ださい。ボンネットの重量が極端に
重くなると、開けたときにステーが
支えきれなくなるおそれがあります。

nボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取り
はずし、クリップに正しくもどしてく
ださい。ボンネットステーが差し込ま
れた状態で閉めると、ボンネットが損
傷するおそれがあります。
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n フロント側

n リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取扱説明書に従って、安全に
作業してください。
ガレージジャッキを使用して車
両を持ち上げるときは、正しい
位置にガレージジャッキをセッ
トしてください。
正しい位置にセットしないと、
車両が損傷したり、けがをする
おそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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液面が LOWの位置に近づいたら
ウォッシャー液を補給してくださ
い。

知識
nゲージの使い方

ウォッシャー液の膜が張っているゲージ
の穴部の位置を確認して、ウォッシャー
液の残量を判断します。
残量がゲージの先端から2つめの穴部よ
り下まわった（LOWの位置まで低下し
た）ら、ウォッシャー液を補給してくだ
さい。

現在の液量

ウォッシャー液の補充

補充をするには

警告
nウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、エンジンなどにか
かると出火するおそれがあり危険です。

注意
nウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

nウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
l タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

l タイヤの亀裂・損傷の有無
l タイヤの溝の深さ
l タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
nタイヤ空気圧について

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。

標準タイヤ

前輪：240kPa（2.4kgf/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kgf/cm2）※

応急用タイヤ★

420 kPa (4.2 kgf/cm2）※

※タイヤが冷えているときの空気圧
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nタイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

n低偏平タイヤについて（17インチ／
18インチ装着車）

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくら
べてグリップ力が低下します。冬用タイ
ヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態
に応じた速度で注意深く運転するように
してください。

n低偏平タイヤの空気圧点検（17インチ
／18インチ装着車）

低偏平タイヤは、走行性能を優先したタ
イヤです。特に空気圧は定期的に点検し
てください。2週間に1回（最低でも
1ヶ月に1回）、または長距離ドライブの
前には、必ず空気圧を点検してください。

nタイヤのバルブについて

タイヤを交換するときは、バルブに変形・
亀裂・損傷がないか点検してください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
10,000kmごとに行ってくだ
さい。

タイヤの点検項目
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警告
n点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

l4輪とも必ず、指定サイズ・同一サ
イズ・同一メーカー・同一銘柄およ
び同一トレッドパターン（溝模様）
のタイヤを装着する

lメーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

lラジアルタイヤ以外を使用しない

lサマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

l他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明なタイヤは使用しない

n異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

l破裂などの修理できない損傷を与え
る

l車両が横すべりする

l車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

nタイヤ交換時の注意

l必ずナットのテーパー部を内側にし
て取り付けてください。(P.313)
テーパー部を外側にして取り付ける
と、ホイールが破損しはずれてしま
い、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

lねじ部にオイルやグリースをぬらな
いでください。
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。
またナットがゆるみホイールが落下
して、重大な事故につながるおそれ
があります。
オイルやグリースがねじ部について
いる場合はふき取ってください。

n異常があるホイールの使用禁止（ア
ルミホイール装着車）

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

注意
n低偏平タイヤについて（17インチ／
18インチ装着車）

低偏平タイヤのホイールは、路面から
衝撃を受けたとき、ホイールに通常よ
り大きなダメージを与えることがあり
ます。そのため次のことに注意してく
ださい。

l適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷する
ことがあります。
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿
命をのばすために、トヨタは定期
点検ごとのタイヤローテーション
をおすすめします。

前側

ディスクホイールに装着された空
気圧バルブ、および送信機が一定
周期ごとに各輪のタイヤ空気圧を
監視し、タイヤの空気圧の低下を
早期に知らせるタイヤ空気圧警報
システムが付いています。
l タイヤ空気圧警報システムが検
知した空気圧をマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
できます。

l 空気圧が一定値をこえて低下し
ている場合、画面表示と警告灯
で警報します。（P.297）

知識
nタイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく

注意
l段差や凹凸のある路面、路上に空い
た穴、平らでない舗道・縁石や他の
障害物を避ける
タイヤおよびホイールがひどく損傷
することがあります。

n走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。

n悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

タイヤ空気圧警報システム（タ
イヤ空気圧警報システム装着車）
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ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナン
スノート」を参照してください。

nタイヤ空気圧表示について

lエンジンスイッチをONにしたあと、空
気圧が表示されるまで約３分かかりま
す。また、空気圧が調節された場合も、
表示が更新されるまで約３分かかりま
す。

lタイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

l次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 中子式ランフラットタイヤを装着して
いるとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ /送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ /送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

l次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・

空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき
･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

l停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

lタイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できません。

nタイヤ空気圧警報システムの警報精度
について

タイヤ空気圧警報システムの警報精度は、
システムを初期化したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわず
かに低下している場合や、初期化したと
きより高い空気圧の場合でも警報するこ
とがあります。

タイヤやホイールを交換するとき
は、付けかえたホイールにも空気
圧バルブ／送信機を装着してくだ
さい。
バルブ／送信機を装着する場合は、
専用の ID コードをコンピューター
に登録する必要があります。
バルブ /送信機の IDコードは、ト
ヨタ販売店で登録してください。

知識
nホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の IDコード

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて（タイヤ空気圧警報シス
テム装着車）
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が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約10分走行したあとシステム異
常となり、タイヤ空気圧警告灯が約1分
間点滅、その後点灯します。 n 初期化が必要なとき

l タイヤローテーションを実施し
たとき

l 指定空気圧が複数ある場合に、
タイヤの指定空気圧を変更した
とき

l ID コードの登録を実施したとき
システムを初期化すると、現在のタイヤ
の空気圧が標準値として記憶されます。

n 初期化のしかた
1 車を安全な場所に駐車し、20
分以上エンジンを停止する

車両が動いているときは、初期化できま
せん。

2 タイヤの空気圧を指定の数値に
調整する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。タイヤ空気圧警報
システムは、この空気圧を基準として作
動します。

3 エンジンを始動する
4 タイヤ空気圧警告灯が3回点滅
するまでリセットスイッチを押
し続ける

タイヤ空気圧警報システム設定中のメッ

注意
nタイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

lタイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、トヨタ販売店へご相談くだ
さい。

lトヨタ指定の純正ホイールを使用し
てください。
トヨタ指定の純正ホイール以外を使
用すると、空気圧警報システムが正
しく作動しないおそれがあります。

lホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

lバルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが腐食
し、固着や空気漏れする恐れがあり
ます。

lバルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

nパンク補修液を使用したとき（タイ
ヤパンク応急修理キット装着車）

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くトヨタ販
売店で点検を受け、空気圧バルブ／送
信機を交換してください。

タイヤ空気圧警報システムを初
期化するには（タイヤ空気圧警
報システム装着車）
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セージが表示され、初期化を開始します。

5 エンジンスイッチをONにした
まま数分※ 待ち、その後エン
ジンスイッチをOFF にする

※設定が完了するには2 ～ 3 分かかり
ます。

知識
n初期化するときは

l通常は約30分以内の走行で初期化が完
了します。

l車速が約40km/h 以上のときに行われ
ます。

l必ず指定空気圧に調整した上で初期化
してください。
なお、空気圧の調整および初期化操作
は、タイヤが冷えた状態で行ってくだ
さい。

lタイヤ空気圧警報システムはお客様自
身で初期化することができます。適度
に右左折もしながら、直進走行をする
ことで初期化されますが、走行条件や

走行環境によっては、初期化が完了す
るまでに時間がかかる場合があります。

n初期化操作について

l初期化中にエンジンスイッチをOFF に
してしまった場合は、次回ONにした
とき、自動的に初期化処理が再開され
るため、あらためてリセットスイッチ
を押し直す必要はありません。

l初期化の必要がない状態で誤ってリ
セットスイッチを押してしまったとき
は、タイヤが冷えている状態で指定空
気圧に調整し、再度初期化操作を行っ
てください。

lタイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

nタイヤ空気圧警報システムの初期化が
うまくいかないとき

l次の場合は、初期化に時間がかかる場
合や、初期化できない場合があります。
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した

1時間以上走行しても初期化できない場
合は、エンジンをかけたまま安全な場所
に約20分間停車したあと、再度走行し
直してください。

l初期化中に車を後退させると、それま
でのデータがリセットされるため、再
度走行し直してください。

l初期化操作時に警告灯が3回点滅しない
場合、初期化されていないおそれがあ
りますので、初期化手順を最初からや
り直してください。

l上記の方法でも初期化できない場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。
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バルブ /送信機の IDコードは、ト
ヨタ販売店で登録してください。

知識
n ID コードの登録について

車1台に対して、最大2セット分のホ
イールの ID コードを登録することができ
ます。通常使用するタイヤとは別に、冬
用タイヤを装着したホイールの IDコード
をあらかじめ登録しておけば、冬用タイ
ヤへの交換時に ID コードを登録しなおす
必要がなく、便利です。
IDコードの切りかえについては、トヨタ
販売店にご相談ください。

1 車を安全な場所に駐車し、エン
ジンを始動する

2 リセットスイッチを3秒以内に
3回押す

3 タイヤ空気圧警告灯が3秒点灯
し、その後3回点滅する

4 タイヤ空気圧警告灯が1分間点
滅し、その後点灯する

5 ID コードの切りかえが完了す
ると、タイヤ空気圧警告灯が消
灯する

タイヤ空気圧がマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されていることを
確認してください。

警告
nタイヤ空気圧警報システムを初期化
するとき

必ず指定空気圧に調整してからリセッ
トスイッチを押してください。
お守りいただかないと、タイヤ空気圧
が低下してもタイヤ空気圧警告灯が点
灯しない、または適切な空気圧でもタ
イヤ空気圧警告灯が点灯してしまうこ
とがあります。

ID コードを登録するには（タイ
ヤ空気圧警報システム装着車）

IDコードを切りかえるには（タ
イヤ空気圧警報システム装着車）
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知識
nタイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

l燃費の悪化

l乗り心地や操縦安定性の低下

l摩耗によるタイヤ寿命の低下

l安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

nタイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

lタイヤが冷えているときに点検する

lタイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

l走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

l荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に1回以上実施してくださ
い。低偏平タイヤの場合、2週
間に1回、または長距離ドライ
ブの前には必ず空気圧を点検し
てください。（P.332）

警告
nタイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

l過度の摩耗

l偏摩耗

l操縦安定性の低下

lタイヤの過熱による破裂

lタイヤとホイールのあいだからの空
気漏れ

lホイールの変形、タイヤの損傷

l走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差
など）

注意
nタイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気が漏れ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。
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1 エンジンスイッチをOFFにす
る

2 グローブボックスを開き、ダン
パーステーのピンをはずす

3 グローブボックス側面を内側に
押し、手前へ引いて上部のツメ
をはずす

4 面が水平になるまでグローブ
ボックスをゆっくり開き、手前
に引いて取りはずす（そのまま
軽く引くとはずれます）

グローブボックスを無理に取りはずそう
とすると、ヒンジ や回転軸 が変形

し、グローブボックスが正しく閉まらな
かったり、建て付けが悪くなったりする
おそれがあります。

5 フィルターカバーを取りはずす

6 フィルターカバーからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

“ UP”マークの矢印が上を向くよ

うに取り付けます。

7 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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知識
nエアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは12,000kmまた
は12ヶ月毎に交換してください。

nエアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

知識
n電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

lスマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

l作動距離が短くなる

l マイナスドライバー
l リチウム電池CR2032

知識
nリチウム電池CR2032の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 メカニカルキーを抜く

注意
nエアコンを使用するときの注意

lフィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

lフィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

nグローブボックスを取りはずすとき
は

グローブボックスを無理に取りはずそ
うとすると、回転軸やヒンジが変形し、
グロ ーブボックスが正しく閉まらな
かったり、建て付けが悪くなったりす
るおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。
電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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2 溝部 にマイナスドライバーの
先端を差し込んでカバーをはず
す

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り出す
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

4 新しい電池の＋極を上にして図
のように挿入し、確実に取り付
ける

5 凹凸を合わせてカバーを確実に
取り付ける

知識
n電池交換後

電池交換後は、電池交換した電子キーを
携帯し、ブレーキペダルを踏まずにエン
ジンスイッチをONにしたあと、OFF に
します。

l電池交換をしても「キーの電池を交換
して下さい」の表示が消えないときは、
他の電子キーの電池が消耗している可
能性があります。他の電子キーの電池
を交換し、同じ手順で操作してくださ
い。

l電子キーは2 つ以上携帯して操作しな
いでください。

警告
n電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

l誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。
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警告
l電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

lカバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

l誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

n電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

l同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

l極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

l電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意
n電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

n交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

lぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

l電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

l電極を曲げない



275

6

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

1 エンジンスイッチをOFFにす
る

2 ヒューズボックスを開ける
 エンジンルーム
ツメを押しながら、カバーを持ち
上げる

 運転席足元
カバーを取りはずす

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

正常
ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

知識
nヒューズを交換したあとは

lカバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

l交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。

l交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

nバッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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るように設計されています。

切れた電球のW（ワット）数を確
認してください。（P.332）

後退灯

リヤフォグランプ★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n トヨタ販売店で交換が必要な電
球

次のランプが切れたときは、トヨ
タ販売店で交換してください。
l ヘッドランプ
l 車幅灯／デイタイムランニング
ランプ★

l フロント方向指示灯／非常点滅
灯

警告
n車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

l必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

lヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意
nヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で
交換できます。電球交換の難易
度は電球によって異なります。
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

電球の用意

バルブ位置
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l サイド方向指示灯／非常点滅灯
l リヤ方向指示灯／非常点滅灯
l 制動灯
l 尾灯／制動灯
l 番号灯
l ハイマウントストップランプ
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
nLEDランプについて

ヘッドランプ・車幅灯・デイタイムラン
ニングランプ★・フロント方向指示灯／非
常点滅灯・サイド方向指示灯／非常点滅
灯・リヤ方向指示灯／非常点滅灯・制動
灯・ハイマウントストップランプ・尾灯
／制動灯・番号灯は数個の LED で構成さ
れています。もし LED がひとつでも点灯
しないときは、トヨタ販売店で交換して
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nレンズ内の水滴と曇り

次のようなときは、トヨタ販売店にご相
談ください。ただし、レンズ内の一時的
な曇りは、機能上問題ありません。

lレンズ内側に大粒の水滴が付いている

lランプ内に水がたまっている

n電球（バルブ）を交換するとき

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。
一部の電球は過電流を防止する専用回路
に接続されているため、この車両指定の
トヨタ純正品以外は使用できない場合が
あります。

n 後退灯
1 クリップを 3ヶ所取りはずす
傷が付くのを防ぐため、ドライバーの先
端に布などを巻いて保護してください。

2 カバーのツメを外してから、カ
バー本体を取りはずす

3 ソケットを左にまわして取りは
ずす

電球交換のしかた
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4 電球を取りはずす

5 新しい電球を取り付け、ソケッ
トをランプ本体に挿し込み右に
まわして取り付ける

6 カバーを取り付ける
カバー本体側と車両側のツメの位置を合
わせ、カバーを車両前方へ押して取り付
けてください。

7 クリップを 3ヶ所取り付ける

n リヤフォグランプ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 クリップを 3ヶ所取りはずす
傷が付くのを防ぐため、ドライバーの先
端に布などを巻いて保護してください。

2 カバーのツメを外してから、カ
バー本体を取りはずす
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3 ソケットを左にまわして取りは
ずす

4 電球を取りはずす

5 新しい電球を取り付け、ソケッ
トをランプ本体に挿し込み右に
まわして取り付ける

6 カバーを取り付ける
カバー本体側と車両側のツメの位置を合
わせ、カバーを車両前方へ押して取り付

けてください。

7 クリップを 3ヶ所取り付ける

警告
n電球を交換するとき

lランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。

l電球のガラス部を素手でふれないで
ください。やむを得ずガラス部を持
つ場合は、電球に油脂や水分を付着
させないために、乾いた清潔な布な
どを介して持ってください。また、
電球を傷付けたり、落下させたりす
ると球切れや破裂することがありま
す。

l電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。
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警告
l電球、ソケット、電気回路、および
構成部品を、修理または分解しない
でください。感電による重大な傷害
の原因となります。

n後退灯・リヤフォグランプ★を交換
するときは

エンジンを停止して、十分に排気管お
よび周辺部品が冷めてからにしてくだ
さい。近くに排気管があるため、やけ
どをするおそれがあります。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

nお車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付
けられていることを確認してください。
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7-1. まず初めに

l 非常点滅灯（P.283）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車する

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

l 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる
2 車両の50m以上後方（ ）に
発炎筒（P.283）と停止表示
板を置くか、停止表示灯を使用
する

l 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

l 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ

い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
n停止表示板・停止表示灯について

l高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

l停止表示板のご購入については、トヨ
タ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。

もう一度押すと消灯します。

知識
n非常点滅灯について

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間
使用すると、バッテリーがあがるおそれ
があります。

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火さ
せる

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。
（トンネル内や可燃物の近くでは
使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには
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いでください。

知識
n発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる
 シフトレバーがNに入った場合
3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 エンジンを停止する
 シフトレバーがNに入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを2秒以上押
し続けるか、素早く3回以上連
続で押してエンジンを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
n発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

lトンネル内

lガソリンなど可燃物の近く

n発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

l使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

l発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車両を停止させてください。

車を停止するには



285

7

7-1. まず初めに
万
一
の
場
合
に
は

l ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

l ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。

l ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。

l 水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
n水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンが停止し、
再始動できなくなるおそれがあります。

警告
n走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき

ブレーキの効きが悪くなると共にハン
ドルが重くなるため、車のコントロー
ルがしにくくなり危険です。エンジン
を停止する前に、十分に減速するよう
にしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を
走行できるように設計されてい
ません。冠水路または冠水のお
それがある道路は、走行しない
でください。車両が水没や漂流
することが予想される場合は、
車内に留まると危険です。落ち
着いて次のように対処してくだ
さい。
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n緊急脱出用ハンマー※の使用について

合わせガラスは、緊急脱出用ハンマーで
割ることができません。
この車両のドアガラスに合わせガラスは
使用されていません。
※詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。

警告
n走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

l詳しい注意事項などを以下のURLで
確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/jpn/sust
ainability/social_contribution/tdrs
/emergency
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

やむを得ず他車にロープでけん
引してもらう場合は、車両運搬
車までの移動など、できるだけ
短距離にとどめてください。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nレッカー車でけん引するとき

必ず4輪とも持ち上げた状態で運搬し
てください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破損
したり、車の向きがかわり事故につな
がったりするおそれがあります。

n他車にけん引してもらうときの運転
について

lけん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

lエンジンスイッチをOFF にしないで
ください。
ハンドルがロックされ、ハンドル操
作ができなくなるおそれがあります。

nけん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

nけん引のあとは

けん引フックは必ず取り外してくださ
い。
そのままにしておくと、衝撃を受けた
ときSRS エアバッグとフューエルポ
ンプシャットオフシステムが正常に作
動しないおそれがあります。

注意
n車両の損傷を防ぐために

l他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度30km/h 以下、距離30km以
内でけん引する

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない
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次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
l エンジンはかかるが車が動かな
い

l 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図
の場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角

注意
lこの車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

n長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で4輪とも持ち上げた状態
でけん引してください。

レッカー車でけん引しないと、ブレー
キが過熱し効きが悪くなるおそれがあ
ります。

nリヤ側フックについて

やむを得ない場合以外は使用しないで
ください。装置の変形や車両の損傷な
どにつながるおそれがあります。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

注意
nレッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき
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度が 45°になるように固縛する

知識
車両運搬車に車両を載せたとき、車両が
自動で光軸を調整している場合がありま
す。照射方向が気になる場合はトヨタ販
売店で点検を受けてください。

他車にけん引してもらうときは、
けん引フックを取り付ける必要が
あります。手順に従って取り付け
てください。
1 トランク内のホイールナットレ
ンチ、マイナスドライバー、け
ん引フックを取り出す
（P.302, 310）
2 マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく

ださい。

3 上側のカバーをバンパーから取
りはずす

カバーを取りはずすときは、車両中央へ
引っ張るようにして取りはずしてくださ
い。

4 下側のカバーをバンパーから取
りはずす

カバーを取りはずすときは、カバーを上
へスライドさせて車両前方へ引っ張るよ

注意
n車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎない
でください。車両の損傷につながるお
それがあります。

他車にけん引してもらうとき
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うにして取りはずしてください。

5 けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

6 ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

7 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

8 ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：

0.3m平方（30cm×30cm）以上

25m以内
5m以内
白い布
けん引方向

9 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンを始動する

エンジンが始動しないときは、エンジン
スイッチをONにしてください。

10けん引される車両のシフトレ
バーをNにしてから、パーキン
グブレーキを解除する

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。
オートマチック車：シフトレバーがシフ
トできないときは：P.114

知識
nけん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

注意
nカバーを取りはずすときは

カバーを取りはずす際に無理な力を加
えないでください。変形したり破損し
たりするおそれがあります。
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n他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作が通常
より重くなったりします。

nホイールナットレンチについて

トランクに搭載されています。
（P.302, 310）

nリヤ側けん引フックについて

このフックは、自車より軽い車をやむを
得ず一般路上でロープによりけん引する
ときに使用することができます。

n他車をけん引するときは

BSD／ RCTA装着車は、BSD／ RCTA
を OFF にしてください。
けん引車によりレーダー波が妨げられ、
システムが正常に機能しません。

nリヤ側けん引フックを取り付けるには

リヤ側けん引フックを取り付けるときは、
手順に従って取り付けてください。
1 トランク内のホイールナットレンチ、
マイナスドライバー、けん引フックを
取り出す（P.302, 310）

2 マイナスドライバーを使ってフタをは
ずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく

ださい。

3 カバーをバンパーから取りはずす

4 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

5 ホイールナットレンチや金属の固い棒
などを使い確実に取り付ける
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システムが作動したあと、エンジ
ンを始動するには、次の手順に
従ってください。
1 エンジンスイッチをACCまた
はOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジンが止まってしまったと
きや、事故などにより衝撃を受
けたとき、フューエルポンプ
シャットオフシステムが作動し、
燃料供給を停止し、燃料もれを
最小限におさえます。

エンジンを始動するには

注意
nエンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、燃
料システムに損傷があり、修理する必
要があります。その場合はエンジンを
再始動しないでください。
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n ブレーキ警告灯（警告ブザー）

n ブレーキ負圧系警告灯

n 高水温警告灯（警告ブザー）

n 充電警告灯

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

lブレーキ液の不足
lブレーキ系統の異常

駐車ブレーキが解除されていないときも点灯します。解除後、消灯
すれば正常です。
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

ブレーキ負圧系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.323）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
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n 油圧警告灯

n エンジン警告灯（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

n ABS＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）

n パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

n 燃料残量警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

lエンジンの異常
lエンジン電子制御システムの異常
l電子制御スロットルの異常
lオートマチックトランスミッション電子制御システム★の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

SRSエアバッグシステム（シートベルトプリテンショナー含む）の
いずれかに異常
→ P.34

警告灯 警告内容・対処方法

lABSの異常
lブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約7L以下になった
→ 燃料を補給する
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n オートマチックトランスミッション油温警告灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n 半ドア警告灯

n 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー※2）

※1助手席シートベルト警告灯はオーバーヘッドコンソールに表示されます。
※2運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが
一定時間断続的に鳴ります。

n リヤ席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー※2）

※1オーバーヘッドコンソールに表示されます。
※2リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベ
ルト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると、警告ブ
ザーが一定時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

トランスミッションフルードの温度異常
→ トランスミッションフルードを冷却するために、安全な場所に停
車し、シフトレバーをPに入れてエンジンをかけたままにする。
しばらくして消灯すれば走行できます。
消灯しないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。

警告灯 警告内容・対処方法

いずれかのドアまたはトランクが確実に閉まっていない
→ 全ドアおよびトランクを閉めてください。

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用して
ください。

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する
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n BSD／ RCTA警告灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n SRH警告灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n RAB・クリアランスソナー警告灯（警告ブザー）

n スリップ表示灯（警告ブザー）

n LEDヘッドランプ警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

BSD／ RCTAの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

SRHの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

RAB/ クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

点灯した場合：
lVSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
lTRC（トラクションコントロール）システムの異常
lヒルスタートアシストコントロールシステムの異常

状況によっては異常がなくても点灯する場合がありますが、しばら
くして消灯すれば異常ではありません。
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

点滅した場合：
→ TRC・VSCおよびブレーキ LSD機能が作動中であることを知
らせています。常に安全運転を心がけてください。無謀な運転は
思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。表示灯が点滅した
ら特に慎重に運転してください。

警告灯 警告内容・対処方法

LEDヘッドランプの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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n オートヘッドランプレベラー警告灯（警告ブザー）

n マスターウォーニング（警告ブザー）

n EyeSight 警告表示灯（警告ブザー）

n タイヤ空気圧警告灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

nシートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

l助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅し、ブザーが鳴
ることがあります。

l助手席に座布団などを敷くと、セン

警告灯 警告内容・対処方法

自動光軸調整システムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

システムの異常時にブザーと共に点灯・点滅し、マルチインフォ
メーションディスプレイ上に警告メッセージを表示します。
→ P.299

警告灯 警告内容・対処方法

EyeSight の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が点灯した場合：

次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
l自然要因
lタイヤのパンク
→ 指定された空気圧に調整してください。調整して数分後に警告灯
が消灯します。空気圧を調整しても警告灯が消灯しない場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯が１分間点滅したあとに点灯した場合：

タイヤ空気圧警報システムに異常があります。
→ トヨタ販売店で点検を受けてください。
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サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

nパワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、また
は一時的に電圧が下がった場合に警告灯
が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあり
ます。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
（タイヤ空気圧警報システム装着車）

空気圧を確認し、適切な値に調整してく
ださい。

n自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて（タイヤ空気圧警報システム装着
車）

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

n応急用タイヤ★に交換した場合（タイヤ
空気圧警報システム装着車）

応急用タイヤには空気圧バルブ／送信機
は装備されていません。タイヤがパンク
した場合、応急用タイヤに交換しても空
気圧警告灯は消灯しません。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況（タイヤ空気
圧警報システム装着車）

P.266
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告
nABS警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店にご連絡ください。
ABSまたはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

nパワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

ハンドル操作が非常に重くなることが
あります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯したとき
は（タイヤ空気圧警報システム装着
車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

lできる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

lタイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯する場合はタイヤがパンク
している可能性があります。タイヤ
を確認し、パンクしている場合は応
急用タイヤ★に交換するか、タイヤ
パンク応急修理キット★で応急修理
し、最寄りのトヨタ販売店でタイヤ
を修理してください。
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知識
n警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

n警告ブザーについて

メッセージの内容によってブザーが鳴る
場合があります。
状況によっては、外部の騒音やオーディ

警告
l急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

nタイヤの破裂、突然の空気もれが発
生したときは（タイヤ空気圧警報シ
ステム装着車）

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意
nタイヤ空気圧警報システムについて
の注意（タイヤ空気圧警報システム
装着車）

l純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から発信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

l構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しない
でください。タイヤ空気圧警報シス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

lタイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、初期化スイッチ操作
（P.267）では解除できません。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。

マスターウォーニング
マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。
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オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

n販売店への連絡または点検をうながす
メッセージが表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

l 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをP（オートマ
チック車）もしくはR（マニュ
アル車）にする

パンクしたときは（タイヤ
パンク応急修理キット装着
車）

タイヤパンク応急修理キット装
着車には、スペアタイヤが搭載
されていません。

タイヤがパンクしたときは、タ
イヤパンク応急修理キットで応
急修理することができます。釘
やネジなどが刺さった程度の軽
度なパンクを応急修理できます。
（パンク補修液1本につき、応急
修理できるタイヤは1本です）
パンクしたタイヤの損傷状況に
より、応急修理キットでは応急
修理できない場合があります。
（P.301）

タイヤパンク応急修理キットで
応急修理したタイヤの修理・交
換については、トヨタ販売店に
ご相談ください。

警告
nパンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。短い距離の運転でも、
タイヤとホイールが修理できないほど
損傷したり、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

応急修理する前に
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l エンジンを停止する
l 非常点滅灯を点滅させる
l タイヤの損傷程度を確認する
釘やネジなどが刺さっている場合
のみ、タイヤを応急修理してくだ
さい。
･ タイヤに刺さっている釘やネジ
などは抜かないでください。抜
いてしまうと穴が大きくなりす
ぎ、応急修理ができなくなるこ
とがあります。

･ パンク補修液がもれないように
するため、パンク箇所が分かっ
ている場合は、パンク箇所が上
になるように車両を移動してく
ださい。

知識
n応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

lタイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

lタイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

lタイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

lタイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷が
あるとき

lホイールが破損しているとき

l2本以上のタイヤがパンクしているとき

l1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき
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けん引フック
ドライバ
タイヤパンク応急修理キット
ホイールナットレンチ

ボトル
速度制限ラベル
クイックリファレンスガイド
コンプレッサー

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置

タイヤパンク応急修理キットの内容／各部の名称
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 コンプレッサー

電源スイッチ
ホース

 ボトル

ホース
バルブ

知識
n応急修理キットについて

lパンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を
1回応急修理できます。使用したパン
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご
相談ください。コンプレッサーは、く
り返し使用できます。

l外気温度が-30℃～60℃のときに使用
できます。

l応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく
ださい。

lパンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

lパンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

l応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

l極低温下（-30℃～ -20℃）では修理剤
の粘度が高くなり、タイヤに流れ込む
までの時間が極端に長くなります。
極低温時は、修理剤ボトルを室内で温
めてから使用してください。

n応急修理キットの点検について

lパンク補修液の有効期限の確認は定期
的に行ってください。有効期限はボト
ルに表示されています。

l有効期限が切れたパンク補修液は使用
しないでください。応急修理キットに
よる修理が正常にできない場合があり
ます。

l有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、トヨタ販売店に
ご相談ください。

警告
n応急修理キットについて

l応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出したりして破損したり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

l応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。
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1 ラゲージマットを持ち上げる
（ラゲージマット装着車）

2 応急修理キットを取り出す
（P.302）

1 ボトルを数回上下に振り、ホー
スを取り出す

2 コンプレッサーのホースをボト
ルのバルブに接続する

締め付けが不十分な場合、パンク補修液
が漏れる可能性があります。

バルブ
3 パンクしたタイヤのバルブから
バルブキャップを取りはずす

バルブ

警告
l指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
パンク修理が完全に行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

nパンク補修液について

l誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

lもし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

l天然ゴムにアレルギーのある方がパ
ンク補修液に触れると、アレルギー
症状が出ることがあります。

タイヤパンク応急修理キットの
取り出し方

応急修理するときは
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バルブキャップ
4 ボトルのホースをパンクしたタ
イヤのバルブに接続する

締め付けが不十分な場合、パンク補修液
が漏れる可能性があります。

5 ボトルをコンプレッサーに接続
する

6 コンプレッサーのスイッチが
OFF であることを確認する

7 コンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに挿し込
む

エンジンスイッチはACCであること

電源プラグ
アクセサリーソケット

8 コンプレッサーのスイッチを
ONにし、パンク補修液を充填
する

9 空気圧が緑のゾーンになるまで
空気を充填する

一時的に空気圧計が300kPa
（3.0kgf/cm2）以上に上昇しますが、
徐々に減少します。
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10運転席から見やすい位置に、付
属のラベルを貼り付ける

11空気圧が緑のゾーンになったら
コンプレッサーのスイッチを
OFF にする

12アクセサリーソケットから電源
プラグを取り外し、タイヤのバ
ルブからホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

13バルブキャップを応急修理した
タイヤのバルブに取り付ける

14ホースをボトルに巻き付けなが
らバルブに接続します。

パンク補修液が車や衣服などを汚す可能
性があります。

15いったんトランクに収納する
タイヤ内のパンク補修液を均等
に広げるために、ただちに10
分間または5km安全に走行す
る

16走行後、平坦な場所に停車して
再度、応急修理キットを接続す
る

17コンプレッサーのスイッチを数
秒間ONにしてから再度OFF
し、空気圧を確認する

タイヤの指定空気圧は、運転席側の空気
圧ラベルで確認することができます。
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（P.263）

18空気圧が黄色のゾーンのとき
は、タイヤの指定空気圧まで空
気を入れる

空気圧が赤色のゾーンのときは、応急修
理できません。トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

19急ブレーキ、急加速、急ハンド
ルを避け、走行距離が約
200km以内、80km/h 以下
の速度で、トヨタ販売店まで慎
重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キットの
処理についてはトヨタ販売店にご相談く
ださい。
トヨタ販売店でタイヤを修理・交換する
ときに、パンク補修液注入済みであるこ
とを必ずお伝えください。

知識
n応急修理後のタイヤのバルブについて

応急修理キットを使用したときは、タイ

ヤのバルブを新品に交換してください。

n補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれて
います。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、トヨタ販売店、ま
たは都道府県知事の許可を受けた、専門
の廃棄物処理業者に処理をご依頼くださ
い。

警告
nタイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走行
すると、タイヤおよびホイールが損傷
し修理できなくなります。パンクした
状態で走行を続けると、タイヤ側面に
円周状の溝ができる場合があります。
この状態で応急修理キットを使用する
と、タイヤが破裂する危険があります。

nパンクしたタイヤを応急修理すると
き

l車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

l走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

lタイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。ホースの接続が不十分
な場合、空気がもれたり、パンク補
修液が飛散したりするおそれがあり
ます。

l空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。
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警告
l空気充填後は、ホースを取りはずす
ときや空気を抜くときにパンク補修
液が飛散する場合があります。

l作業手順に従って応急修理を行って
ください。
手順どおりに行わないとパンク補修
液が噴出する場合があります。

l破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチをOFF に
し、修理を中止してください

l応急修理キットは、長時間作動させ
るとオーバーヒートする可能性があ
ります。10分以上連続で作動させ
ないでください。

l応急修理キットが作動すると部分的
に熱くなります。使用中または使用
後の取り扱いには注意してください。
ボトルとコンプレッサー接続箇所付
近の金属部分は特に熱くなるのでふ
れないでください。

l速度制限シールは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などのSRSエアバッグ展開
部に貼ると、SRSエアバッグが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

n補修液を均等に広げるための運転に
ついて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害を受
けたり、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

l低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。

l車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、運
転を中止し、次のことを確認してく
ださい。
タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

注意
n応急修理をするとき

lタイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

l応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

l砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

n応急修理キットについて

l応急修理キットはDC12V専用です。
他の電源での使用はできません。

l応急修理キットにガソリンがかかる
と、劣化するおそれがあります。ガ
ソリンがかからないようにしてくだ
さい。

l応急修理キットはビニール袋に入れ
て砂ぼこりや水を避けて収納してく
ださい。

l応急修理キットはトランク内に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

l分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、空気圧計などに衝撃
を与えないでください。故障の原因
になります。
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l 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをP（オートマ
チック車）もしくはR（マニュ
アル車）にする

l エンジンを停止する
l 非常点滅灯を点滅させる

注意
n応急修理キットを使用したとき（タ
イヤ空気圧警報システム装着車）

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くトヨタ販
売店で点検を受け、空気圧バルブ /送
信機を交換してください。

パンクしたときは（応急用
タイヤ装着車）

パンクしたタイヤを、備え付け
の応急用タイヤと交換してくだ
さい。（タイヤについての詳しい
説明はP.263を参照してくだ
さい）

警告
nタイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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けん引フック
ドライバー
ジャッキハンドル
ホイールナットレンチ
応急用タイヤ
ジャッキ

工具とジャッキの位置

警告
nジャッキの使用について

次のことをお守りください。ジャッキ
の取り扱いを誤ると、車が落下して重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

l備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

lジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

lジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

l車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

l車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

l車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

l車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

l車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

l車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる
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1 ラゲージマットを持ち上げる
（ラゲージマット装着車）

2 カバーと留め具を取りはずす

1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

2 センターキャップをはずす（ス
チールホイール装着車）

マイナスドライバーを使用して、図の番
号順でセンターキャップのツメを外して
ください。
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

応急用タイヤの取り出し方

警告
n応急用タイヤを収納するとき

ボディと応急用タイヤとのあいだに、
指などを挟まないように注意してくだ
さい。

パンクしたタイヤの交換

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前
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3 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

4 ジャッキ頭部の凹み部が、
ジャッキセット位置の中央あた
りに軽くあたるまで、ジャッキ
の 部を手でまわす

5 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

6 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に

します。

警告
nタイヤ交換について

l走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。走行直後のディスクホイー
ルやブレーキまわりは高温になって
いるためタイヤ交換などで手や足な
どがふれると、やけどをするおそれ
があります。

l次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けると
きに、オイルやグリースがねじ部に
付いている場合はふき取ってくださ
い。

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
締め付けトルク：120N・m
（1224kgf・cm）

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する
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1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 応急用タイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

ナットのテーパー部 がホイールのシー

ト部 に軽くあたるまでまわす

テーパー部

シート部
3 車体を下げる

4 ホイールナットレンチを使用
し、図の番号順でナットを2、
3度しっかり締め付ける

締め付けトルク：120N・m
（1224kgf・cm）

5 すべての工具・ジャッキ・パン
クしたタイヤを収納する

知識
n応急用タイヤについて

lタイヤの側面に TEMPORARY USE 
ONLYと書かれています。応急用にの
み使用してください。

l空気圧を必ず点検してください。
（P.332）

nタイヤを交換したあとは（タイヤ空気
圧警報システム装着車）

タイヤ空気圧警報システムの初期化操作
を行ってください。（P.267）

警告
･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける

･ ナットを取り付けるときは、必ず
テーパー部を内側にして取り付ける。

応急用タイヤの取り付け
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n応急用タイヤを使用するとき（タイヤ
空気圧警報システム装着車）

応急用タイヤにはタイヤ空気圧バルブ送
信機が装着されていません。指定の通常
タイヤに交換し、正しい空気圧に調整す
るまではタイヤ空気圧警告灯は消灯しま
せん。

n後輪がパンクしたとき
1 前輪を応急用タイヤと交換する
2 パンクした後輪をはずした前輪と交換
する

nタイヤの格納について
1 センターキャップ付ホイールは、セン
ターキャップを取りはずす

2 留め具を取り付ける

留め具は必ず図の向きにして取り付けて
ください。

nセンターキャップを取り付ける時は
（スチールホイール装着車）

図のように をナットに取り付けたあ
と、マイナスドライバーを使用して図の
番号順でセンターキャップのツメを押し
込む
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

警告
n応急用タイヤを使用するとき

lお客様の車専用になっているため、
他の車には使用しないでください。

l同時に2つ以上の応急用タイヤを使
用しないでください。

lできるだけ早く通常のタイヤと交換
してください。

l急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避けてください。

l応急用タイヤは前輪に装着してくだ
さい

l摩耗限度（トレッドウェアインジ
ケーターまたはスリップサイン）を
こえて使用しないでください。

n応急用タイヤを装着しているとき

正確な車両速度が検出できない場合が
あり、次のシステムが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

･ ABS

･ VSC

･ TRC

･ EPS

･ プリクラッシュブレーキ

･ ブレーキアシスト★

･ ハイビームアシスト

･ 全車速追従機能付 /追従機能付ク
ルーズコントロール★
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警告
･ 定速クルーズコントロール

･ 車線逸脱警報

･ BSD／ RCTA★

･ RAB★

･ タイヤ空気圧警報システム★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n応急用タイヤ使用時の速度制限

応急用タイヤを装着しているときは、
80km/h 以上の速度で走行しないでく
ださい。
応急用タイヤは、高速走行に適してい
ないため、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

注意
n応急用タイヤ装着中は段差に注意

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装
着時にくらべ車高が低くなっています。
段差を乗りこえるときは注意してくだ
さい。

nタイヤチェーンの装着について

応急用タイヤには、タイヤチェーンを
装着しないでください。タイヤチェー
ンが車体にあたり、車を損傷したり走
行に悪影響をおよぼしたりするおそれ
があります。

nジャッキの収納について

ジャッキをジャッキホルダーへ収納す
るときは、ジャッキハンドル取付け部
をトランク内側へ向けて収納してくだ
さい。逆向きに収納すると、車体を損
傷するおそれがあります。

nタイヤを交換するとき（タイヤ空気
圧警告装置搭載車）

ホイール、タイヤの取り外し、取り付
け時、またはタイヤ空気圧警告バルブ
と送信機、タイヤ空気圧についてはト
ヨタ販売店にご相談ください。
正しく扱わないと、警告バルブと送信
機が損傷する可能性があります。
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次の原因が考えられます。
l 燃料が入っていない可能性があ
ります。給油してください。

l 燃料を吸い込みすぎている可能
性があります。再度、正しい手
順（P.109）に従って、エン
ジンをかけてください。

l エンジンイモビライザーシステ
ムに異常がある可能性がありま
す。（P.49）

次の原因が考えられます。
l バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.320）

l バッテリーのターミナルがゆる
んでいる可能性があります。

電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によっては、

エンジンを一時的な処置でかける
ことができます。（P.316）

次の原因が考えられます。
l バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.320）

l バッテリーのターミナルがはず
れている可能性があります。

l ステアリングロックシステムに
異常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしてもエンジンがかからないとき
は、トヨタ販売店にご連絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジ
ンが始動しないときは、次の手順
でエンジンが始動する場合があり
ます。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する
（P.120）

メーター内のブレーキ警告灯が点灯しま
す。

2 シフトレバーがP（オートマ
チック車）もしくはN（マニュ
アル車）の位置にあることを確
認する

3 エンジンスイッチをACCにす
る

4 ブレーキペダル（オートマチッ
ク車）もしくはクラッチペダル

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（P.109）に従っても、エンジ
ンがかからないときは、次のこ
とを確認してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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とブレーキペダル（マニュアル
車）をしっかり踏んでエンジン
スイッチを約15秒以上押し続
ける

上記の方法でエンジンが始動しても、シ
ステムの故障が考えられます。ただちに
トヨタ販売店で点検を受けてください。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのメカ
ニカルキーから、トヨタ販売店
でトヨタ純正品の新しいメカニ
カルキーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
n電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちの上、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。
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1 トランク内のカバーを取りはず
す

2 レバーを下げる

知識
n電子キーが正常に働かないときは

lスマートエントリー＆スタートシステ
ムの設定が非作動になっている場合に
は、作動可能に設定変更してください。
（P.83）

l電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。

設定されている場合は解除してください。
（P.80）

メカニカルキー（P.71）を使っ
て次の操作ができます。

給油扉が開かないときは

ドアが解錠されている状態で給
油扉の車両後端の中央部分を押
しても給油扉が開かないときは、
次の手順で給油扉を開けること
ができます。

給油扉を開くには

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（P.80）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、エンジンを始動したり
することができます。

注意
nスマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。

ドアの施錠・解錠



319

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

1 運転席ドア解錠
2 運転席ドア施錠

1 オートマチック車：シフトレ
バーがPの状態でブレーキペダ
ルを踏む
マニュアル車：シフトレバーが
Nの状態でクラッチペダルを踏
む

2 電子キーのトヨタエンブレム面
を手前に向けて、電子キーをエ
ンジンスイッチにふれるまで近
づける

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

スマートエントリー＆スタートシステム
の設定が非作動になっているときは、
ACCへ切りかわります。

3 オートマチック車はブレーキペ
ダル、マニュアル車はクラッチ

ペダルをしっかりと踏み込ん
で、マルチインフォメーション
ディスプレイに が表示され
ていることを確認する

4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
nエンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、
パーキングブレーキをかけ、シフトレ
バーをオートマチック車はP、マニュア
ル車はNにしてエンジンスイッチを押し
ます。

n電池交換について

ここで説明しているエンジンの始動方法
は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめしま
す。（P.272）

nオートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（P.50）

nモードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、オートマ
チック車はブレーキペダル、マニュアル
車はクラッチペダルから足を離してエン
ジンスイッチを押すと、エンジンが始動
せず、スイッチを押すごとにモードが切
りかわります。（P.111）

エンジン始動の方法
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ブースターケーブルと12Vの
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、エンジンを始
動させることができます。
1 電子キーを携帯していることを
確認する

2 ボンネットを開ける
（P.259）

3 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、
もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒
色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、
もう一方の端を金属部 につなぐ

ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次
の手順でエンジンを始動するこ
とができます。

エンジンを再始動するには
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バッテリーの＋端子（救援車）
バッテリーの－端子（救援車）
図に示す金属部

4 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約5分間自
車のバッテリーを充電する

5 エンジンスイッチがOFFの状
態でいずれかのドアを開閉する

6 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、エンジンスイッチを
いったんONにしてからエンジ
ンを始動する

7 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと
逆の順ではずす

エンジンが始動しても、早めにト
ヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

知識
nバッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

nバッテリーあがりを防ぐために

lエンジンが停止しているときは、ラン
プやオーディオの電源を切ってくださ
い。

l渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

nバッテリーがあがってしまったときは

コンピューターに記憶されている情報が
消去されます。バッテリーがあがったと
きはトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

nバッテリー端子をはずすときは

バッテリー端子をはずすと、コンピュー

ターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

nバッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長期間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

nバッテリーあがり時や取りはずし時な
ど

lバッテリー脱着直後はスマートエント
リー＆スタートシステムによるドアの
解錠ができない場合があります。解錠
できなかった場合はワイヤレスリモコ
ン、またはメカニカルキーで解錠・施
錠を実施してください。

lバッテリー脱着後、最初の始動操作で
はエンジンが始動できないことがあり
ますが異常ではありません。再度始動
操作を行ってください。

l車両は常にエンジンスイッチの状態を
記憶しています。バッテリーあがり時、
バッテリー脱着後は、バッテリーをは
ずす前の状態に復帰します。バッテ
リーを脱着する際は、エンジンスイッ
チをOFF にしてから行ってください。
バッテリーがあがる前の状態が不明の
場合、バッテリー接続時は特に注意し
てください。
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警告
nバッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがある他、感
電し重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

nバッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

lブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

l＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

lブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

lバッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

nバッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

lバッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、バッテリー液（酸）
が皮膚・衣服・車体に付着しないよ
うにする

l必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

l誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

l誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

lバッテリーや周辺部品の取り扱い後
は手を洗う

lお子さまをバッテリーに近付けない

n車の損傷を防ぐために

車両を押したり、引いたりして始動さ
せないでください。
触媒コンバーターが過熱し、火災の原
因になるおそれがあります。

注意
nブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

nブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。
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1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFF にしてから、エンジン
を停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、
ラジエーターコア部（放熱部）
やホースなどからの冷却水もれ
を点検する

注意
nドアを閉めるときは

ドアガラスを内側に倒すように力を加
えながらゆっくりと閉めてください。
ドア連動ドアガラス開閉機能が作動し
ないため、ドアガラスと車体が干渉し
て傷付き、ドアガラスが割れるおそれ
があります。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。

l 高水温警告灯（P.293）が
赤色に点滅または点灯したり、
エンジン出力が低下する（ス
ピードが出ないなど）

l マルチインフォメーション
ディスプレイに“エンジン冷
却液高温 販売店へ連絡してく
ださい”が表示される

l エンジンルームから蒸気が出
る

対処方法
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ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の“FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する

リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）
ラジエーターキャップ

5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

6 エンジンを始動し、エアコンを
作動させてラジエーター冷却用
のファンが作動しているか、お
よびラジエーターコアやホース

などから冷却水もれがないこと
を再度確認する

エンジンが冷えた状態での始動直後は、
エアコンをONにすることでファンが作
動します。ファンの音や風で確認してく
ださい。わかりにくいときは、エアコン
のON・OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨ
タ販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受ける

警告
nエンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

lエンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

l手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

lエンジンおよびラジエーターが熱い
うちはリザーバータンクキャップを
開けないでください。高温の蒸気や
冷却水が圧力によって噴き出すおそ
れがあり危険です。
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーをP（オートマチック
車）もしくはN（マニュアル
車）にして、エンジンを停止す
る

2 後輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 後輪の下に木や石などをあてが
う

4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーを確実にDまたは
R（オートマチック車）もしく
は1速またはR（マニュアル
車）にし、パーキングブレーキ
を解除して注意しながらアクセ
ルペダルを踏む

知識
n脱出しにくいとき

スイッチを押してTRCをOFFにし

てください。

注意
n冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するお
それがあります。

n冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

l冷却水用添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには
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警告
n脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

nシフトレバーを操作するとき（オー
トマチック車）

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意
nトランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

l後輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

l上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。



8
327

8

車
両
情
報

車両情報

8-1. 仕様一覧
メンテナンスデータ（油脂類の容量
と銘柄など）............................328

8-2. カスタマイズ機能
ユーザーカスタマイズ機能一覧
..................................................333



328 8-1. 仕様一覧

8-1. 仕様一覧

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、車を水平な場所
におき、エンジン始動前またはエンジンを暖機後に停止し、5分以上経過してからレ
ベルゲージで行ってください。オイル量の確認は、レベルゲージの両面を見て油面の
低い方で確認してください。

n 指定エンジンオイル
API 規格 SP/RCか、ILSAC規格
に合致したオイルをご使用くださ
い。0W-20は、優れた省燃費性
能を発揮できます。0W-20が入
手困難な場合は、5W-30もご使

用いただけます。なお、ILSAC規
格合格油の缶には ILSAC 
CERTIFICATION（イルサック
サーティフィケーション）マーク
がついています。

メンテナンスデータ（油脂類の容量と銘柄など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。

お車には、最も適したトヨタ純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」と
いいます）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク） 50

エンジンオイル

指定銘柄
容量［L］（参考値※）

オイルのみ交換
オイルとオイルフィ

ルター交換

推奨： 
トヨタ純正モーターオイル SP 0W-20
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 
0W-20
適合：
トヨタ純正モーターオイル SP 5W-30
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 
5W-30

4.8 5.0
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API マーク
ILSAC CERTIFICATIONマー
ク

n エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘
度特性を示しています。

※1オートマチック車
※2マニュアル車

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください

ラジエーター

指定銘柄 容量［L］（参考値）

トヨタ純正スーパーロングライフクーラ
ント50 ブルー

凍結保証温度

濃度50％　　－36°C

7.7※1

7.4※2

オートマチックトランスミッション

指定銘柄 容量［L］（参考値）

トヨタ純正オートマチックトランスミッ
ションフルードWS 7.5※
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n クラッチフルード

n クラッチペダル

※クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動
き量

n ブレーキフルード

マニュアルトランスミッション

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

トヨタ純正マニュアルトランスミッショ
ンギヤオイル LV 75W
(API GL-4, SAE 75W)

2.2

ディファレンシャル

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイ
ル LX
(API GL-5, SAE 75W-85)

1.15

クラッチ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 5

クラッチ切れ残り代※ 20以上

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A
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n ブレーキペダル

※エンジン回転時に300N（30kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値

カーペット
ブレーキペダル
すき間

n パーキングブレーキ

※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（" カチッ " という音）のこと
です。

項目 基準値［mm］

遊び 0.5 ～ 1.5

踏み込んだときの床板（カーペット）と
のすき間※

74

項目 基準値（回数）

引きしろ
操作力200N（20kgf）のときのノッチ
※数

7 ～ 8

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

1.5
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n サイズ・空気圧

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ホイールナット締め付けトルク

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※表に記載のないランプは LEDを採用しています。

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ
タイヤが冷えているときの

空気圧
kPa（kgf/cm2）

標準タイヤ

205/55R16 91V 16  6 1/2J

240（2.4）215/45R17 87W 17  7 1/2J

215/40R18 85Y 18  7 1/2J

応急用タイ
ヤ★

T135/80D16 101M 16  4T 420（4.2）

トルク［N・m（kgf・cm）］

標準タイヤ
120（1224）

応急用タイヤ

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外
後退灯 16

リヤフォグランプ★ 21

車内

インテリアランプ 8

ドアカーテシランプ★ 5

バニティミラーランプ★ 2

トランクランプ★ 5

車両仕様

型式 エンジン 駆動方式

ZN8 FA24（2.4L ガソリン） FR（後輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

8-2. カスタマイズ機能

n マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して または

を選択する

2 または を押して設定変更
したい項目にカーソルを合わせ
る

3 スイッチを押す

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。

マルチインフォメーションディスプレイの で設定変更可能

マルチインフォメーションディスプレイの で設定変更可能

トヨタ販売店で設定変更可能

n オートアラーム（P.50）

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
の操作により設定を変更するこ
とができる機能もあります。

設定を変更するには

警告
nカスタマイズ設定を行うとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nカスタマイズを行うときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

機能の内容 カスタマイズ設定

オートアラームの作動
lあり

lなし
― ― ○
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n メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（P.54, 57, 
62）

※機能についての詳しい説明はP.67を参照してください
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（P.73, 79）

機能の内容※ カスタマイズ設定

言語
l日本語

l英語
― ○ ―

初期演出
lあり

lなし
― ○ ―

GSI★（シフトポジション
表示）

lあり

lなし
― ○ ―

REV.( インジケーター )
lあり

lなし
― ○ ―

REV.( 回転数 )
l2000rpm～ 7400rpm

lなし（2000rpm）
― ○ ―

REV.( ブザー )
lあり

lなし
― ○ ―

警報音量

l小

l中

l大

― ○ ―

周囲の明るさにより、メー
ターの照度を自動減光する
ためのセンサーの感度調節

lレベル1～5

lOFF
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー）
lあり

lなし
― ○ ○

作動の合図（ブザー音量調
整）

lレベル1～7

lOFF
― ― ○

作動の合図（非常点滅灯）
lあり

lなし
― ○ ○
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

n ワイヤレスドアロック（P.70, 73）

n ドアロックスイッチ（P.75）

n トランク（P.75）

n パワーウインドウ（P.97）

解錠後、ドアを開けなかっ
たときの自動施錠までの時
間

l30秒

l60秒

l120秒

lOFF

― ○ ○

半ドア警告ブザー
lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ワイヤレス機能
lあり

lなし
― ― ○

トランク解錠時の操作

l1回押し続ける（短）

l1回押し

l2回押し

l1回押し続ける（長）

― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

キー閉じこみ防止機能
lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

機能の内容 カスタマイズ設定

電子キーなしでのトランク
開

lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ワイヤレスリモコン連動開
閉機能

lあり

lなし
― ― ○
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n 方向指示灯（P.119）

n アクティブサウンドコントロール★（P.121）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ランプ自動点灯・消灯システム（P.122）

n ランプ（P.122）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

機能の内容 カスタマイズ設定

レバーを途中まで動かした
ときの3回点滅する機能

lあり

lなし
― ○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

アクティブサウンドコント
ロールの作動

lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整 l-40%～ +40% ― ― ○

ウェルカムランプの作動時
間（乗車時）

l10秒

l20秒

l30秒

lOFF

― ― ○

ウェルカムランプの作動時
間（降車時）

l10秒

l20秒

l30秒

lOFF

― ― ○

ワイパー連動ヘッドランプ
点灯機能

lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

SRH（ステアリング連動
ヘッドランプ）★機能

lあり

lなし
○ ― ○

デイタイムランニングラン
プ★

lあり

lなし
― ― ○
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両
情
報

n ハイビームアシスト（P.125）

n PCB（プリクラッシュブレーキ）（P.142）

n 全車速追従機能付 /追従機能付クルーズコントロール（P.151, 
166）

n AT誤後進抑制制御★（P.194）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n LDW（車線逸脱警報）（P.197）

機能の内容 カスタマイズ設定

ハイビームアシスト機能
lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

PCB（プリクラッシュブ
レーキ）機能

lあり

lなし
○ ― ―

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車捕捉音
lあり

lなし
― ○ ―

加速レベル（クルーズコン
トロール加速レベル）

lレベル1（エコ）

lレベル2（コンフォート）

lレベル3（スタンダード）

lレベル4（ダイナミック）

― ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

後退速度リミッター

l低速

l中速

l高速

lOFF

― ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

LDW（車線逸脱警報）機能
lあり

lなし
○ ― ―
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n 先行車発進お知らせ（P.201）

n RAB（後退時ブレーキアシスト）★（P.202）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n クリアランスソナー（P.206）

n BSD/RCTA( 後側方警戒支援システム )★（P.215）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n 緊急ブレーキシグナル（P.224）

n エアコン（P.234）

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車発進（先行車発進お
知らせ）機能

lあり

lなし
― ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

RAB（後退時ブレーキアシ
スト）

lあり

lなし
○ ― ―

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能
lあり

lなし
○ ― ―

機能の内容 カスタマイズ設定

BSD/RCTA( 後側方警戒支
援システム ) 機能

lあり

lなし
○ ― ―

機能の内容 カスタマイズ設定

緊急ブレーキシグナルの作
動

lあり

lなし
― ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤデフォッガーの作動
l15分作動

l連続作動
― ○ ○
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両
情
報

n イルミネーション（P.240）

知識
n車両カスタマイズについて

解錠後、ドアを開けなかったときの自動
施錠が作動したときの合図は、“作動の
合図（非常点滅灯）”・“作動の合図音
量（ブザー音量調整）”の設定に依存し
ます。

n車両カスタマイズ画面について

次の状態になるとマルチインフォメー
ションディスプレイの車両カスタマイズ
画面は自動的に終了します。

l車両カスタマイズ画面表示後に警告
メッセージが表示された

lエンジンスイッチがOFF になった

l車両カスタマイズ画面表示中に走行し
始めた

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間

l7.5 秒

l15秒

l30秒

― ○ ○

エンジンスイッチOFF 後の
照明の点灯

lあり

lなし
― ― ○

解錠時の照明の点灯
lあり

lなし
― ― ○

接近時の照明の点灯
lあり

lなし
― ― ○

ルームランプの点灯
lあり

lなし
― ― ○
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342 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

l メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新
しいメカニカルキーを作ること
ができます。（P.317）

l 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（P.317）

l キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（P.272）

l エンジンスイッチがONになっ
ていませんか？

施錠するときは、エンジンスイッ
チをOFFにしてください。
（P.111）
l 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？

施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してください。
l 電波状況により、機能が正常に
働いていない可能性があります。

（P.80）

l オートマチック車：ブレーキペ
ダルをしっかりと踏みながらエ
ンジンスイッチを押しています
か？（P.109）

l マニュアル車：クラッチペダル
をしっかりと踏みながらエンジ
ンスイッチを押していますか？
（P.109）

l オートマチック車：シフトレ
バーはPになっていますか？
（P.109）

l キーが車内の検知される場所に
ありますか？（P.79）

l ステアリングロックされていま
せんか？（P.109）

l キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？

このときは、一時的な方法でエン
ジンをかけることができます。
（P.319）
l バッテリーがあがっていません
か？（P.320）

l エンジンスイッチはONになっ
ていますか？

エンジンスイッチがONでブレー

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーがPから動かない
（オートマチック車）
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キを踏んでも解除できないときは
（P.114）を参照してください。

l 盗難防止のため、自動的にロッ
クされます。（P.109）

l ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？

ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、運転席以外のパワー
ウインドウは操作できなくなりま
す。（P.98）

l 一定時間ACCまたはON（エン
ジンがかかっていない状態）に
しておくと、自動電源OFF 機
能が作動します。（P.109）

l 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さく
いん）」（P.344）をご確認く
ださい。

l 警告灯や警告メッセージが表示

されたときは、P.293、299
をご確認ください。

l タイヤパンク応急修理キット装
着車：車を安全な場所に停め、
タイヤパンク応急修理キットで
パンクしたタイヤを応急修理し
てください。（P.300）

l 応急用タイヤ装着車：車を安全
な場所に停め、パンクしたタイ
ヤを応急用タイヤに交換してく
ださい。（P.309）

l ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（P.325）

エンジンを停止したあとにハン
ドルがまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチが自動的に
OFF になった

警告音が鳴りだした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-2. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンでドアを解錠
する、またはエンジンスイッチを
ACCまたはONにするか、エンジン
を始動すると、警報を解除することが
できます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

ドアを開閉
したとき

シフトポジショ
ンがP以外に
なっている★

P.299

盗難防止装置
（オートアラー
ム）が作動した
※

P.50

エンジンを
停止したと
き

電子キーの電池
残量が少なく
なっている

P.272

施錠しよう
としたとき
（施錠でき
ないとき）

いずれかのドア
が確実に閉まっ
ていない

P.79

電子キーを車内
に置き忘れてい
る

P.299

走行しているとき

状況 原因 詳細

走りだした
とき

シートベルトを
着用していない
※

P.29
5

シフトダウ
ンしたとき

シフトダウン制
限をこえて操作
した★

P.11
6

ブレーキペ
ダルを踏ん
だとき（き
しみやひっ
かき音）

ブレーキパッド
が摩耗している
おそれがある

P.10
4

後退時に左
右からの車
を検知した
とき

BSD／ RCTA
（後側方警戒支
援システム）★

が作動した

P.21
5
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................234
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................224

AI-SHIFT
（アーティフィカルインテリジェン
スシフト）...................................114

BSD／RCTA
（後側方警戒支援システム）......215
EDR
（イベントデータレコーダー）........6
EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）..............................................224

EyeSight ..............................134
AT誤後進抑制制御...................194
AT誤発進抑制制御...................190
クリアランスソナー .................206
後退時ブレーキアシスト（RAB）
....................................................202
車線逸脱警報.............................197
先行車発進お知らせ .................201
全車速追従機能付クルーズコント
ロール.........................................151
追従機能付クルーズコントロール
....................................................166
定速クルーズコントロール......182
ふらつき警報.............................199
プリクラッシュブレーキ..........142

FR
（フロントエンジンリヤドライブ）
....................................................332

ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）..............................................328

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.................................................38

LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................122

RAB
（後退時ブレーキアシスト）......202
REVインジケーター...................59
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................26

TRC
（トラクションコントロール）224, 
325

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................224
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................320
アウターミラー（ドアミラー）
格納のしかた.............................................96
操作............................................................95
BSD／ RCTA（後側方警戒支援システム）
..............................................................215
ミラーヒーター......................................236

アクセサリーソケット.......................247
アクセサリーモード ..........................111
アラーム
オートアラーム.........................................50
音さくいん .............................................344
警告ブザー .............................................293

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................224
警告灯.....................................................294

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）........................................79

い

イグニッションスイッチ（エンジンス
イッチ）
エンジンのかけ方..................................109
自動電源OFF 機能................................112
車両を緊急停止するには ......................284
モードの切りかえ..................................111

位置交換（タイヤローテーション）.265
イベントデータレコーダー（EDR）......6
イモビライザーシステム......................49
イルミネーテッドエントリーシステム
...........................................................241
インジケーター（表示灯）....................55
インストルメントパネル照度調整ダイア
ル ........................................................60

インテリアランプ..............................240
ワット数 .................................................332

インナーミラー.....................................94

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................276
方向指示レバー......................................119

ウインドウ
ウォッシャー..........................................129
パワーウインドウ.....................................97
リヤウインドウデフォッガー...............236

ウインドウロックスイッチ..................98
ウォッシャー......................................129
液の補給 .................................................262
スイッチ .................................................129
タンク容量..............................................331
冬の前の準備・点検..............................229

動けなくなったときは（スタック）.325
運転
雨の日の運転..........................................101
運転を補助する装置..............................224
寒冷時の運転..........................................229
正しい運転姿勢.........................................21
手順.........................................................100

運転支援機能情報.................................67
運転席シートベルト非着用警告灯...295

え

エアコン
オートエアコン......................................234
曇り取り（フロントウインドウガラス）
..............................................................235
フィルターの清掃..................................271

エアコン・デフォッガー...................234
エアバッグ
SRSエアバッグ警告灯 ........................294
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警告ブザー .............................................294
正しい姿勢 ................................................21
配置............................................................26

AT誤後進抑制制御............................194
AT誤発進抑制制御............................190
SRH ( ステアリング連動ヘッドランプ )
...........................................................124
エレクトリックパワーステアリング
（EPS）..............................................224
警告灯.....................................................294

エンジン
イグニッションスイッチ（エンジンスイッ
チ）........................................................109
エンジンイモビライザーシステム..........49
エンジンがかからない（エンジンが始動で
きない）................................................316
エンジンスイッチ..................................109
エンジンの始動方法..............................109
オーバーヒート......................................323
緊急時の停止方法..................................284
タコメーター.............................................57
フューエルポンプシャットオフシステム
..............................................................292
ボンネット .............................................259

エンジンイモビライザーシステム ......49
エンジンオイル
警告灯.....................................................294
冬の前の準備・点検..............................229
メンテナンスデータ..............................328
容量.........................................................328

エンジン回転計（タコメーター）........57
エンジンスイッチ
エンジンのかけ方..................................109
自動電源OFF 機能................................112
モードの切りかえ..................................111

エンジンフード（ボンネット）
開け方.....................................................259

エンジンルーム..................................259
エンジンルームから蒸気が出ている...323

お

オイル（エンジンオイル）.................328
応急用タイヤ......................................309
交換方法 .................................................309

オートアラーム.....................................50
オートエアコン..................................234
オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション...113

オーバーヒート..................................323
オープナー
給油扉 .....................................................132
トランク ....................................................77
ボンネット..............................................259

お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ......................98
お子さまの安全のために .........................37
キーの電池..............................................273
シートヒーターに関する警告...............238
シートベルトの着用.........................23, 24
チャイルドシート.....................................38
チャイルドシートの取り付け..................38
発炎筒の取り扱いに関する警告...........284
バッテリーに関する警告 ......................322
パワーウインドウに関する警告..............98

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ..................................................60
表示切りかえボタン.................................60
表示項目 ....................................................60

か

カーテンシールドエアバッグ..............26
カーペット
洗浄.........................................................255
フロアマットの取り付け方......................20
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外気温度表示.........................................57
外装の電球（バルブ）
交換要領 .................................................276
ワット数 .................................................332

カスタマイズ機能 ..............................333
型式 .....................................................332
カップホルダー..................................244
ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ
フォッガー）.....................................236
ガレージジャッキ ..............................261
冠水路走行..........................................107
寒冷時の運転......................................229

き

キー
エンジンが始動できない ......................316
キーナンバープレート.............................70
キーの構成 ................................................70
キーレスエントリー.........................71, 79
キーをなくした......................................317
正常に働かない......................................318
施錠・解錠ができない..........................318
電子キー ....................................................70
電池が切れた..........................................272
メカニカルキー.........................................71
ワイヤレスリモコン.................................71

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
.................................................................79
ワイヤレスドアロック.............................71

給油
給油口が開けられない..........................318
給油のしかた..........................................131
メンテナンスデータ..............................328

緊急時シートベルト固定機構..............24
緊急時の対処
エンジンが始動できない ......................316
オーバーヒートした..............................323

キーの電池が切れた...................272, 318
キーをなくした......................................317
警告灯がついた......................................293
警告メッセージが表示された...............299
けん引 .....................................................287
故障したときは......................................282
車中泊が必要なときは ..........................286
車両を緊急停止する..............................284
水没・冠水したときは ..........................285
スタックした..........................................325
電子キーが正常に働かない...................318
発炎筒 .....................................................283
バッテリーがあがった ..........................320
パンクした...................................300, 309

緊急ブレーキシグナル ......................224

く

空気圧（タイヤ）
タイヤ空気圧警報システム...................265
メンテナンスデータ..............................332

区間距離計（トリップメーター）........60
曇り取り
フロントウインドウガラス...................235
ミラーヒーター......................................236
リヤウインドウデフォッガー...............236

クラクション（ホーン）.......................93
クラッチ
メンテナンスデータ..............................330

クラッチフルード..............................330
クリアランスソナー ..........................206
クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ .................................................122
電球（バルブ）の交換 ..........................276

クリップ
フロアマット.............................................20

クルーズコントロール
全車速追従機能付クルーズコントロール
..............................................................151
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追従機能付クルーズコントロール.......166
定速クルーズコントロール ..................182

グローブボックス ..............................242

け

警音器（ホーン）...................................93
計器類（メーター）...............................57
警告灯..................................................293
RAB........................................................296
EyeSight...............................................297
ABS & ブレーキアシスト ...................294
SRH........................................................296
SRSエアバッグ....................................294
LEDヘッドランプ ................................296
エンジン .................................................294
オートヘッドランプレベラー ..............297
オートマチックトランスミッション油温
..............................................................295
クリアランスソナー..............................296
高水温.....................................................293
シートベルト非着用..............................295
充電.........................................................293
スリップ表示灯......................................296
タイヤ空気圧..........................................297
燃料残量 .................................................294
パワーステアリング..............................294
半ドア.....................................................295
BSD／RCTA.......................................296
ブレーキ .................................................293
マスターウォーニング..........................297
油圧.........................................................294

警告ブザー
RAB........................................................296
ABS & ブレーキアシスト ...................294
SRH........................................................296
SRSエアバッグ....................................294
LEDヘッドランプ ................................296
エンジン .................................................294

オートヘッドランプレベラー...............297
オートマチックトランスミッション油温
..............................................................295
クリアランスソナー..............................296
高水温 .....................................................293
シートベルト非着用..............................295
シフトダウン制限..................................116
スリップ表示灯......................................296
パワーステアリング..............................294
半ドア ........................................................74
BSD／ RCTA.......................................296
ブレーキ .................................................293
油圧.........................................................294
リバース ......................................113, 118

警告メッセージ..................................299
化粧ミラー（バニティミラー）.........249

こ

交換
キーの電池..............................................272
タイヤ .....................................................309
電球（バルブ）........................................276
ヒューズ .................................................275

工具（ツール）.........................302, 310
航続可能距離.........................................63
後側方警戒支援システム (BSD／
RCTA）.............................................215
後退時ブレーキアシスト（RAB）....202
後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................276

子供専用シート
取り付け方.................................................39

小物入れ..............................................244
コンソールボックス ..........................243
コンライト（自動点灯・消灯装置）.122
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さ

サイドエアバッグ .................................26
サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................276
方向指示レバー......................................119

サイドミラー（ドアミラー）
格納のしかた.............................................96
操作............................................................95
BSD／ RCTA（後側方警戒支援システム）
..............................................................215
ミラーヒーター......................................236

三角表示板等固定用バンド...............245
サンバイザー......................................248

し

シート
正しい運転姿勢.........................................21
チャイルドシート.....................................38
調整............................................................87
手入れ..........................................255, 257
ヘッドレスト.............................................91

シートヒーター..................................238
シートベルト.........................................23
お子さまの着用.................................23, 24
緊急時シートベルト固定機構 .................24
シートベルトガイド.................................25
正しく着用するには.................................24
着け方・はずし方.....................................24
手入れ.....................................................255
妊娠中の方の着用.....................................23
非着用警告灯..........................................295

シートベルト非着用警告灯...............295
シートベルトプリテンショナー
機能............................................................25
プリテンショナー警告灯 ......................294

Gモニター.............................................64
室内灯（インテリアランプ）.............240

始動のしかた......................................109
シフトポジション..............................113
シフトレバー
シフトポジションの切りかえ...............114
シフトレンジの切りかえ ......................115
操作..............................................113, 117
リバース警告ブザー...................113, 118

締め付けトルク（ホイール）.............313
車線逸脱警報......................................197
車中泊が必要なときは ......................286
ジャッキ
ガレージジャッキ..................................261
車載ジャッキ...............................302, 310

ジャッキハンドル...................302, 310
車幅灯
電球（バルブ）の交換 ..........................276
ランプスイッチ......................................122

車両型式..............................................332
車両仕様（スペック）........................328
車両情報表示.........................................67
車両を緊急停止するには...................284
充電用USB端子...............................247
瞬間燃費.................................................63
仕様（車両仕様）................................328
初期化
タイヤ空気圧警報システム...................267
パワーウインドウ.....................................97

助手席シートベルト非着用警告灯...295

す

水温計 ....................................................57
スイッチ
イグニッション......................................109
ウインドウロック.....................................98
ウォッシャー..........................................129
エンジンスイッチ..................................109
シート調整.................................................87
シートヒーター......................................238
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照度調整 ....................................................60
全車速追従機能付クルーズコントロール
..............................................................151
タイヤ空気圧警報リセット ..................267
追従機能付クルーズコントロール.......166
TRC OFF...............................................224
定速クルーズコントロール ..................182
ドアミラー ................................................95
ドアロック ................................................74
ドライブモードセレクト ......................220
TRACKモード......................................225
トランクオープナー.................................77
パドルシフト...............................115, 116
パワーウインドウ.....................................97
表示切りかえ.............................................60
VSC OFF...............................................225
方向指示レバー......................................119
ホーン（警音器）.......................................93
メーター操作.............................................63
ランプ.....................................................122
リセット（タイヤ空気圧警報システム）
...................................................267, 269
リヤウインドウデフォッガー ..............234
リヤフォグランプ..................................128
ワイパー .................................................129

スタック..............................................325
ステアリングスイッチ.......................248
ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整 ....................................................93
メーター操作スイッチ.............................63

ステアリングロック ..........................109
解除できないとき..................................109
警告メッセージ......................................109

ストップウォッチ .................................64
ストップランプ（制動灯）
電球（バルブ）の交換..........................276

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............229
スピードメーター .................................57

スペアタイヤ（応急用タイヤ）.........309
交換方法 .................................................309

スペック（車両仕様）........................328
スマートエントリー＆スタートシステム
アンテナの位置.........................................79
エンジンの始動......................................109
カスタマイズ設定..................................333
緊急始動機能..........................................316
作動範囲 ....................................................79
正常に働かないとき..............................318
節電機能 ....................................................80
電波がおよぼす影響について..................83
ドアの解錠・施錠.....................................73
トランクの解錠.........................................77

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................276
ランプスイッチ......................................122

スリップ表示灯..................................224

せ

清掃
ウルトラスエード® .............................257
外装.........................................................252
シートベルト..........................................255
内装..............................................255, 257
ホイール・ホイールキャップ...............252

制動灯
電球（バルブ）の交換 ..........................276

積算距離計（オドメーター）................60
セキュリティインジケーター......49, 50
先行車発進お知らせ ..........................201
センサー
ライトセンサー......................................122

洗車 .....................................................252
全車速追従機能付クルーズコントロール
..........................................................151
前照灯（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................276
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ライトセンサー......................................122
ランプ消し忘れ防止機能 ......................123
ランプスイッチ......................................122

そ

走行距離.................................................63
走行時間.................................................63
走行情報表示.........................................63
走行モード（ドライブモード）.........220
送信機（タイヤ空気圧警報システム）
...........................................................265
速度計（スピードメーター）................57

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換..........................276
方向指示レバー......................................119

タイヤ
応急用タイヤ..........................................309
空気圧..........................................270, 332
空気圧警告灯..........................................297
交換.........................................................309
締め付けトルク......................................313
チェーン .................................................229
点検.........................................................263
パンク応急修理キット..........................300
パンクしたときは.......................300, 309
冬用タイヤ .............................................229
ホイールサイズ......................................332
ローテーション（位置交換）................265

タイヤが空まわりする（スタックした）
...........................................................325
タイヤ空気圧
警告灯.....................................................297

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの切りかえ ............................269
ID コードの登録・選択.........................269

機能について..........................................265
空気圧バルブ／送信機について...........266
空気圧表示画面......................................265
警告灯 .....................................................297
初期化 .....................................................267

タイヤチェーン..................................229
タコメーター.........................................57
REVインジケーター ...............................59

ち

チェーン（タイヤチェーン）.............229
チャイルドシート
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け46
シートベルトでの固定 .............................45
選択方法 ....................................................38

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
..........................................................120
操作.........................................................120
冬季の注意..............................................229
メンテナンスデータ..............................331

つ

追従機能付クルーズコントロール...166
ツール（工具 ) ........................302, 310

て

ディスプレイ
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................62

定速クルーズコントロール...............182
デイタイムランニングランプ...........122
ディファレンシャル ..........................330
手入れ
外装.........................................................252
シートベルト..........................................255
内装..............................................255, 257
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ホイール・ホイールキャップ ..............252

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換..........................276
ランプスイッチ......................................122

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）.................................................236
電圧計.....................................................63
電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）........................276
ワット数 .................................................332

点検基準値（メンテナンスデータ）.328
電子キー.................................................70
作動範囲 ....................................................79
正常に働かないとき..............................318
節電機能 ....................................................80
電池が切れた..........................................318
電池交換 .................................................272

電池交換（キー）................................272

と

ドア ........................................................73
スマートエントリー＆スタートシステム
.................................................................79
ドアガラス ................................................97
ドアロックスイッチ.................................74
ロックレバー.............................................75
ワイヤレスリモコン.................................73

ドアカーテシランプ
ワット数 .................................................332

ドアミラー
格納のしかた.............................................96
操作............................................................95
BSD／ RCTA（後側方警戒支援システム）
..............................................................215
ミラーヒーター......................................236

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム..........49
オートアラーム.........................................50

時計 ................................................57, 60
トップテザーアンカレッジ..................48
ドライブモードセレクトスイッチ...220
トラクションコントロール（TRC）224
トランク.................................................75
オープナー.................................................77
キー閉じ込み防止機能 .............................78
トランク内の装備..................................245

トランクランプ.....................................78
ワット数 .................................................332

トランスミッション
オートマチックトランスミッション...113
シフトダウン制限警告ブザー...............116
操作.........................................................114
パドルシフトスイッチ ...............115, 116
マニュアルトランスミッション...........117
マニュアルモード..................................116
メンテナンスデータ...................329, 330

トリップメーター.................................60

な

内装
収納装備 .................................................242
手入れ ..........................................255, 257

に

ニーエアバッグ.....................................26
荷物
積むときの注意......................................107
トランク ....................................................75
トランク内装備......................................245

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....325
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ね

燃料
給油.........................................................131
種類.........................................................328
燃料計........................................................57
燃料残量警告灯......................................294
フューエルポンプシャットオフシステム
..............................................................292
容量.........................................................328

燃料計.....................................................57

は

パーキングブレーキ ..........................120
操作.........................................................120
冬季の注意 .............................................229
メンテナンスデータ..............................331

パーソナルランプ
ワット数 .................................................332

排気ガス.................................................35
ハイビーム（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換..........................276
ハイビームアシスト..............................125
ランプスイッチ......................................122

ハイビームアシスト ..........................125
ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換..........................276

ハザードランプ（非常点滅灯）
電球（バルブ）の交換..........................276

挟み込み防止機能
パワーウインドウ.....................................97

発炎筒..................................................283
バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換..........................276

バッテリー
警告灯.....................................................293

バッテリーがあがった.......................320
パドルシフトスイッチ............115, 116

バニティ（化粧用）ミラー...............249
バニティミラーランプ
装備について..........................................249
ワット数 .................................................332

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）....................276
ワット数 .................................................332

パワー・トルクカーブ .........................64
パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ......................98
閉めることができないときは..................97
初期化 ........................................................97
操作............................................................97
ドアロック連動ドアガラス開閉機能......97
挟み込み防止機能.....................................97
巻き込み防止.............................................97

パワーステアリング ..........................224
警告灯 .....................................................294

パンクした
応急用タイヤ装着車..............................309
タイヤ空気圧警告灯..............................297
タイヤパンク応急修理キット装着車...300

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................276
ランプスイッチ......................................122
ワット数 .................................................332

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整 ....................................................93
メーター操作スイッチ .............................63

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................224
ヒーター
エアコン・デフォッガー ......................234
シートヒーター......................................238
ミラーヒーター......................................236



355五十音順さくいん

非常点滅灯
緊急ブレーキシグナル..........................224

非常点滅灯（ハザードランプ）
電球（バルブ）の交換..........................276

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換..........................276
ランプスイッチ......................................122

ヒューズ..............................................275
表示切りかえボタン .............................60
表示灯.....................................................55
日よけ（サンバイザー）.....................248
ヒルスタートアシストコントロール
................................................221, 224

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方.......320
フォグランプ
電球（バルブ）の交換..........................276

ブザー
シフトダウン制限警告..........................116
リバース警告...............................113, 118

フック
けん引フック..........................................289
フロアマット固定フック .........................20

フューエルポンプシャットオフシステム
...........................................................292
フューエルメーター .............................57
フューエルリッド（給油口）
給油口が開かない..................................318
給油のしかた..........................................131

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........229
冬用タイヤ..........................................229
ふらつき警報......................................199
プリクラッシュブレーキ...................142
ブレーキ
緊急ブレーキシグナル..........................224
警告灯.....................................................293
パーキングブレーキ..............................120

メンテナンスデータ..............................330

ブレーキ..............................................293
ブレーキアシスト..............................224
ブレーキフルード..............................330
フロアマット.........................................20
フロントシート
シートヒーター......................................238
正しい運転姿勢.........................................21
調整............................................................87
手入れ ..........................................255, 257
ヘッドレスト.............................................91

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................276
方向指示レバー......................................119

へ

平均車速.................................................63
平均燃費.................................................63
ヘッドランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................276
ライトセンサー......................................122
ランプ消し忘れ防止機能 ......................123
ランプスイッチ......................................122

ヘッドレスト.........................................91

ほ

ホイール
交換（タイヤ）........................................309
メンテナンスデータ..............................332

方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................276
方向指示レバー......................................119

ホーン（警音器）...................................93
保証 ...........................................................7
ボトルホルダー..................................243
ボンネット..........................................259
開け方 .....................................................259
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ま

マスターウォーニング.......................297
マニュアルトランスミッション
マニュアルトランスミッション...........117

マルチインフォメーションディスプレイ
運転支援機能情報.....................................67
運転支援システム設定.............................67
警告メッセージ......................................299
スポーツインフォメーション .................64
設定............................................................67
走行情報表示.............................................63
タイヤ空気圧..........................................265
時計............................................................60
メーター操作スイッチ.............................63
メニューアイコン.....................................62
割り込み表示.............................................62

み

ミラー
アウターミラー.........................................95
インナーミラー.........................................94
ドアミラー ................................................95
バニティミラー......................................249
ミラーヒーター......................................236

め

メーター
計器類........................................................57
警告灯.....................................................293
警告メッセージ......................................299
照度調整 ....................................................60
設定............................................................67
時計............................................................57
表示灯........................................................55
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................62

メーター操作スイッチ .............................63

メーター照度調整.................................60
メカニカルキー.....................................71
メニューアイコン.................................62
メンテナンスデータ ..........................328

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能...............333
油温計 ....................................................63
雪道ですべって動けない（スタックした）
..........................................................325
油脂類 .................................................328

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................276
ランプスイッチ......................................122

ラゲージアンダートレイ...................245
ラゲージルーム（トランク）.....75, 245
ラジエーター
オーバーヒート......................................323
メンテナンスデータ..............................329

ランプ
室内灯 .....................................................240
電球（バルブ）の交換 ..........................276
非常点滅灯（ハザードランプ）.............283
ヘッドランプ（前照灯）........................122
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ
ンカー）................................................119
ライトセンサー......................................122
ランプ消し忘れ防止機能 ......................123
リヤフォグランプ..................................128

ランプ消し忘れ防止機能...................123

り

リヤウィンドウデフォッガー...........236
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リヤシート.............................................89
リヤ席シートベルト非着用警告灯 ...295
リヤフォグランプ ..............................128
電球（バルブ）の交換..........................276
ランプスイッチ......................................128

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................276
方向指示レバー......................................119

る

ルームミラー（インナーミラー）........94

れ

冷却水
冬の前の準備..........................................229
メンテナンスデータ..............................329

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................323
メンテナンスデータ..............................329

レバー
シフト..........................................113, 117
方向指示 .................................................119
ボンネット解除......................................259

ろ

ロック
ウインドウロック.....................................98
スマートエントリー＆スタートシステム
.................................................................79
ドア............................................................73
ワイヤレスリモコン.................................71

わ

ワイパー＆ウォッシャー...................129
ウォッシャー液の補充..........................262

ワイパーブレード（寒冷地用）.........231

ワイヤレスリモコン
作動の合図.................................................73
操作............................................................71
電池の交換..............................................272
半ドア警告ブザー.....................................74

ワックス..............................................252
ワット数..............................................332
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（P.259）
トランクオープナースイッチ（P.77）
給油口（P.131）
ボンネット解除レバー（P.259）
タイヤ空気圧（P.332）

燃料の容量（参考値） 50L

燃料の種類 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク） P.328

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.332

エンジンオイル容量
（参考値）

P.328

エンジンオイルの種類 P.328
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